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ユニフォーム要項

第 1条 〔趣 旨〕
本要項は、「Jリ ーグ規約」第 49条第 4項の規定に基づき、公式試合におけるユニフォ

ームに関する事項について定める。

第 2条 〔ユニフォーム〕

本要項においてユニフォームとは、シャッ、ショーッ、ス トッキング等、選手が身につ

けるものをいう。

第 3条 〔ユニフォームの色彩〕

(1)フ ィール ドプレーヤーのユニフォームの前面と背面の主たる色彩は同じであるものとする。

(2)シ ャッは以下の用件を満たすものでなければならない。

① 袖があること

② 審判員が常時着用するシヤツの色と明確に判別し得る色彩であること

③ アンダーシャツを着用する場合は、袖の色がシヤツの袖の主たる色と同じであること

(3)ア ンダーショーツまたはタイツを着用する場合は、その色はショーツの主たる色と同じ

でなければならない。

(4)そ れぞれのゴールキーパーは、他の競技者、審判員と区別し得る服装を着用しなければ

ならない。

第 4条 〔ユニフォームの事前承認〕

Jク ラブは、使用するユニフォームに関し、 Jリ ーグの承認を得なければならない。

第 5条 〔使用義務〕

Jク ラブは、試合において、その所属チームの選手に、「ユニフォーム使用計画」に定め

るユニフォームを使用させなければならない。

第 6条 〔チーム名〕

シヤツにはチーム名をつけることができる。ただし、 1か所に限るものとし、その面積

は 300 om 2以 下とする。

第 7条 〔選手番号〕

(1)選手番号は事前にJリ ーグに登録しなければならず、シーズン途中の変更は認めないも

のとする。

(2)ユニフォームには選手番号が以下のように表示されていなければならない。

① 選手番号は、服地と明確に判別することができる色のものとし、服地が縞柄の場合には

台地をつけるものとする
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② 選手番号のサイズは、次のとおりとする

イ.シャツ :前面は高さ 10～ 15Cmの間、背中は高さ 25～ 35omの間とし、それぞれ 1か所

ずつ表示すること

口.シ ョーツ :高 さ 8～ 15C用 の間とし、前面右下に 1か所表示することができる

(3)選手番号は、0は不可とし、 1を ゴールキーパー、2～ 11を フィール ドプレーヤーとす

る。12以降はポジションと無関係とし、50ま では欠番を認める。ただし、登録選手が

51人 を超えた場合は、51か ら連番で番号をつけることとし、欠番は認めない。

第 8条 〔アームバンド〕

チームのキャプテンは、キャプテンであることを明確に表示するアームバンドを着用し

なければならない。

第 9条 〔指定マーク等〕

(1)シャツの右袖上腕部には、Jリ ーグが大会に応じて指定するマークを 1点つけなければ

ならない。

(2)Jリ ーグ年間優勝チームは、優勝の翌シーズンの間は、前項の指定するマークに代えて、

Jリ ーグ指定の「Jlリ ーグチヤンピオンマーク」をつけなければならない。

第 10条 〔チームエンブレム〕

シャツの胸部分には、チームエンブレムを 1点 つけることができる。ただし、その大き

さは 1 00cm2以 下とする。

第 11条 〔メーカー名の表示〕

(1)ュニフォームのメーカー名またはメーカーマークの表示場所およびサイズは、それぞれ

以下のとおりとする。

① シャツ :胸に 1か所表示でき、サイズは 20om2以下とする

② ショーツ :1か所表示でき、サイズは 20om2以下とする

③ ストッキング :各 2か所まで表示できる。ただし、各 1か所ずつ表示する場合は、サイ

ズはそれぞれ 20cm2以下、各2か所ずつ表示する場合は、サイズは1点 につき 1 0om2以

下とする

(2)シャツ、ショーツおよびストッキングには、Jリ ーグの事前の承認により、メーカー名

またはメーカーマークの入つたラインテープをつけることおよびメーカー名またはメー

カーマークの透かしを入れることができる。ただし、ラインテープの幅は、シャツおよ

びショーッは8om以下、ストッキングは5cm以 下とする。

第 12条 〔広告の表示〕

(1)ュニフォームに第二者のための広告を表示する場合には、スポンサーの名称および商品

名等を、事前に所定の「広告掲出申請書」(別紙 2)に よりJリ ーグに届け出なければな

らない。

(2)前項に基づく広告は、第 4項に従い、シャツに 3か所まで、ショーツに 1か所のみ表示

することができる。ただし、 1か所につき 1社に限るものとし、原則としてシーズン途
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中の変更は認めない。

(3)以下の場合に限り lstユニフォームと 2ndユ ニフォームとで異なる広告を表示すること

ができる。

① 100%の資本 (親子)関係がある2社の企業名

② 同一企業の異なる2商品名

③ 企業名とその企業の商品名

(4)前項の広告を表示する場所およびサイズは、次のとおりとする。

① 前面 :選手番号上部または下部に 1か所表示できるものとし、サイズは 300cm2以 下と

する

② 背中 :選手番号上部または下部に 1か所表示できるものとし、サイズは 200cm2以 下と

する

③ 左袖 :1か所表示できるものとし、サイズは 50om2以下とする

④ ショーツ前面左 :1か所表示できるものとし、サイズは 80om2以 下とする
(5)ユニフォームに協会またはJリ ーグが指定するキャンペーンマークその他の広告以外の

ものを表示する場合にも、原則として前項のサイズによるものとする。

第 13条 〔選手名の表示〕

(1)シ ヤツおよびショーツには、選手名または通称を表示することができる。

(2)前項の表示をする場所、サイズ等および文字の種類は、次のとおりとする。

① 場所 :シヤツ背中の選手番号上部または下部およびショーツ前面右下の選手番号上部ま

たは下部とする。

② サイズ :シ ャツに表示する場合は 1文字の高さを 7.5cm以下し、ショーツに表示する場

合は大きさを 50cm2以 下とする

③ 文字の種類 :アルファベットで表記する

(3)選手名の表示を選手名または通称以外にて行うことを希望する場合は、事前に実行委員

会に申請し、承認を得なければならない。

第 14条 〔その他表示できるもの〕

(1)シャツには、以下のものを表示することができる。

① 右袖 1か所にホームタウン名または活動区域を表示することができる。ただし、大きさ

は 50cm2以 下とする

② 右袖以外の部分 1か所に、チームシンボルを表示することができる。ただし、大きさは

50cm2以 下とする

③ 優勝回数に相当する個数の星印を1か所に表示することができる

(2)選手番号には、チームエンブレムまたはチーム名を、各数字の下辺中央部に 1か所に入

れることができる。ただし、高さは4cm以 下とする。

(3)シ ョーツには、次のいずれかのものを 1か所表示することができる。

① チーム名。ただし、大きさは 50om2以下とする

② チームエンブレム。ただし、大きさは 50cm2以下とする

(4)ス トッキングには、次のいずれかのものを表示することができる。

① 選手番号。ただし、左右各 1か所とし、大きさはそれぞれ 50cm2以 下とする
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② チーム名。ただし、左右各 1か所とし、大きさはそれぞれ 50cm2以 下とする

③ チームエンブレム。ただし左右各 2か所までとし、大きさは片方につき合計で 50cm2以

下とする

(5)シャッには、以下の各号の試合関連情報を表示することができる。ただし、場所はシャツ前

面の胸の位置で、サイズは 50om2以下とし、1文字の高さは2cmを超えてはならない。

① 開催日

② 対戦カード

③ スタジアム名

④ 前各号のほか、Jリ ーグの承認を得た事項

第 15条 〔記念ユニフォーム等〕

Jク ラブは、「ュニフォーム使用計画」とは異なるユニフォームの着用申請」 (別紙 10)

によりJリ ーグに申請 し、その承認を得た場合、「ユニフォーム使用計画」に定めるユニフ

ォームとは異なる記念ユニフォーム等を使用することができる。ただし、当該記念ユニフ

ォーム等は本要項に従ったものに限る。

第 16条 〔大会別ュニフォームの着用〕

Jク ラブは、「ユニフォーム使用計画」とは異なるュニフォームの着用申請」 (別紙 10)

によりJリ ーグに申請 し、その承認を得た場合、「ユニフォーム使用計画」に定めるユニフ

ォームとは異なる大会別ュニフォームを使用することができる。当該大会別ユニフォーム

は各大会で以下の掲出内容の変更を可能とするが、本要項に従ったものに限る。

① デザイン

② ュニフォームのメーカー

③ スポンサーの名称および商品名等

第 17条 〔改 正〕
本要項の改正は、理事会の承認により、これを行う。

第 18条 〔施 行〕
本要項は、平成 24年 4月 1日 から施行する。
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スタジアム検査要項 [2015年度用]

g]晏
桑島層
黎 夢

芋賓誕せぜVLI重ならな
[生
後検討を続けていく条件

:暮鱚首:i量翌1群を1改修が確定してる場合を除く
必須とされる設備 内容 検査基準 備考

1入場可能数 ※ Jlは 15,0∞人以上、J2は 10.∞ 0人以上(芝生席はカウントしない) ○

(1)観客席

椅子席で、10000席以上の座席があること(ベンチシートは1席 あたりの幅を45cm以上とする)

全席個席であること

どの座席からも、ビッチ全体が見渡せること

すべての座席に番号を分かりやすく付けること

○

○

☆☆★

(2)車椅子席
介助者の椅子を備えること

観戦の際の安全が確保されていること

〇

○

(3)V:P席
メインスタンド中央部でスタジアム全体が見濃せる位置に屋根付きで個席∞席以上設置すること

80席以上設置すること

★☆★

C

(4)マッチコミッショナー
席

メインスタンド中央部でスタジアム全体が見渡せる位置に屋根付きで設置すること

机付きで4名着席でき、ピッチの笛が聞こえること(マ″コミッショナー補助員.口悧アセッサーロ
'7セ
ッサー)

テレビモニター (共 聴回線 )、 LAN回 線を設置すること C

○

○

２

・座

席

(5)記者席
メインスタンド中央部でスタジアム全体が見渡せる位置に屋根付きで80席 以上設置すること

ノートパソコン、ノートが置ける十分な広さの机と電源を設置すること

★★☆

○

3屋根

新設及び大規模改修を行うスタジアムについては

すべての観客席を覆うこと

屋根または照明に雷保護設備を備えていること

原則として屋根はすべての観客席を覆うこと Ｏ

Ｃ

・
Ｏ

ス
タ

ジ

ア
ム
規
模

4照 明 ピッチ内のいずれの個所においても照度1.500ルクス以上の明るさを保持し、均―であること ○

(1)寸 法 105m X 68m ○

(2)天 然芝

平坦であること

常緑であること

水はけが良いこと

○

○

○

ピ

ッ

チ

(3)予 備エリア
原則としてピッチの外側にそれぞれ5m以上、ただし陸上競技兼用の場合はそれぞれ15m以
上 (したがって、陸上競技兼用の場合は縦長103m以上、横幅アlm以上の芝生部分を確保すること,

☆★★

2ゴール
白色丸形(外径の直径が12cm)で、原則として埋め込み式

ボールを反発する補強材を使用しないこと

○

○

3ゴールネット
白色以外はJリーグに申鯖すること

ゴールネットはゴールの後方にポールを立て安全な方法で取り付けること

。

一
。

(1)チームベンチ

13名 以上 (ACLは 20名 )着席できること

14名 以上着席できること

ベンチの屋根は観客の視野を妨げるものであつてはならない

ベンチの屋根は透明であること

○

○

C
ベ

ン

チ

(2)第 4の審判員ベンチ

机付きで、出入りができるスペースを確保すること

3名 が着席できること

ベンチの屋根は観客の視野を妨げるものであつてはならない

ベンチの屋根は透明であること

○

★★★

○

5場内放送システム

全てのエリア(観客席、諸室、コンコース、ピッチレベル)で明瞭に聞こえる場内放送システムを
備えること

チーム更衣室などに一般用の放送が入らないよう切り替えができること

○

○

6スコアボード(大型映像装置) Jlは大型映像装置を設置すること。 J2はメンバー掲示可能な電光掲示板を設置すること B

7時計 (45分 計 )

0～ 45分間表示できる独立した時計を設置すること (スコアボードでの兼用可 )

時計は、前半は0～ 45分 、後半は45分～90分の間作動しなくてはならない。前後半それぞれ
の通常の競技時間の最後、45分と90分に、時計が止められなくてはならない

・　

★

。
一　
減

8メンパー掲示板 出場メンパーを表示できるもの(スコアボードでの兼用可) ○

■

・
競

技

用

設

備

9_掲揚ポールまたはパトン 5本以上設置し、ⅥP席 から視認できること ★★☆

(1)チーム更衣室
※注

120ポ程度

温水シャワー8基以上、マッサージ台、洋式トイレ、鏡付き洗面台

ピッチまでの距離が等距離であること

2室 25人 こと(ACLは 30人 )

ホワイトボードを設置

☆★☆

○

○

C

皿

・諸

室

・
ス
ペ
ー

ス

競

技

関

連 (2)審判更衣室
※注

4人の更衣設備を備え、フ人以上収容可能な部屋

チーム更衣室から離して設置すること

温水シャワー、洋式トイレ、鏡付き洗面台、ホワイトボード、冷蔵庫を設置すること ○

○

★★★

電源、三ラ当シ、携帯電
ター、高速インターネット環境、共聴回線、時員1

該 当検査項 目は

※注で表示

【内 C
おける共通項 目
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必須とされる設備 内容 検査基準 備考

Щ

・
譜

室

・
ス

ペ
ー

ス

競

技
関

連

(3)室 内
ウォームアッ
プエリア

チーム用
両チームが同時にかつ別個に使用できること

人工芝であること

審判用 審判が専用にウォームアップできるスペースを確保すること C

(4)マッチ・コーディネー
ション・ミーティング室
※注

13人以上収容可能な部屋

応接セット、テレビモニター、録画再生装置

チーム更衣室、審判更衣室の近くにあること

○

○

○

(5)ドーピングコントロー

ル室 ※注

選手のプライバシーが守られる場所に設置すること(観客、メディアが近づくことが出来ない

場所)及び可能な限リピッチから移動しやすい場所であること

待合室、検査室(1～ 2室 )、 トイレ(1～ 2室 )、 温水シャワー(1室 )が設備されていること

検査室は待合室から直接出入りできること

検査手続き中、他の検査対象選手の目に触れることのないような構造であること

トイレは検査室から直接出入りできる、もしくは他の検査対象選手の目に触れることなく

出入りできること

待合室 :(1室 :12名 以上収容可能)

10名程度が座れる椅子またはソファー、4名の選手が書類作業できる机、冷蔵庫 (飲料用 )、

テレビ、DVD等録画再生装置

温水シヤワー :選手が使用中、検査員が濡れることなく扉を開けた状憩で選手の監視が可能

な構造

検査室 :作葉机と椅子4脚 (4脚 中1脚は肘かけ・キャスター付き)、 キャビネット、冷蔵庫 (検体

一時保管用 )

鏡付き洗面台 :検査室内またはトイレ内

トイレ:2名で入っても十分な広さ (例・障がい者用トイレ等)

トイレの便器横には、検体が置けるような台(トイレットペーパーホルダーの上が平坦、または

小さな台)が設置されていること

洗面台には、検体が置けるような台が設置されていること

温水シャワーは待合室から直接出入りできる位置に設置すること

○

新たに設置・改修する際

には.設 計時に」ADAヘ
相談すること.

椅子は選手が汗を
かいたまま座れる

もの。テレビは当日
の試合状況が確認
できること。

キャビネットは高さ
lm前後、立って上
で書類作業等がで
きるもの。

○

☆★☆

〇

C

運

営

関

係

(1)運 営本部室

※注

1∞ポ程度

テレビ、監視カメラモニター、高速コピー機、FAX

チーム更衣室、審判更衣室への連絡用ブザーを設置すること

場内放送室.大型映像操作室、記録室、第4の審判員ベンチとの有線インカム(ヘッドセット)を設置すること

★★★

★★★

C

C

(2)記録室

※注

ピッチ全体が見渡せることができ、原則、個室であること

4人が原則、横に並んで座れる広さであること

LAN回 線、テレビモニター.録回再生装置

０

０

○

(3)場 内放送室
※注

ピッチ、観客席全体および大型映像装置が見える場所に個室で設置すること

3人が横に並んで座り、マイクや書類を置く机および機材を設置できる広さであること

大型映像装置と連携できること

窓は開閉できるようにすること

★★★

☆☆☆

○

☆☆☆

(4)大 型映像操作室

※注

ピッチ、観客席全体および大型映像装置が見える場所に個室で設置すること

場内放送システムと連携できること

窓は密閉してあること

☆★★

○

★★☆

(5)冒 察・消防旬令室菫控宣 ※注 観客席全体が見渡せる場所に設置すること ☆☆☆

(6)医務室
※注

50耐程度

ペッド、AED、 担架 (2台 )

冷蔵庫、製氷機 および頭部、頚部の固定可能な担架 (2台 )

洗面台を設置すること

緊急車両用駐車場に直接アクセスできること

★★★
試合中に救急車が

待機している場合、

頭部、頚部固定可

能な担架は救急車

車載のもので良い

○

○

★★★

★★★

(7)その他

セキユリティスタッフ控室、ポランティアスタッフ控室、ボールパーソン更衣室、エスコートキッ
ズ控室、前座試合用チーム更衣室、マスコット・演出関係控室、現金管理室等

ごみ集積所を設置すること

C

○

(1)VIP受付
ⅥP用の屋根付き専用入口と受付を設置すること

ⅥP用駐車場から直接アクセスでき、メデイアのアクセスを規制できること

★★★

(2)Ⅵ Pラウンジ ※注 ⅥP席 から直接アクセスできること ☆☆☆

メ

デ

イ

ア
関

連

(1)メディア受付
メディア用の屋根付き専用入口と受付を設置すること

メディア用駐車場から直接アクセスできること

★★★

C

(2)記者室

※注

80人以上収容可能な部屋

ノートパソコン、ノートが置ける十分な広さの机を設置すること

テレビ、公式書類用ラック、冷蔵庫を設置すること

録画再生装置を設置すること

★★★

○

○

☆☆☆

(3)カ メラマン(フォトグラ
フアー、lVクルー)室 ※注

40人 以上収容可能。カメラ用ロッカー、冷蔵庫を設置すること

ピッチヘの容易なアクセス動線が確保できること

★★★

○
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必須とされる設備 内容 検査基準 備考

皿
　

諸

室

・
ス
ペ
ー

ス

メ

デ

イ

ア

関

連

(4)記者会見室
※注

却0ポ程度

選手・監督用とメディア用の出入口を分けて設置すること

監督・選手用ステージ台 (前部 )、 テレビカメラ台 (後部 )を少なくとも一方設置すること

パックパネルを設置できること

音響設備、マイク(司会用、監督・選手用、通訳用、質疑応答用 )

★★☆

☆☆★

○

○

○

(5)ミックスゾーン

チーム更衣室とチーム用駐車場との間で、記者室、カメラマン室、記者会見室よリアクセスし
やすい場所に設置すること

バックパネル、柵が設置できること

○

○

(6)フラッシュインタ
ビュー・ポジション

ピッチとチーム更衣室との間に、3mx3mのスペースを設けること

パックパネルが設置できること

○

○

中

継

関

連

(1)実 況放送室

(テ レビ、ラジオ)

※注

5箇所設置できること

ピッチ全体が見渡せること。また、テレビモニターや書類を置く机および機材を設置できる広さ
であること。テレビ中継を行う部屋については4人が横に並んで座れること

C型コンセント(30A)を2系統および端子盤を備えること

窓がフルオープンになること

シヤッターを備えること

ドアの下にケープル用の通線口があること(館内共聴の場合は不要 )

☆★☆

B

C

☆☆★

C

B

(2)中 継スタッフ控室 ※注 中経を行うスタッフの控室を設置すること

(3)テ レビ中経カメラ
設置スペース

メインスタンド中央部に4台分 (4耐 X4台 )を確保し、lW中継カメラクルーが使用するに十分な
電源を設置すること

メインスタンド両外側のペナルティエリアのライン延長線に各2台分 (4耐 X4台 )

両ゴール裏中央部に各2台分 (4耐 X2台 )

特に前列の観客により視野を妨げられないように設置すること

B

B

B

○

(4)テレビニュース関連
ENGカメラ設置スペース

メインスタンド中央部に10社分 (4耐 X10社 )を設置し、ENCカメラクルーが使用するに十分な
電源を設置すること

特に前列の観客により視野を妨げられないように設置すること

B

O

(5)伝 送用機材等
設置スペース

スタジアムからテレビ局および中継基地へ試合中継映像を伝送するためのアンテナを設置す
るスペース

衛星へ伝送するためのアンテナ搭載車両設置スペース

○

○

(6)ケーブル敷設
スペース

中継車とテレビカメラおよび実況放送室間に設置すること

観客や車両にケーブルが踏まれないこと

端子盤を備えること

○

○

C

6看板関連

看板設置により、観客席の視界を妨げないこと

看板設置面が平坦であり、看板類が設置できないほど傾斜を急にしないこと

看板の後方にポールパーソンやカメラマンが行き来できるスペースを確保すること

ピッチ周辺に看板を乗せた台車が通れる動線を確保すること

○

○

★☆☆

回転式もしくは電光看板操作を行う場所として、雨風がしのげ、ビッチが見渡せる位置に十分
な作業スペース (約 3ぶ )と電源を確保すること

電光看板用の専用電源 (特殊)があること

○

C

Ⅳ

　

ア
ク

セ

ス

関

係

駐

車

場

(1)一 般用 公共交通機関が充実していない場所では、入場可能数に見合う台数の駐車場を確保すること ○

(2)車椅子用
車椅子用のゲートにアクセスしやすい場所に設置すること

車椅子用駐車場は、車椅子席と同数設置すること

Ｏ
　
Ｂ

(3)団 体バス用 ツアーバスが駐車できるスペースを確保すること ○

(4)チーム用
1チームあたり、大型パス1台、ワゴン車2台分のスペースをチーム入口付近に確保すること

(ACLは大型パス1台、4tトラック1台、乗用車1台 )
○

(5)緊 急車両用
警察、消防、救急車等の緊急車両用の駐車場を確保すること

救急車がピッチ内まで入れる動線を確保すること

○

○

(6)Ⅵ P用
VIP受付にアクセスしやすい場所に設置すること

ⅥP席の数に見合う駐車場を確保すること

Ｏ

Ｂ

(7)メディア用 撮影機材などの荷物が多いメディア用の駐車場を確保すること ○

(8)テレビ中継用

以下の車が駐車できるスペースを確保すること(中継車、衛星車、電源車、機材車、支援車 )

放送ブースに近接し、ケーブルの敷設に問題ない場所を確保すること

電源、端子盤、館内共聴を設置すること

○

○

★☆★

(9)大 型トラック用 広告看板などの大型搬入物を設営・撤去する大型トラック用の駐車場を確保すること ○

(10)売店用

スタッフのために十分な駐車スペースを確保すること

売店用、ケータリング搬入車両は、スタジアム内部の搬入口に近い場所に設置すること

夏季は、飲食物用の保冷車の駐車場も考慮すること

○

○

○

(11)シ ヤトルバス用 シヤトルバスを運行する場合は、シャトルバスのパスプールを設置すること ★★★

(12)そ の他関係者用 その他関係者に必要な駐車場を確保すること ○

2駐輸場 観客のための駐輸場を、アクセス環境に鑑みて設置すること ○

3シャトルバス乗降所 シャトルバスを運行する場合は、パスの行先別に待機列スペースがある興降所を設置すること ○

4タクシー乗降所 メディア、VIP、 関係者が利用できるタクシー乗降所を設置すること ○
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必須とされる設備 内容 検査基準 備考

1入場券売場

入場ゲート付近に複数の窓口を設置すること

施錠でき、セキュリティが確保されていること

入場券購入者のための庇 (ひさし)があり、雨に濡れないこと

販売するチケットの席種、料金を掲示できること

○

○

○

C

2入場待機スペース

ホーム用、ビジター用に分けて待機列が設けられる十分な広さを確保すること

外周全体は夜間でも安全が確保できる照明を設置すること

待機列が、関係者入口、搬入口と交差しないで設けられるようにすること

☆★☆

B

☆☆☆

3入場ゲート

観戦エリアに応じた入場ゲートを設置すること(ビジターサポーターの分離)

屋根、電源、照明を設置すること

手荷物検査、ビン、缶を移し響える設備があること

ワンタッチパスが設置できるスペースがあること

車椅子用の入場ゲートがあり、スロープ等で車椅子席にアクセスできること

スタジアム基本原則を定め、それらを観客が読めるように掲示すること。最低でも以下の情報

①入場する権利、②試合の中止または延期、③禁止事項(自粛事項)、 ④座席のルール、
⑤スタジアムから追放される事由、⑥緊急避難経路

を含まなければならない

一
　

一
　

一　
　
　
一

一
　

一
　

一　
　
★

一

。
一。
．。
。
最
．
〇

4総合案内所
※注

観客用ゲートなど、分かりやすい場所に設置すること

運営本部室と連携が取れ、迷子、落し物対応ができること

○

○

5救護室 ※注 どの席からもアクセス可能な場所に複数設置し(仮設でも可 )、 応急セットを備えること ○

6 AED 医務室に1台および救護室もしくは観客エリアに2台 以上備えること ○

7授乳室 ※注 どの席からも誘導でき、アクセス可能な場所に設置すること 〇

8喫煙スポット
観客動線から隔離でき、どの席からもアクセス可能な場所に設置 (場外で可 )

分煙となつており、排煙設備を備えていること

○

☆★☆

(1)トイレ

どの席からもアクセス可能な場所に設置すること

1∞ 0人の観客に対し、少なくとも洋式トイレ5台 、男性の観客10∞人に対し、男性用小便器8

台を備えること ※

洗面台が設置されていること

ハンドドライヤー、おむつ換えベッドを設置すること

○

★★☆

☆★☆

★☆☆

(2)多 目的トイレ 車椅子席からアクセス可能な場所に、席数に応じた数を設置すること ○

(3)場 外のトイレ 開門前に使用できるトイレが観客用ゲート付近にあること ☆★★

10コンコース

十分な広さがあり、適度な明るさが保たれていること

屋根で覆われていること

トイレ、飲食売店、グッズ売店、救護室、授乳室が設置されていること

緊急避難用の動線を確保すること

必要に応じて公衆電話を設置すること

☆☆☆

☆★☆

★☆☆

○

C

11通路、階段

観客エリア内のすべての一般用通路、階段、扉およびゲートは、明るい色で塗装すること。観
客席からフィールドヘ移動するためのゲートも含まれる

スタジアム内のすべての出日、ゲートおよび観客席からフィールドヘ移動するためのゲートは
観客席からみて外側に開くよう設置し、施錠装置が取り付けられていること

１２
飲
食

設

備

飲食売店

どの席からもアクセス可能な場所に屋根付きで適正な数が設置されること

温かい飲食物が提供できること

売店外装に企業名・ロゴ、メニュー、料金表示できること

電源、照明が確保されること (スタジアム外周、コンコースを含む)

観客席以外でも飲食が可能なテーブルやカウンターを設けること

待機動線がトイレと近くならないよう設置場所に配慮すること

○

○

○

○

○

○

Ｖ

・
観

客

用

設

備

13.グッズ売店
どの席からもアクセス可能な場所に屋根付きで適正な数が設置されること

電源、照明を設置すること

O

○

※入場可能数 :ホームゲーム開催時に使用可能な数を指し、下記 (1).(2)、 (3)

(1)入場券が発券できる座席の数

イ 見切り席、常設の記者席、実現放送室等の座席は含まない。

日 常設の飛び降り防止エリアの席数は含まない。ただし当該エリアが調整可能な場合は数に含む。

ハ ホームクラブとビジタークラブの観客間の緩衝地帯の座席数は含むが、常設の緩衝地帯の場合は含まない。

二 立ち見エリアは施設管理者と協議の上入場可能な数とするが、新設及び大規模改修を行うスタジアムについては、

観客席数の立ち見席は1段床あたり1人とし、1席の幅は45cm以 上、段床の奥行は80cm以 上とする。

(2)前号以外の座席の数

イ 常設のVIP席 。

口 個室ラウンジ付きの観戦エリアは、テラスにある座席の数とする。個室ラウンジ内の座席数は含まない。

(3)車椅子席の数

イ 車椅子観職エリアは座席がないが、車椅子1台分につき1席と数える。

口 車椅子のヘルパー席は、常設の椅子が設置され、かつ実際に使用されている場合のみ数に含める。

※注 :「各諸室・スペースにおける共通項目」適用箇所

(参考)12011年 7月改訂のFIFAサッカースタジアム技術的推奨および要件(第 5版 )によるトイレの基準は次のとおり

男性の観客1000人に対し、男性用小便器15台 、洋式トイレ3台、洗面台6台。女性の観客1000人に対し、洋式トイレ28台、洗面台14台。
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検査基準
0=必ず具備しなければならない条件
A=2016年 6月 までに必ず具備しなければならない条件
B=2017年 6月 までに必ず具備しなければならない条件
☆★☆=具備が必要とされるものの、期限については今後検討を続けていく条件
*検査基準Bについては、検査晏項を満たすスタジアムの建設が見込まれている場合を除く

設備 内容 検査基準 備考

○1入場可能数※
原則として5,000人 以上(メインスタンドに椅子席があること。なお、芝生席は、安全性等についてJ
リーグが検査し、特段の支障がないと認められる場合には、観客席とみなすことができる)

(1)観 客席
メインスタンドに椅子席の座席があること(ベンチシートは1席 あたりの幅を45cm以上とする)

どの座席からも、ピッチ全体が見渡せること

○

○

(2)車 椅子席
介助者の椅子を備えること

観戦の際の安全が確保されていること

○

○

(3)Ⅵ P席 メインスタンド中央部でスタジアム全体が見渡せる位置に屋根付きで個席を設置すること ○

(4)マッチコミッショナー席
メインスタンド中央部でスタジアム全体が見渡せる位置に屋根付きで設置すること

机付きで4名 着席でき、ピッチの笛が聞こえること(マッチコミッヵナー.補助員.整剌7セッサー副審アセッサー)

Ｏ

Ｏ

座

席

(5)記 者席
メインスタンド中央部でスタジアム全体が見渡せる位置に屋根付きで設置すること

ノートパソコン、ノートが置ける十分な広さの机と電源を設置すること

○

○

★☆★できるだけ多くの観客席を覆うこと
3屋根

屋根または照明に雷保護設備を備えていること

☆★★

ス

タ

ジ

ア

ム

規

模

4照明 ピッチ内のいずれの個所においても照度15∞ルクス以上の明るさを保持し、均―であることが望ましい

○(1)寸 法 105mX63m

○

Ｏ

Ｂ

ピ

ツ

チ

(2)天 然芝

平坦であること

原則として常緑であること

水はけが良いこと

2ゴール
白色丸形 (外径の直径が 1 2cm)で、原則として埋め込み式

ボールを反発する補強材を使用しないこと

○

○

3ゴールネット
自色以外はJリーグに申請すること

ゴールネットはゴールの後方にポールを立て安全な方法で取り付けること

Ｏ

Ｏ

チームベンチ

13名 以上着席できること

14名 以上着席できること

ベンチの屋根は観客の視野を妨げるものであつてはならない

Ｏ

Ｂ

Ｏ

○

★★★

○

４

人

ン

チ 第4の審判員ベンチ

机付きで、出入りができるスペースを確保すること

3名 が着席できること

ベンチの屋根は観客の視野を妨げるものであつてはならない

5場内放送システム
全てのエリア(観客席、諸室、コンコース、ビッチレベル)で明瞭に聞こえる場内放送システムを備えること

チーム更衣室などに一般用の放送が入らないよう切り替えができること

Ｂ

Ｏ

○6スコアポード(大型映像装置 ) 得点を表示出来るものを設置すること(大型映像装置であることが望ましい)

7時計(45分計 ) 0～ 45分間表示できる独立した時計を設置すること (スコアボードでの兼用可 ) ○

○8メンバー掲示板 出場メンバーを表示できるもの (スコアポードでの兼用可 )

Ⅱ

・競

技

用

設

備

9掲揚ポールまたはパトン 3本以上設置し、VIP席から視認できること ○

○

○
(1)チーム更衣室

2室の更衣設備を備えること

温水シャワー、洋式トイレ、ホワイトボードが利用できること

(2)審 判更衣室
4人の更衣設備を備え、7人以上収容可能な部屋

温水シャワー、洋式トイレ、ホワイトポードが利用できること

○

○

両チームが同時にかつ別個に使用できること

○

○

(4)マッチ・コーディネーショ
ン・ミーァィング室

13人以上収容可能な部屋

チーム更衣室、審判更衣室の近くにあること競

技

関

連

(5)ドーピングコントロール
室

選手のプライバシーが守られる場所に設置すること(観客、メディアが近づくことが出来ない場所 )

及び可能な限リビッチから移動しやすい場所であること

待合室、検査室(1～ 2室 )、 トイレ(2名 入っても十分な広さ)、 温水シャワー(:室 )が設備されていること

検査室は待合室から直接出入りできること。検査手続き中、他の検査対象選手の目に触れる

ことのないような構造であること

トイレは検査室から直接出入りできる、もしくは他の検査対象選手の目に触れることなく出入り

できること

○

新たに設置・改修
する際には、設計
時にJADAへ相談
すること。

○(1)運 営本部室 運営本部を備えていること

ピッチ全体を見渡すことができ、雨に濡れない座席であること(個室であることが望ましい) ○(2)記 録員席

(3)場 内放送室 ピッチ、観客席全体および大型映像装置が見える場所に個室で設置すること ○

B(4)警察・消防司令室兼控室 観客席全体が見波せる場所に設置すること

運

営

関

係
(5)医務室

ベッド、冷蔵庫、AED、 担架 (2台 )および頭部、頚部の固定可能な担架 (1台 )

洗面台を設置すること

○

★★★

Ⅲ

　

晶

¨
室

・

ス

ペ

ー

ス
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設備 内容 検査基準 備考

Ⅲ

二
輌

室

・

ス

ペ

ー

ス

４

・
メ

デ

イ

ア
関

連

(1)記者室
ノートパソコン、ノートが置ける十分な広さの机を設置すること

テレビ、録画再生装置、公式書類用ラック、冷蔵庫を設置すること

Ｏ

Ｂ

(2)カメラマン(フォトグラ
フアー、1マクルー)室

ビッチヘの容易なアクセス勁線が確保できること(記者室との兼用可 ) ○

(3)記者会見室 パックパネル、音響設備、マイク(司 会用、選手監督用、通訳用、質疑応答用)を設置できること ○

(4)ミックスゾーン

チーム更衣室とチーム用駐車場との間で、記者室、カメラマン室、記者会見室よリアクセスしやすい

場所に設置すること

パックパネル、柵が設置できること

○

○

(5)フラッシュインタ
ビユー・ポジション

ピッチとチーム更衣室との間に、3mx3mのスペースを設けること

パックパネルが設置できること

Ｏ

Ｏ

中
継

関
連

(1)実況放送席
(テレビ、ラジオ)

ピッチ全体が見渡せる雨に濡れない場所に設置すること。テレビモニターや書類を置く机および機
材を設置できる広さと、十分な電源を備えること

○

(2)テ レビ中継カメラ

設置スペース

メインスタンド中央部に配置し、lV中継カメラクルーが使用するに十分な電源を設置すること

特に前列の観客により視野を妨げられないように設置すること

〇

〇

(3)テ レビニュース関連
ENGカメラ設置スペース

メインスタンド中央部に配置し、ENGカメラクルーが使用するに十分な電源を設置すること

特に前列の観客により視野を妨げられないように設置すること

〇

〇

(4)ケーブル敷設
スペース

中継車とテレビカメラおよび実況放送スペース間に設置すること

観客や車両にケーブルが踏まれないこと

○

○

6看板関連
看板設置により、観客席の視界を妨げないこと

看板設置面が平坦であり、看板類が設置できないほど傾斜を急にしないこと

０

０

Ⅳ

・
ア

ク

セ

ス
関

係

駐

車

場

(1)一 般用 公共交通機関が充実していない場所では、入場可能数に見合う台数の駐車場を確保すること ○

(2)車椅子用 車椅子用のゲートにアクセスしやすい場所に設置すること ○

(3)団 体バス用 ツアーバスが駐車できるスペースを確保すること ○

(4)チ ーム用 1チームあたり、大型パス1台、ワゴン車2台分のスペースをチーム入口付近に確保すること ○

(5)緊 急車両用
警察、消防、救急車等の緊急車両用の駐車場を確保すること

救急車がピッチ内まで入れる動線を確保すること

Ｏ

Ｏ

(6)VIP用 ⅥP受付にアクセスしやすい場所に設置すること ○

(7)メディア用 撮影機材などの荷物が多いメディア用の駐車場を確保すること ○

(8)テレビ中継用
以下の車が駐車できるスペースを確保すること(中継車、衛星車、電源車、機材車、支援車 )

放送ブースに近接し、ケープルの敷設に問題ない場所を確保すること

Ｏ

Ｏ

(9)大 型トラック用 広告看板などの大型搬入物を設営・撤去する大型トラック用の駐車場を確保すること ○

(10)売 店用
スタッフのために十分な駐車スペースを確保すること

売店用、ケータリング搬入車両は、スタジアム内部の搬入口に近い場所に設置すること

○

○

(11)そ の他関係者用 その他関係者に必要な駐車場を確保すること ○

2駐輸場 観客のための駐輸場を、アクセス環境に鑑みて設置すること ○

3シャトルバス乗降所 シヤトルバスを運行する場合は、バスの行先別に待機列スペースがある乗降所を設置すること ○

4タクシー乗降所 メディア、ⅥP、 関係者が利用できるタクシー乗降所を設置すること ○

Ｖ

・観

客

用
設

備

1入場券売場
入場ゲート付近に設置すること

販売するチケットの席種、料金を掲示できること

○

○

2入場待機スペース 外周全体は夜間でも安全が確保できる照明を設置すること

3入場ゲート

観戦エリアに応じた入場ゲートを設置すること(ビ ジターサポーターの分離)

屋根、電源、照明を設置すること

手荷物検査、ビン、缶を移し替える設備があること

ワンタッチパスが設置できるスペースがあること

スタジアム基本原則を定め、それらを観客が読めるように掲示すること。最低でも以下の情報を含
まなければならない
①入場する権利、②試合の中止または延期、③禁止事項(自粛事項)、 ④座席のルール、
⑤スタジアムから追放される事由、⑥緊急避難経路

○

B

○

○

○

4総合案内所
観客用ゲートなど、分かりやすい場所に設置すること

運営本部室と連携が取れ、迷子、落し物対応ができること

０

０

5救護室 どの席からもアクセス可能な場所に設置し(仮設でも可 )、 応急セットを備えること ○

6AED 医務室に1台および救霞室もしくは観客エリアに1台以上備えること ○

フ授乳室 どの席からも誘導でき、アクセス可能な場所に設置すること ○

8喫煙スポット 観客動線から隔離でき、どの席からもアクセス可能な場所に設置 (場 外で可 ) ○

(1)トイレ どの席からもアクセス可能な場所に設置すること ○

(2)多 目的トイレ 車椅子席からアクセス可能な場所に、席数に応じた数を設置すること ○

10コンコース 緊急避難用の動線を確保すること ○

”
ｍ
”
飲食売店

どの席からもアクセス可能な場所に屋根付きで適正な数が設置されること

売店外装に企業名・ロゴ、メニュー、料金表示できること

○

○

12グッズ売店 どの席からもアクセス可能な場所に屋根付きで適正な数が設置されること ○
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※入場可能数 :ホームゲーム開催時に使用可能な数を指し、下記 (1)、 (2)、 (3)の 合計数とする。

(1)入場券が発券できる座席の数

イ 見切り席、常設の記者席、実況放送室等の座席は含まない。

日 常設の飛び降り防止エリアの席数は含まない。ただし当該エリアが調整可能な場合は数に含む。

ハ ホームクラブとビジタークラブの観客間の緩衝地帯の座席数は含むが、常設の緩衝地帯の場合は含まない。

二 立ち見エリアは施設管理者と協議の上入場可能な数とするが、新設及び大規模改修を行うスタジアムについては、

観客席数の立ち見席は1段床あたり1人とし、1席の幅は45cm以 上、段床の奥行は80cm以 上とする。

(2)前号以外の座席の数

イ 常設のVIP席。

口 個室ラウンジ付きの観戦エリアは、テラスにある座席の数とする。個室ラウンジ内の座席数は含まない。

(3)車椅子席の数

イ 車椅子観戦エリアは座席がないが、車椅子 1台分につき1席と数える。

口 車椅子のヘルパー席は、常設の椅子が設置され、かつ実際に使用されている場合のみ数に含める。
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主管権譲渡規程

第 1条 〔趣 旨〕
本規程は、「 Jリ ーグ規約」第 45条 に基づき、ホームゲームの主管権の譲渡について定

める。

第 2条 〔主管権の譲渡〕

(1)Jク ラブは、 Jリ ーグの事前の承認を得て、ホームゲームの主管権を、協会に所属する

都道府県サッカー協会に対 し譲渡することができる。

(2)主管権譲渡の対象となった試合 (以下「譲渡試合」という)の運営に関する一切の費用

(協会納付金等を含む)は、主管権の譲渡を受けた都道府県サッカー協会が負担する。

(3)Jク ラブは、主管権を譲渡 した場合においても、「 Jリ ーグ規約」に定める Jク ラブの義

務を免れるものではない。

第 3条 〔後援・協力〕

主管権の譲渡を受ける都道府県サッカー協会は、Jリ ーグの事前の承認を得た場合にか

ぎり、譲渡試合に対する地方公共団体、新聞社または放送会社の後援または協力を得るこ

とができる。

第 4条 〔譲渡の手続き〕

主管権の譲渡は、次に定める手続きによるものとする。

① 主管権を譲渡しようとするJク ラブは、譲渡試合の属する大会の開幕日の 3か 月前まで

に、主管権を譲渡する都道府県サッカー協会との連名にて、Jリ ーグに対し所定の申請

書 (様式 1または様式 2)に より申請する

② Jリ ーグは、申請を受理した後 14日 以内に、承認の可否を、申請元の Jク ラブに通知

する

第 5条 〔譲渡金および純益の配分〕

本規程に基づくJl、 J2の 主管権の譲渡の対価は、金 2,000万円 (消費税を含まない )
以上とし、 J3の主管権の譲渡の対価は、金 500万 円 (消費税を含まない)以上とする。

第 6条 〔公衆送信権〕

譲渡試合の公衆送信権 (テ レビ・ラジオ放送権、インターネッ ト権その他一切の公衆送

信を行う権利を含む、以下「公衆送信権」という)は 、すべて Jリ ーグに帰属する。

第 7条 〔試合の運営〕

譲渡試合の運営については、「Jリ ーグ規約」および「試合実施要項」の定めるところに

よる。
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第 8条 〔改 正〕
本規定の改正は、理事会の承認により、これを行う。

第 9条 〔施 行〕
本規程は、平成 24年 4月 1日 から施行する。

〔改 正〕
平成 26年 1月 21日
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公益社団法人

チェアマン

日本プロサッカーリーグ

村井 満  殿

(住所 )

甲 〔譲渡する Jク ラブ〕 (名 称 )

(代表者 )

平成  年  月  日

(印 )

乙 〔譲受ける都道府県

サッカー協会〕

(住所 )

(名 称 )

(代表者 )

(印 )

主管権譲渡承認申請書 〔様式 1〕

甲から乙に対し、下記の条件により公式試合の主管権を譲渡いたしたく、「Jリ ーグ

規約」第 45条および「主管権譲渡規程」第 4条に基づき申請いたします。

記

譲渡試合 ①日 時 平成  年  月  日 午前 日午後  時  分

②場 所
③対戦相手

2 大会運営 Jリ ーグの試合実施要項に準拠する

3 経  費 ①必要経費 乙が、Jリ ーグ規約第75条の必要経費を負担する。

②遠征費用
乙は、「旅費規程」に定める基準に従い、出場チー

ム双方に対し試合当日までに支払う。

③その他

(1)マ ッチコミッショナーならびに主審および副

審 2名 の旅費等は Jリ ーグが負担する。

(2)第 4の審判員の旅費等は乙が負担する。

(3)試合使用球 7個 は甲が準備する。

4 入場料およ

び入場券等
①入場料 入場料収入はすべて乙が管理する。

②入場券
入場券は乙の費用負担により作成 し、その発行枚数

は所定の用紙により甲からJリ ーグに報告する。

③招待券
乙は、Jリ ーグ所定の枚数の招待券を、無償にてJ

リーグに提供する。
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④協会納付

金
乙は、協会納付金を、甲を経由して協会に納付する。

⑤事前承認
乙は、入場料の体系および入場券のデザインについ

て事前に甲を経由して Jリ ーグの承認を得る。

5 公衆送信権 公衆送信権は Jリ ーグに帰属する。

6 ポスター等 ポスターおよびプログラムは、乙の費用負担により作成する。

7 広告掲載等
乙は、スタジアムに提出する広告看板および入場券の裏面への広

告掲出等については、事前に甲を経由して Jリ ーグの承認を得る。

8 譲渡の対価 ①金 額 主管権譲渡の対価は金           円

(た だし、消費税を含まない)と する。

②支払時期
乙は、前項の対価を、譲渡試合の実施日の翌日から

起算 して20日 以内に、甲に対し支払う。

③支払方法 Jリ ーグの指定する方法による。

9 後援または

協力

(団体名 )

①後 援
②協 力

10 収支報告
乙は、譲渡試合の実施日の翌日から起算して20日 以内に、甲を経由

して Jリ ーグに対し、所定の用紙により譲渡試合の収支報告を行う。

11 協 議
本申請書に定めのない事項については、協会の寄附行為、 Jリ ー

グ規約およびこれらに付随する諸規程の定めるところに従い、甲、

乙および Jリ ーグが誠意をもって協議の上決定する。

以 上

〔注〕:本 申請書は、甲乙捺印済みのもの 3通 を提出して下さい。

承 認 書
上記の申請書に基づく主管権の譲渡を承認 します。

平成  年  月  日

公益社団法人

チェアマン

承認番号 平成   年・第 7テ

日本プロサッカー リーグ

村井  満  (印 )
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支度金支給基準

(単位 :万 円 )

支払対象

費  目
独身者

妻帯者

(配偶者のみ )

妻帯者

(同 居扶養家族有 )

住  居  費
l DK 2 LDK 3 LDK

80 100 150

子 供 用 品 等 0 0 50

家
具
等

電 化 製 品 1

その他の家具等 1

自  動  車 1

合    計 380 400 500

支度金支給基準
1.支 給時期
(1)初めてプロ選手として「日本サッカー協会選手契約書」を締結するとき

(2)プ ロ選手として移籍するとき

ただし、支度金に該当する費用が伴う場合

2.支 払対象を次の通 り区分する。
(1)独身者

(2)妻帯者 (配偶者のみ )

(3)妻帯者でかつ同居の扶養家族がいる場合

3.支 度金該当費目
(1)住居費

(2)子供用品等

(3)家具等

(4)自 動車

その他

交通費、宿泊費および引越 し費用は、実費を支給することができる。

改正

本規程の改正は、理事会の承認により、これを行う。

4
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J3リーグヘの特別参加枠チームに関する特則

第 ¬条 〔目 的〕
本特則は、Jリ ーグ理事会によりJ3リ ーグヘの参加を承認された「特別参加枠チーム」
について、当該チームの Jリ ーグ規約および関連する諸規程における権利義務等について

定める。

第 2条 〔諸規程との関係〕

本特則において定められた事項が、 Jリ ーグ規約および関連する諸規程の内容に抵触す

る場合、本特則の内容が優先する。

第 3条 〔特別参加枠チーム〕

(1)Jリ ーグは、日本サッカーの将来を担う若手選手により多くの実践経験を積む機会を提

供し、それによつて当該選手を育成強化し、日本サッカーの発展に資することを目的と

して、J3リ ーグに特例的措置を講じる。
(2)前項に基づき、 Jリ ーグは、公益財団法人日本サッカー協会 (以下「JFA」 という)
が管理する「Jリ ーグ・アンダー 22選抜」 (以下「特別参加枠チーム」という )が J3
リーグに参加することを認める。

第 4条 〔特別参加枠チームの編成と責任〕

(1)特別参加枠チームはJFAの 単独の責任と費用負担において管理するものとする。
(2)特別参加枠チームの実行委員は JFAの 技術委員長が務める。
(3)特別参加枠チームのチームスタッフ(Jリ ーグ規約第 47条第 1項第 3号に定める意味を

有する)は、 JFAが その責任において選任する。
(4)Jリ ーグは、当該チームが公式試合に出場する際に、JFAの 指揮命令および責任の下、
試合運営を補助する役割として、運営担当者、セキュリティ担当者および広報担当者を

Jリ ーグの費用負担にて試合会場に派遣する。

第 5条 〔特別参加枠チームの地位〕

(1)特別参加枠チームは、Jリ ーグの会員ではなく、Jリ ーグ規約および関連する諸規程に

おけるJク ラブとしての地位を有しない。

(2)前項の定めにより、特別参加枠チームは、Jリ ーグ規約第 19条に定める入会金および会

費の支払いを要しないが、JFAは 、当該チームの J3リ ーグ戦への参加料 (対象年の
1月 1日 ～12月 31日 )と して、1,000万円 (税抜)を Jリ ーグに支払うものとする。

(3)Jリ ーグは、JFAと 協議のうえ、特別参加枠チームの J3リ ーグヘの出場の可否につ
いて、出場シーズンの属する年の前年の 10月 31日 までに決定する。
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第 6条 〔公式試合への出場〕

(1)前条第 3項に基づきJリ ーグが特別参加枠チームの出場を決定したときは、JFAは 、
当該決定に係るシーズンの J3リ ーグ戦全節に特別参加枠チームを参加させなければな

らない。なお、当該リーグ戦において特別参加枠チームが出場する試合は、いずれも公

式試合として取り扱う。

(2)特別参加枠チームの出場するJ3リ ーグの公式試合は、すべて特別参加枠チームのアウ

ェイゲームで行うものとする。

第フ条 〔特別参加枠チームに関するJリ ーグ規約等の適用〕

(1)特別参加枠チームについて、JFAは 、Jリ ーグ規約および関連する諸規程の適用を受
けない。ただし、Jリ ーグ規約における以下の条項及び「明治安田生命J3リ ーグ戦試

合実施要項 (第 1節を除く)」 について、特別参加枠チームを管理するJFAは Jク ラブ
と同等のものとして取り扱い、当該条項に定める遵守義務の適用を受けるものとする。

① 第 43条 〔不正行為への関与の禁止〕

② 第 47条 〔届出義務〕

③ 第 49条 〔ュニフォーム〕。ただし、ュニフォーム要項第 7条第 1項 を除く

④ 第 51条 〔Jク ラブの責任〕

⑤ 第 52条 〔選手の健康管理およびドクター〕

⑥ 第 53条 〔負傷した選手の活動再開の制限〕

⑦ 第 56条 〔試合日程の遵守〕

③ 第 58条 〔特別の事情による変更〕

⑨ 第 62条 〔試合の中止の決定〕

⑩ 第 78条 〔帰責事由あるクラブの費用の補償〕

(2)特別参加枠チームの実行委員、運営担当、広報担当、セキュリティ担当、チームスタッ

フその他のチーム関係者は、Jク ラブにおけるそれらと同等のものとして取り扱い、J

リーグ規約に定める遵守義務(Jリ ーグ関係者の遵守義務について定める第3条を含む。)

の適用を受けるものとする。

(3)JFAま たはチーム関係者が前 2項に定める遵守義務に違反した場合には、Jリ ーグ規
約に違反したものとして、Jリ ーグ規約第 11章に従つて、同章に定める制裁が科され得

る。また、第6条第 1項第 1文について違反があつた場合には、Jリ ーグ規約第 41条違

反があつたものとみなして、JFAに対してJリ ーグ規約第 11章 を適用する。
(4)第 1項にかかわらず、特別参加枠チームを管理するJFAは、Jリ ーグ規約第 157条および第
159条の適用を受ける。また、JFAは、本特則上の権利・義務に関する紛争に関して、チエ

アマンの決定を求めることができ、かかる場合、Jリーグ規約第 10章の規定が準用される。

第 8条 〔表彰の取り扱い〕

(1)特別参加枠チームが残した成績はJリ ーグ規約第 82条 に定める表彰の対象となるが、賞

金はJFA、 チーム、チームスタッフ、選手のいずれにも支払われない。

(2)特別参加枠チームで試合に出場した選手は、当該チームで残した成績がJリ ーグ規約第

32条に定める表彰の対象となるが、賞金はチーム、チームスタッフ、選手のいずれにも

支払われない。
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第 9条 〔J2・ J3ク ラブの入れ替えに関する取り扱い〕
特別参加枠チームが J3リ ーグ戦において 2位以内となった場合、 Jリ ーグ規約第 17
条に定めるJ2・ J3ク ラブの入れ替えについては、以下のとおり取 り扱う。
① 特別参加枠チームがJ3リ ーグ戦で優勝した場合は、Jリ ーグ規約第 17条各項各号に
ついて、「J3における 2位のクラブ」を「J3の優勝クラブ」として、「J3に おける
3位のクラブ」を「J3における 2位のクラブ」としてそれぞれ取り扱うものとする。
② 特別参加枠チームがJ3リ ーグ戦で2位 となつた場合は、Jリ ーグ規約第 17条各項各
号について、「J3における3位のクラブ」を「J3における2位のクラブ」として取
り扱うものとする。

第 10条 〔選手の選抜〕

(1)JFAは 、以下の手順により、特別参加枠チームの選手を選抜 し、試合に出場させる。
① JFAは 、JlおよびJ2ク ラブに所属する選手のなかから、特別参加枠チームの選手
として登録させる選手を選び、当該選手の所属元クラブより同意を得たのち、「明治安

田生命 J3リ ーグ戦試合実施要項」第8条第 1項の定めに沿つて、Jリ ーグに届け出る。
当該チームの選手として登録された場合であっても、所属元クラブ選手としての登録は

抹消されない。

② JFAは 、前号において登録された選手のなかから、試合ごとに、当該チームに参加さ
せる選手を決める。

③ JFAは 、前号に従い決定した選手を、試合開催日の 2日 前の正午までにJリ ーグに届
け出るものとする。ただし、所属元クラブおよびJリ ーグの承認が得られた場合は、試

合開催日の 2日 前の正午を超えて選手の決定を行うことができる。

④ 選手が特別参加枠チームの選手として活動する期間は、特別参加枠チームを管理する J

FAが試合ごとに指定する集合場所に当該選手が到着したときから、試合が終了したあ
とにチームが解散し、試合が開催されたスタジアムの敷地を離れたときまでの間とする。

なお、特別参加枠チームを管理するJFAは 、試合が終了したのち、参加させた選手を
速やかに所属元クラブに帰すものとする。

(2)所属選手を特別参加枠チームに参加させるJク ラブは、試合参加料として、1試合ごと
に、選手 1名 につき 35,000円 (税抜 )を JFAに 支払うものとする。
(3)第 1項第 コ号に定める特別参加枠チームの選手としての登録は、 Jク ラブと同様、JF
A基本規程第 92条 に定める登録ウインドーの期間内にのみ行われるものとする。

第 11条 〔出場時間の取 り扱い〕

特別参加枠チームの選手としての対象試合の出場時間は、「プロサッカー選手の契約、登

録及び移籍に関する規則」の「 1-3 プロA契約・プロB契約」に定める出場時間に算
入 しない。

第 12条 〔所属元クラブの責任〕

選手を特別参加枠チームに参加させることは、所属元クラブでの公式活動に位置づけら

れ、特別参加枠チームに選手を参加させることに対する判断は、所属元クラブの責任にお

いて行うものとし、当該選手が特別参加枠チームに参加 している間に起こった疾病および
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障害に対 しては、原則として所属元クラブと当該選手との関係において対処されるものと

する。ただし、特別参加枠チームのチームスタッフその他関係者またはJFAに 明らかな
過失があつた場合には、所属元クラブは責任を負わない。

第 13条 〔選手の義務〕

(1)第 10条第 1項第 4号に定める期間中、特別参加枠チームに参加 している選手は、所属元

Jク ラブおよび特別参加枠チームを管理するJFAの 双方に対 し、 Jリ ーグ規約第 5章

に定める選手としての義務を負う。

(2)第 10条第 1項第 4号に定める期間中の行為について選手が受ける懲戒罰は、JFA基 本

規程第 12章 「懲罰」にのつとつて処理されるものとする。

第 14条 〔肖像等〕

(1)Jリ ーグは、特別参加枠チームに登録された選手、当該チームの監督、コーチ等 (以下

「選手等」という)の 肖像、氏名、略歴等 (以下「肖像等」という)を包括的に用いる

場合に限り、これを無償で使用することができるものとする。ただし、特定の選手等の

肖像等のみを使用する場合には、その都度、事前に所属元クラブと協議し、その承認を

得るものとする。

(2)Jリ ーグは、前項の権利を第三者に許諾することができる。

第 15条 〔特別参加枠チームのスポンサーシップおよび付随事業の取り扱い〕

(1)Jリ ーグは、特別参加枠チームを対象とするスポンサーシップ販売権を専有する。

(2)前条および前項の定めのほか、特別参加枠チームに対する、Jリ ーグ規約第 9章に定め

る付随事業における権利は、Jリ ーグが保有するものとし、当該権利の取り扱いについ

ては、 Jリ ーグがJFAお よび必要に応じて選手の所属元クラブと協議のうえ、個別に
定めるものとする。

第 16条 〔改正〕

本特則の改正は、 Jリ ーグ理事会の承認により、これを行うものとし、 Jリ ーグは Jリ

ーグ理事会の承認後、当該改正の詳細をただちに JFAに 報告するものとする。

第 17条 〔施行〕

本特則は、平成 26年 1月 21日 から施行する。
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別紙 1

救急用機器口医薬品

カテゴリー 数量

器材類 勤体外式除細動器 (AED) 1式

アンビューセッ 1箱

2本
1本

お
【い 1本

♯ [言十 1本
ペンライト 1本
」 ス (4インチ X15インチ) 2本
アンフェンス 2本
(未消毒 ) 少 々

ハ ナミ{ 13.5cm)

ン 2本
毛 1 2本
爪切り 2本

ガーゼロ包帯類 2個

2本
作 2本
指キヤップ 2本

2枚
2本

+ 2本
ヘルスパッド 2本
事 5crn 7.5crn 80crn 各2本
ユ
＝″ 10袋

1箱

薬品類 当: 100錠
50錠

日
Ｅ
・ 100錠
ω
中中 ざ感 100P
倒 50錠
下 リ]止め 1箱 (小 )
枕 い 30錠

消毒薬・外用薬など
ヨ
憫 1瓶

「に 1本

i51:子 10袋

158

2本

アミフヽ一
′アイ

メ
」

剤

薬

薬



月1糸氏2

広告掲出申請書

●申請者

クラブ名 実行委員 担当者氏名

●大会名

□ ]1 □ J2 □ J3ロ リーグカップ

●対象試合

□その他(EI:III正三正三コ

●掲出媒体

□ 看板  □ 横断幕  ロ ユニフォーム

●件数 (1回の申謂は10件までになります)

□その他 (

●内容

○ 該当する ○ 該当しない フアイルを選択

フアイルを選択○ 該当する ○ 該当しない

○ 該当する ○ 該当しない ファイルを選択

○ 該当する ○ 該当しない フアイルを選択

○ 該当する ○ 該当しない ファイルを選択

○ 該当する ○ 該当しない フアイルを選択

○ 該当する ○ 該当しない フアイルを選択

○ 該当する ○ 該当しない フアイルを選択

フアイルを選択○ 該当する ○ 該当しない

○ 該当する ○ 該当しない フアイルを選択

自粛カテゴリー広告社名
(単位 :mm)
出サイズ

●備考
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男:l紙 3
Jリーグメンバー提出用紙

年  月  日

◎選手の届出欄に、1～ 18の番号を記入する。

番号のうち、1～ 11は先発メンバーを表す。

!は GK。 2～ 11はDF、 守備的MF、 MF、 FWの 順で、

各ポジションの右から順に記入する。

◎チームスタッフの届出欄に、1～ 6の番号を記入する。

ユニフォーム ストッキングシャツ ンヨーツ

ゴールキーパー

マッチコミツンヨナー

主審

副審 1

4th

副審2

選 手届出  ポジション 1番 号 外扱  累警 選 手届出   ポジション  番号 外扱  累警

一　

　

一Ｔ

　

一
　

　

一
　

―

―

チームスタッフ届 出 役職

到

一

|

1

一　

　

一

「
一

一　

　

一　

　

一

‐「　一　
一　
コ

一　

　

一

一　

　

一

一

一

一

　

・
―

‐
　

一

二

　

　

一

一
一
一

一‐
一

記入者署名 マッチコミッショナー署名



別 紙 4

リーグ使用欄

統括本部長 所 属 長 担 当

試合開催に関する変更申請書

(公社)日本プロサッカーリーグ
チェアマン 村井 満 殿

(該当項目を○で囲む) ①開催地(スタジアム) ②開催日

下記のとおり試合開催に関する変更をしたく、申請いたします。

③キックオフ時刻

〔変更希望〕

①スタジアム

②試合日 年  月  日 ( ) ③キックオフ時刻

変更理由

クラブ名

実行委員 印

大 会 名 ①Jl  ②J2 ③リーグカッフ° ④J3  ⑤その他(

対戦カード

試 合 日 年  月  日 (  )キ ックオフ時刻

スタジアム

年  月   日

[改訂 :2014年 2月 1日 ]

161



別紙 5

JI マッチコミ ヨ
ヽヽ

氏 名

大 会 名 2015 Jり‐―グ

明治安田生命 Jl・ J2・ J3リーグ戦 第   節

ヤマザキナビスコカップ (

その他の大会 (

VSチーム名

スタジアム名

試合結果

開 催 日

キックオフ

遅延理由

延長

PK

2015年 _月
ハーフタイム15分適用

前半

立登 し塵墨主

日    ( )

(指定時刻 ) (アテ
゛
ィショナルタイム表示 分 )

) (アテ
゛
ィショナルタイム表示 分 )

前半終了時刻

後半

前半

後半

(指定時刻

審判アセッサー

審 判 員

冨ll審アセッサー

主審

副審1

副審2

第4の審判員

入場者数

天 候

ピッチ状況

人

スタジアムの付帯設備状況や環境への配慮等において気付いた点

国内 ( )級 /国際二重量 亘1塞
国内( )級 / 国際主審 。副審

国内(_)級 / 国に 重 壺 墜
国内(_)級 / 国に 塗 壺 墜

(気温   度)(湿度   %)

/10
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2015年  月  日 VS

審判員について (各項目を○△×の3段階で評価し、標準を○とする)

1.主審のパフォーマンス

サッカーの醍醐味 (たくましさやスピーディー

さ)を引き出せていたか

審判チームとして良いチームワークを築いて
いたか

ホイッスル・シグナル・ジェスチャーは分かりやすかったか

選手とのコミュニケーションは適切か

協会・リーグからの通達を遵守していたか判定に安定感はあったか

2.副審のパフォーマンス

Al   A2

主審との協力は適切か

Al   A2

シグナルは分かりやすく、姿勢態度は毅然として
いたか

3.第 4の審判員のパフォーマンス

主審・副審との協力は適切か

ベンチコントロールは適切か

交代選手の手続きは適切か

負傷者への対応は適切か

アディショナルタイムの表示は適切か

4.全体的なコメントやクラブからの質問など
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2015年   月   日 VS

フ ェア プ レ ー に つ い て  (各項目を○△×の3段階で評価し、標準を○とする)

相手競技者に敬意を払っていたか (選手は無用な反則などを多く犯していなかったか、など)

選手は常に積極的にプレーし試合のスピードアップをはかり、最後まで全力を尽くしていたか

ム

ホーム

ホーム

ェイ

ム

選手はファウルされたふりや負傷したふり、遅延行為などしていなかったか

選手の装身具、ユニフォームの着用は適切であったか

審判員に敬意を払っていたか (選手は審判の判定に素直に従っていたか、など)

ホーム

チームスタッフの行動は適切であったか

(ベンチスタッフのマナーやテクニカルエリアの使用は適切だったか、など)

ホーム

観客の行動

(チームを励まして、試合を肯定的な雰囲気にしていたか、相手チームや競技者に敬意を払っていたか、など)

試合全般について (各項目を◎○△×の4段階で評価し、標準を○とする)

Jリーグの価値を高め、子供達の模範となるような試合内容で観客を魅了していたか

ホーム
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2015年  月   日 VS

運営について

1.運営全般

(各項目を○△×の3段階で評価し、標準を○とする)

実行委員、運営担当は適切に任務を果たしていたか

スケジュール設定、進行は適切か

試合中のフィールド上人員の管理は適切か

担架要員。ボールパーソンの行動は適切か

身障者への準備、対応は適切か

医事運営は適切か

メディア関係者への対応は適切か

試合会場内外の案内表示、誘導は分かりやすかったカ

2.セキュリティ全般

入場者は適切に予測されていたか

場内係員および警備員の配置、対応は適切か

警察、消防との連携は適切か

観客 (スタンド)の安全は守られていたか

両チームのサポーターの動向が的確に把握されていたか

危険物の持ち込みや使用はなかったか

選手、審判員、スタッフの安全は守られていたか

観客の入退場は安全かつ円滑に行われていたか

緊急時に連絡する手段が確保されていたか

特記事項
(マッチ・コーディネーション・ミーティングの内容、十Qualityプロジェクト重点項目の達成度、運営。セキュリティに関する事項

や、印象に残るフェアプレー、イベントや飲食売店、配布物等は充実していたか、ファンサービスは適切か、来場者は満足した

かなど)
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別紙 6

公益社団法人日本プロサッカー リーグ

チェアマン  村井 満 殿

規律委員長  石井 茂己 殿

公益社団法人日本プロサッカーリーグ 競技・運営部

年  月  日

Jリ ー グ
マ ッ チ コ ミ ッ シ ョナ ー 緊 急 報 告 書

大 会 名

チーム名

試合結果

第   節

VS

( )(

延長 ( )( )PK(

試合日時

スタジアム名

審判アセッサー

審 判 員

年   月   日 (  ) キックオフ

主審

副審アセッサー

副審 1

副審 2 第 4の審判員

緊急報告内容

(時間、チーム名、選手名などを確認し、言動および実行者等も明確にすること)

以上の通り報告いたします。
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別紙 7

(公社)日 本プロサッカーリーグ

チェアマン 村井 満 殿

以上のとおり報告します。

年  月  日

試 合 運 営 報 告 書

クラブ名

実行委員

運営担当

リーグ使用欄 No.

統括本部長 所 属 長 担 当
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印

　

印

大会名 節'回戦

日 時 年 月 日() スタジアム

対 戦 〔ホームクラブ〕 VS 〔ビジタークラブ〕

結 果 ( : )
カテゴリー サポーター ・ 競技 “ 荒天時 ・ スタジアム ・ その他

件 名

事 象

原 因

対 策



別紙 8

年  月  日

試合収支決算書
チ

立
替
金

(合 計)

― ノ、:立 ・

大 会 名 節・回戦

該当試合 VS年  月  日

券   種 単  価 枚  数 金 額

入

二則

　

士
冗

収

場 (計 )

当

　

日

券

入
(計 )

(合 計)
その他

(合 計)

〔A〕

①

②

①+②=③

④

③+④

ス タ ジ ア ム 使 用 沐斗

支 運 営 人 件 費

(TEL、 FAX、 コピー、弁当、プレス対応 )

出 その他

〔E3〕

川又  ヨ
=

〔A―  【3〕
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別紙 9

○○○○○○株式会社

代表取締役 ○○○○ 殿

Jリ ーグアマチュア選手 誓約書

私は、○○○○○○所属のアマチュア選手として以下の事項を厳守することを、ここに

誓約いたします。

記

第 1条 【誠実義務】

○○○○○○株式会社 (以下「クラブ」という)、 公益財団法人日本サッカー協会 (以下
「協会」という)および公益社団法人日本プロサッカーリーグ (以下「Jリ ーグ」という)
の諸規則を遵守することを誓約いたします。

第 2条 【履行義務】

次の各事項を履行 します。

(1)ク ラブの指定するすべての試合への出場
(2)ク ラブの指定するトレーニング、合宿および研修への参加
(3)ク ラブの指定するミーティング、試合の準備に必要な行事への参加
(4)ク ラブにより支給されたユニフォームー式および トレーニングウェアの使用
(5)ク ラブの指定する医学的検診、注射、予防処置および治療処置への参加
(6)ク ラブの指定する広報活動、ファンサービス活動および社会貢献活動への参加
(7)協会から各カテゴリーの日本代表選手に選出された場合の トレーニング、合宿
および試合への参加

(8)協会、Jリ ーグ等の指定するドーピングテス トの受検
(9)合宿、遠征等に際してのクラブの指定する交通機関、宿泊施設の利用
(10)就業に関する事前のクラブヘの報告

(11)その他クラブが必要と認めた事項

第 3条 【禁止事項】

次の各事項を行ないません。

(1)ク ラブ、協会およびリーグ等の内部事情の部外者への開示
(2)試合、 トレーニングに関する事項 (試合の戦略 。戦術 。選手の起用 。トレーニング
の内容の部外者への開示

(3)協会の ドーピング防止規程に抵触する行為
(4)サ ッカー活動の対価としての報酬 (利益)等の受理
(5)試合の結果に影響を与える不正行為への関与
(6)ク ラブ、協会、Jリ ーグにとって不利益となる行為

第 4条 【手 当】
下記の手当の内、クラブからアマチュア選手に支払われる手当を受取ることができる。

(1)交通費 (ト レーニング、試合、研修)
(2)宿泊費 (合宿、試合、研修)
(3)備品手当
(4)食事手当
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(5)保険料
(6)その他クラブが必要と認めた手当

上記各手当の金額は当該経費として適正、常識的な水準でなければならないこと、また

各手当には所得税、住民税、消費税その他一切の税金を含むものとすることを承諾しま

す。

第 5条 【肖像等の使用】

次の各事項を承諾します。

(1)本誓約書の義務履行に関する私の肖像、映像、氏名等 (以下「肖像等」という)
を報道 。放送において無償使用すること

(2)ク ラブから指名を受けた場合、クラブ、協会および Jリ ーグ等の広告宣伝 。

広報・プロモーション活動 (以下「広告宣伝等」という)に原則として無償で
協力すること

(3)ク ラブが私の肖像等を包括的に利用してマーチャンダイジング (商品化)を
行う権利を有し、また協会、Jリ ーグ等に対して、その権利を許諾することができ

ること

(4)次の各号について、事前にクラブヘの書面による承諾を得ること
① テレビ。ラジオ番組、イベントヘの出演

② 私の肖像等の使用およびその許諾 (イ ンターネットを含む)

③ 新聞・雑誌取材への応諾

④ 第二者の広告宣伝等への関与

第 6条 【有効期限】

(1)本誓約書の有効期限は、   年   月   日から    年   月  日
までとする。

(2)ク ラブは、選手に移籍を求められた場合は、移籍を承諾しなければならず、本誓
約書はこれをもって終了するc

以上

年   月   日

氏名

※選手が未成年者の場合、親権者または後見人の署名

住所

年   月 日

住所
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○○〇〇〇〇株式会社

代表取締役 ○○○○ 殿

Jリ ーグアマチュア選手 誓約書
(Jク ラブ アカデミー所属選手用)

私は、○○○○○○所属のアマチュア選手として以下の事項を厳守することを、ここに

誓約いたします。

記

第 1条 【誠実義務】

○○○○○○株式会社 (以下「クラブ」という)、 公益財団法人日本サッカー協会 (以下
「協会」という)および公益社団法人日本プロサッカーリーグ (以下「Jリ ーグ」という)
の諸規則を遵守することを誓約いたします。

第 2条 【履行義務】

次の各事項を履行します。

(1)ク ラブの指定するすべての試合への出場
(2)ク ラブの指定するトレーニング、合宿および研修への参加
(3)ク ラブの指定するミーティング、試合の準備に必要な行事への参加
(4)ク ラブにより支給されたユニフォームー式および トレーニングウェアの使用
(5)ク ラブの指定する医学的検診、注射、予防処置および治療処置への参加
(6)ク ラブの指定する広報活動、ファンサービス活動および社会貢献活動への参加
(7)協会から各カテゴリーの日本代表選手に選出された場合のトレーニング、合宿
および試合への参加

(8)協会、Jリ ーグ等の指定するドーピングテス トの受検
(9)合宿、遠征等に際してのクラブの指定する交通機関、宿泊施設の利用
(10)就業に関する事前のクラブヘの報告

(11)その他クラブが必要と認めた事項

第 3条 【禁止事項】
次の各事項を行ないません。

(1)ク ラブ、協会およびリーグ等の内部事情の部外者への開示
(2)試合、 トレーニングに関する事項 (試合の戦略 。戦術 。選手の起用・ トレーニング
の内容等)の部外者への開示
(3)協会の ドーピング防止規程に抵触する行為
(4)サ ッカー活動の対価としての報酬 (利益)等の受理
(5)試合の結果に影響を与える不正行為への関与
(6)ク ラブ、協会、Jリ ーグにとつて不利益となる行為

第4条 【手 当】
下記の手当の内、クラブからアマチュア選手に支払われる手当を受取ることができる。

(1)交通費 (ト レーニング、試合、合宿、研修、ミーティング等)
(2)宿泊費 (合宿、試合、研修等)
(3)備品手当
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(4)食事手当
(5)保険料
(6)その他クラブが必要と認めた手当

上記各手当の金額は当該経費として適正、常識的な水準でなければならないこと、また

各手当には所得税、住民税、消費税その他一切の税金を含むものとすることを承諾しま

す。

第 5条 【肖像等の使用】

次の各事項を承諾します。下記 (1)か ら (3)号に関して、私は何らの対価も受領す
る権利を有しないことを併せて確認します。

(1)本誓約書の義務履行に関する私の肖像、映像、氏名等 (以下「肖像等」という)
を報道 。放送において使用すること

(2)ク ラブから指名を受けた場合、クラブ、協会および Jリ ーグ等の広告宣伝・

広報・プロモーション活動 (以下「広告宣伝等」という)に
協力すること

(3)ク ラブが私の肖像等を包括的に利用してマーチャンダイジング (商品化)を
行う権利を有し、また協会、Jリ ーグ等に対して、その権利を許諾することができ

ること

(4)次の各号について、事前にクラブヘの書面による承諾を得ること
① テレビ。ラジオ番組、イベントヘの出演

② 私の肖像等の使用およびその許諾 (イ ンターネットを含む)

③ 新聞・雑誌取材への応諾

④ 第二者の広告宣伝等への関与

第 6条 【有効期限】

(1)本誓約書の有効期限は、_年 _月 _日 から_年 _月 _日
までとする。

以上

年   月   日

住所

氏名

※選手が未成年者の場合、親権者または後見人の署名

年   月 日

住所
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別紙10

工LE′ Lく,VE

公益社団法人 日本プロサッカーリーグ

チェアマン 村井 満 殿

以上のとおり申請します。

年  月  日

ユニフォーム使用計画とは異なるユニフォームの着用申請

□着用を希望するユニフォームのデザインを添付してください。

クラブ名

実行委員 印

リーグ使用欄
フットボール
統括本部長

事業|・マーケテインク
・

統橋本部長
所属長 担 当

申請理由、目的

着用を希望する試合

ユニフォームカラー
FP

GK

その他

チェアマン 専務理事 常務理事 常務理事
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リーグ使用欄
フットボール
統括本部長

所属長 担当

公益社団法人 日本プロサッカーリーグ

チェアマン 村井  満 殿

登録未完了選手のプレシーズンマッチ出場申請書

★以J望むヒiCi握Lこ■望延塁■_

□ Jリーグ選手登録システムに申請済であること。

□ 選手とクラブ間で契約が締結済であること。

□ 外国籍選手の場合は適切な在留資格を取得していること。

ロ メディカルチェック報告書がJリーグに提出されていること

□ 当該出場試合で退場処分等懲戒罰を受けた場合、既にJFA登録された選手と

同じ懲戒罰を受けることを承諾すること。

※ 以ユ望涅雲密鶴翻饉U巳出主五二と

□選手契約書 (写 )

□ 外国籍選手の場合、外国人登録証明書 (両面)、 在留カード(両面 )、 住民票のうち いずれか写

以上のとおり申請します。

工LE′lGUE

年   月  日

クラブ名

実行委員 印

チェアマン 専務理事 常務理事 常務理事

フリガナ

出場を希望する選手名

生年月日

出場を希望する試合
(プレシーズンマッチ)

開催日。開催場所

対職カード

登録未完了理由
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2015明 治安田生命Jリ ーグ Jリーグオフィシャルパー トナー広告看板設置型 [月1表 1]
い
卜
ｒ

バックスタンド側
鯉 看楓/叫 根
広告ミニ看根

ハーフサイズバナー ′ヽナー
E==コ  E=====コ

′サー A―フサイカけ―
E===コ  E〓 コ

a率泉、 ◇

Jリーグオフィシャノレ ―ヾトナーエリア
タイトル a線

b線 b線

瀬
口
日
日
／

ゴール凛ミニ看板

90°

ヽ
し
鮮 ◆A点 =各鶴捜場ロイヤルボックス鷹最前列中央。または、テレビ中颯のセンターカメラ(2台ある場合は

ビツチ寄り)の何れかビッチに近い点。
◆a線 =A点から見て、オフィシャルスポンサー署ほとクラフスポンサー看榎が

=な
らない慮を結んだ線。

◆b線 =タツチライン延長饉。
◆a綽及びb饉によつて指定されたバツクスタンド寄りのエリア (   口掛け部分)。
※A囚■根鋼出枚歓は、Jリークトツプバートナー欧により、上国と員なる場合がございます。

メインスタンド側
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日本サッカー協会 基本規程 [抜粋]

第 4章 登録
第81条 〔選手登録等〕
1.サ ッカー選手の登録及び移籍等に関する事項は、別途制定する「サッカー選手の
登録と移籍等に関する規則」に定めるところによる。

2.フ ットサル選手の登録及び移籍等に関する事項は、別途制定する「フットサル選
手の登録と移籍等に関する規則」に定めるところによる。

第82条から第96条まで削除
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第 5章 移籍
第 97条から第 112条 まで削除
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第 12章 懲罰
第201条 〔規律委員会及び裁定委員会〕
1.本協会の規律委員会及び裁定委員会は、本協会に加盟する団体 (加盟チーム、地
域サッカー協会、都道府県サッカー協会、各種の連盟、Jリ ーグ及び準加盟チー

ム、以下本章において「加盟団体」という)及び登録する個人 (選手、監督、コ
ーチ、審判、加盟団体の代表者、加盟団体の役職員その他の関係者、以下本章に

おいて「選手等」という)に対し、本規程及び懲罰規程に従い、懲罰を科すこと
ができる。

2.違反行為が発生した時点において本協会に加盟している加盟団体及び登録してい
る選手等については、その後本協会を脱退し、又は登録を抹消した場合において

も、本協会の規律委員会及び裁定委員会は懲罰を科すことができる。

第202条 〔懲罰の種類〕
1.前条にかかわらず、本協会の規律委員会及び裁定委員会は、都道府県サッカー協
会、地域サッカー協会、各種連盟及びJリ ーグ (以下、本条において「都道府県

協会等」という)の規律委員会に対して、その所管する加盟団体又は選手等に関
する懲罰問題を本協会懲罰規程にしたがつて処理し、懲罰を決定 。適用する権限

を委任する。

2.都道府県協会等は、前項に従つて懲罰問題を処理するため、それぞれ規律委員会
を設置する。

3.都道府県協会等の規律委員会は、決定した全ての懲罰を記録しなければならず、
要請に応じてこれを本協会規律委員会又は裁定委員会に報告しなければならない。
4.第 1項にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する懲罰を科す場合には、都道
府県協会等の規律委員会には決定権はないものとし、懲罰案を本協会に通知し本

協会の規律委員会又は裁定委員会が懲罰を決定 口適用するものとする。

(1)6ヶ 月以上の出場停止処分、公的職務の停止・禁止・解任又はサッカー関
連活動の停止・禁止

(2)罰金
(3)没収
(4)下位ディビジョンヘの降格
(5)競技会への参加資格の剥奪
(6)新たな選手の登録禁止
(7)除名
(8)前各号に掲げるもののほか、懲罰効果において実質的に前各号のいずれか
と同等と判断される処分

第203条 〔不服申立委員会〕
1.本協会の不服申立委員会は、本協会の規律委員会又は裁定委員会、若しくは、前
条に従い本協会の規律委員会又は裁定委員会から懲罰権を委任された都道府県協

会等の規律委員会により科された懲罰について、当該懲罰を科された当事者から

の申立てに基づき、これを再審議し、新たに決定を下すものとする。なお、本規

程第201条第 2項は、不服申立委員会が科す懲罰にも適用されるものとする。
2.前項の不服申立委員会による不服申立に関する事項は、本協会懲罰規程の定める
ところによる。

3.前 2項の規定による不服申立委員会の決定は最終とする。
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第 204条 〔懲罰の種類〕
1.選手等に対する懲罰の種類は次のとおりとする。
(1)警 告
(2)退場・退席
(3)戒 告
(4)譴 責
(5)罰 金
(6)没 収
(7)賞の返還
(8)一定数、一定期間、無期限又は永久的な公式試合の出場停止
(9)公的職務の一時的、無期限又は永久的な停止 口禁止・解任
(10)一 定期間、無期限又は永久的なサッカー関連活動の停止・禁止

(11)除  名
2.加盟団体に対する懲罰の種類は次のとおりとする。
(1)戒 告
(2)譴 責
(3)罰 金
(4)没 収
(5)賞の返還
(6)試合結果の無効 (事情により再戦を命ずる)
(7)得点又は勝ち点の減点又は無効
(8)得点を 3対 0と して試合を没収
(9)観衆のいない試合の開催
(10)中立地における試合の開催

(11)一 定数、一定期間、無期限又は永久的な公式試合の出場停止

(12)一定期間、無期限又は永久的な公的業務の全部又は一部の停止

(13)下位ディビジョンヘの降格

(14)競技会への参加資格の剥奪

(15)新たな選手の登録禁止

(16)除 名

第 205条 から第 235条 まで削除
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サッカー選手の登録と移籍等に関する規則

第 1章 登録

第 1節 総 則

第 1条 〔目 的〕
本規則は、公益財団法人日本サッカー協会 (以下「本協会」という)のサッカー加

盟チーム及びその選手の登録と移籍等に関する事項について定める。

第 2条 〔選手登録〕

1.加盟チームは、本規則第 10条 〔選手登録の方法〕の定めるところにより、本協
会への選手登録を行わなければならない。

2.本協会に登録されている選手に限り公式試合に出場することができ、未登録の選
手を公式試合に出場させてはならない。

3.未登録の選手であつても、当該選手が最後に登録されたチームが本協会の加盟チ
ームである場合、当該選手の籍は、少なくとも当該選手の最後の公式試合日より

30ヶ 月の間は、本協会に属し続けるものとする。

第3条 〔重複登録の禁止〕

選手は、2つ以上の加盟チームに同時に登録することはできない。ただし、サッカ

ー加盟チームとフットサル加盟チームに同時に登録することはできる。

第 4条 〔登録区分〕

1.本協会における選手登録区分は、次の各号のとおりとする。
(1)アマチュア選手

(2)プ ロ選手

2.選手は、前項に従いプロ選手又はアマチュア選手のいずれかとして本協会に登録
しなければならない。なお、登録した選手は、本協会、FIFA、 AFC及 び E
AFFの 諸規則に従う。なお、プロ選手の契約、登録及び移籍等に関しては、「プ
ロサッカー選手の契約、登録および移籍に関する規則」に従うものとする。
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第 5条 〔アマチュア選手〕

アマチュア選手とは、報酬又は利益を目的とすることなく、プレーする者をいう。

第 6条 〔プロ選手〕

プロ選手とは、その所属チームとの書面による契約を有しており、当該選手のサッ

カー活動の対価として当該選手が被る費用を実質的に上回る支払いを受ける者をいう。

第7条 〔プロ選手契約の原則〕

プロ選手及び当該選手と契約を締結するチームは、選手契約に関して、次の各号の

原則を守らなければならない。

(1)契約は尊重されなければならない。

(2)契約は正当事由がある場合には、解除することができる。

(3)契約はシーズン中において一方的に解除することができない。

(4)正当事由のない契約の解除の場合、損害賠償が支払われるべきであり、かか

る損害賠償は当該契約において予め規定することができる。

(5)正当事由のない契約の解除の場合、違反当事者に対して、懲罰を科すことが

できるものとする。

第 8条

1

2

3

4

5

〔プロ選手契約における特別規定〕

契約の最長期間は5年間とする。ただし、18歳未満の選手は最長 3年間とする。

契約の最短期間は原則として、当該契約の効力発生日からシーズン (第 12条に

定義される)終了時までとする。

契約の効力は、医学上の検査が良好であること、又は、査証等選手の就業に関す

る行政による認可の可否を条件としてはならない。

プロ選手は、同一期間について二つ以上の契約を締結してはならない。

いかなるチームも、その契約の相手方又は第二者に対して、選手の役務提供若し

くは移籍に関連する事項又はチームの独立性、方針若しくは運営に関連する事項

に影響を及ぼす力を付与する条項を含む契約を締結してはならない。

第 9条 〔選手エージェント等〕

選手エージェントの活動及びその役務の利用については、別に定める「日本サッカ

ー協会 選手エージェント規則」に従うものとする。
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第 2節 登録手続き

第 10条 〔選手登録の方法〕
1.本協会への登録は、アマチュア選手、プロ選手のいずれも加盟チームが登録申請

をもつて行う。

2.プロ選手の登録には、前項の登録申請に加盟チームと選手間の契約書の写し及び
「選手登録区分申請書」《書式第 1号》を添付するものとする。なお、当該契約に

関して、本協会に提出されていない別途の契約関連書類については、紛争処理に

際して当該書類を考慮するか否かは、本協会その他紛争処理機関の自由裁量とす

る。

3.加盟チームは、「選手登録区分申請書」《書式第 1号》の写しを所在地の都道府県
サッカー協会及び加盟リーグ等に送付する。

4.第 2項に基づく登録申請料は、別に理事会において定める。

第 11条 〔登録有効期間〕
1.前条に基づく登録の有効期間は、毎年Jリ ーグ・ JFLの第 1種チーム及び所属
選手は2月 1日 より翌年 1月 31日 までの 1年間、それ以外のチーム及び所属選

手は4月 1日 より翌年 3月 31日 までの 1年間 (以下「登録年度」という)と す

る。

2.登録年度の途中で行つた登録 (追加、変更等―切の場合を含む)については当該

登録を行つた日の属する登録年度が終了するまで有効とする。

3.契約の終了その他の事由により、登録を申請した加盟チームと登録選手との間の

所属関係が消滅したときは、前 2項による登録の有効期間中であつても、その登

録は失効するものとする。

第 12条 〔シーズン〕
1.シーズンは、各チームが属するリーグの最初の公式試合の日から、最終の公式試

合の日までの期間とする。

2.選手は、 1つのシーズン期間中につき、最大 3つのチームに登録することができ
る。この期間中、選手は、最大 2チームのために公式試合に出場する資格を有す

る。

3.選手は、同期間中に同じ国内選手権 (リ ーグ戦は除く)又はカップ戦において 2

チーム以上のために公式試合に出場してはならず、個々の競技会規則を遵守しな

ければならない。

183



第 13条 〔登録ウインドー〕
1.選手は、本協会が定めた年 2回の移籍を認める期間 (以下「登録ウインドー」と

いう)にのみ登録されることができる。

2.前項にかかわらず、登録ウインドーの終了前に契約期間が終了したプロ選手は、

当該登録ウインドー終了後においても登録されることができるものとする。

3.年 2回の登録ウインドーは以下の通り定められ、FIFAに報告するものとする。
(1)初回の登録ウインドーは、シーズンの終了後に始まり12週間を超えない。

(2)2回 目の登録ウインドーは、シーズン中に設定され、4週間を超えない。
4.選手は、登録ウインドー中に当該チームから本協会に対し有効に登録申請がなさ
れた場合に限り登録されることができる。

5.本条の規定は、アマチュア選手が主として参加することを意図した大会には適用

されない。かかる大会については、関連する大会におけるスポーッ上の秩序を十

分配慮したうえで、個別に登録されるべき期間が設定されるものとする。

第 14条 〔登録情報の管理 (選手パスポー ト)〕

本協会は、本協会に登録する選手の過去の登録情報 (当該選手が、過去に登録され

た全てのチーム名とその期間などの情報)を管理するものとする。これらの情報は「選

手パスポー ト」として、必要に応じて、当該選手が登録される移籍先チーム (本規則

第 19条に定義される)に対し発行される。

第 15条 〔登録区分変更〕

選手登録区分変更を希望する選手は、加盟チーム経由で「選手登録区分申請書」《書

式第 1号》により本協会に申請し、承認を得るものとする。

第 16条 〔登録区分変更の認定〕

選手登録区分変更の認定は、本協会において行う。

第 17条 〔外国籍の選手〕

外国籍の選手 (日本国籍を有しない選手)が、本協会に登録する場合、本協会基本

規程及び本規則の適用を受けるものとし、「外国籍選手登録申請書」《書式第 7号》に

在留カー ド (又は特別永住者証明書)若 しくは住民票の写 しを添付のうえ提出し、そ

の承認を得なければならない。ただし、外国のクラブ (チーム)に選手として登録さ

れていた選手が、本協会加盟チームに移籍、登録する場合は、本規則第 27条 〔国際

移籍〕による。
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第 2章 移 籍

第 1節 総 則

第 18条 〔目 的〕
本章の規定は、本協会の「加盟チーム及び登録選手」(過去に登録していたもの及び

現在登録しているもの並びに将来登録を希望するものの全てを含むものとし、以下総

称して「加盟者」という)相互間並びに加盟者と外国のクラブ (チーム)との間の選

手移籍に関する紛争を防止するとともに、紛争が生じた場合にこれを解決することを

目的とするものであり、加盟者の全てを拘束する。

第 19条 〔移籍の定義〕

移籍とは選手が現在所属しているチーム (以下「移籍元チーム」という)を脱退し、

別のチーム (以下「移籍先チーム」という)に所属変更することをいう。

第20条 〔移籍の手続き〕
1.選手が移籍を希望する場合、当該選手は、移籍元チームから登録抹消され、移籍

先チームが登録申請をし、本協会の承認を得なければならない。

2.本規則の定めにより移籍元チームが抹消申請をするべきにもかかわらずこれを行

わないときは、本協会は、移籍を希望する選手の申請に基づき移籍元チームの承

諾に代わる決定をなすことができる。

第21条 〔公式試合への出場資格〕
1.本規則に基づき移籍した選手は、本協会が登録を承認した日から公式試合に出場

することができる。

2.前項の規定にかかわらず、選手の公式試合への出場資格を競技会の大会要項によ

り制限できる。

3.プロ選手は、プロ選手として出場した最後の公式試合から30日 間は、アマチュ

ア選手として登録することはできない。
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第 2節 移籍の手続き

第22条 〔アマチュア選手がアマチュア選手として移籍する場合〕
アマチュア選手が、アマチュア選手として移籍先チームヘ移籍したい旨を申し出た

場合、移籍元チームは、当該移籍を承諾しなければならず、かつ、名目のいかんを問

わず、当該移籍に関し対価を請求することができない。

第 23条 〔プロ選手がアマチュア資格を再取得する場合〕
プロ選手がアマチュア資格を再取得するに際しては、如何なる対価も支払われない

ものとする。当該プロ選手がアマチュアとしての資格を再取得した後 30ヶ月以内に
プロ選手として再登録された場合には、当該選手の新たなチームは、本協会の規則に

従いトレーニング費用等を支払うものとする。

第24条 〔アマチュア選手がプロ選手として移籍する場合〕

アマチュア選手が、プロ選手として移籍先チームヘ移籍したい旨を申し出た場合、

移籍元チームは、当該移籍について異議を申し立てることができない。

第25条 〔プロ選手がプロ選手として移籍する場合〕
1.プロ選手との間でプロ選手としての契約を締結しようと意図しているチームは、

当該プロ選手との交渉に入る前に書面により当該プロ選手のその時点で在籍する

チームに通知しなければならない。当該プロ選手は、当該プロ選手のその時点の

チームとの契約が満了したか、又は満了前 6ヶ 月間に限り、他のチームと契約を

締結することができるものとする。

2.プロ選手契約の期間満了前であっても、移籍先チームと移籍元チームとが移籍に
伴う補償につき合意し、かつ、当該選手も移籍を承諾した場合は、移籍を行うこ

とができる。

第26条 〔プロ選手の期限付移籍〕
1.プロ選手は、選手と関連するチームとの間の書面による合意により他のチームに

期限付移籍されることができる。

2.期限付移籍の最短期間は、本規則に定める2つの登録ウインドー間の期間とする。

3.期限付移籍に際して、移籍元チーム及び選手自身の書面による同意なしに、移籍
先チームは選手を第二のチームに移籍させる権利を有しない。

186



第27条 〔国際移籍〕
1.選手が外国のチームヘ移籍する場合、本協会は当該外国サッカー協会からの請求

に基づき、当該外国サッカー協会に対して「国際移籍証明書」を発行するものと

する。

2.外国のクラブ (チーム)に登録されていた選手が新たに本協会加盟チームに移籍

する場合、本協会は移籍先チームからの請求に基づき、当該外国サッカー協会に

対して「国際移籍証明書」の発行を依頼するものとする。

3.前 2項に定める手続きは、関連するFIFA規則に基づいて行われるものとする。
4.本条第 2項に定める場合において、選手を移籍先チームに登録するためには、次

の各号の条件を具備し、かつ、本協会に「国際移籍選手登録申請書」《書式第 6号》

を提出して、その承認を得なければならない。

(1)本人が日本国内に入国し居住していること

(2)本協会の請求に基づき、当該国のサッカー協会から当該選手の「国際移籍証

明書」が本協会に対して発行されていること

(3)次の各書類を添付すること

① 旅券の写し
② 入国査証の写し (日本国籍を有する選手を除く)
③ 在留カード (又は特別永住者証明書)若 しくは住民票の写し
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第 3節  トレーニング費用

第 28条 〔適 用〕
アマチュア選手がプロ選手として移籍する場合の トレーニング費用の請求は、本節

の定めるところによる。

第29条 〔トレーニング費用の金額〕
1.「 トレーニング費用」の上限は、選手が在籍したチームにおける満 15歳の3月 3
1日 翌日の4月 1日 から満22歳の 3月 31日 までの在籍期間 1年につき、次に

定める金額とする。

4年まで     5年 以降
(1)直前の在籍団体       30万 円     15万 円
(2)2つ前以上の在籍団体    15万 円     15万 円

2.ト レーニング費用の請求権を持つチームは、営利法人、財団法人、社団法人、N

PO法人又は学校教育法第 1条に定める学校 (これに準じる団体で本協会が認定
したものを含む)に限るものとする。

3.在籍期間が 1年を超え、超えた期間が 1年に満たない場合は、当該在籍期間は、本

条の関係では、 1年とみなして計算する。

4.在籍期間の合計が 1年未満のチームは、 トレーニング費用の請求権を持たない。

第30条 〔支払方法〕
トレーニング費用は、本協会が移籍を承認した日から30日 以内に現金をもつて一

括して支払われるものとする。
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第 3章 違反等

第 31条 〔規則違反〕

選手又は加盟チームが本規則に違反した場合の処分は、本協会基本規程第 12章 〔懲

罰〕に従う。

第32条 〔移籍に関する異議等〕

選手の移籍に関して異議又は疑義のある当事者は、本協会の裁定委員会に和解あっ

せんの申立をすることができる。

第33条 〔ヽ改 正〕
本規則の改定は、本協会の理事会の決議に基づきこれを行う。

第 34条 〔施 行〕
本規則は、2014年 4月 1日から施行する。
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懲 罰 規 程

第 1節 総 則

第 1条 〔目 的〕
本規程は、公益財団法人日本サッカー協会 (以下、「本協会」という)の基本規程

(以下、「基本規程」という)第 2章第 5節 〔司法機関〕及び第 12章 〔懲罰〕に基
づき、以下の各号について定める。

(1)本協会の規律委員会及び裁定委員会並びに基本規程第202条に基づき本協会
の規律委員会及び裁定委員会から懲罰権を委任された都道府県サッカー協会、

地域サッカー協会、各種連盟及びJリ ーグ (以下、「都道府県協会等」という)

の規律委員会における懲罰に関する事項

(2)本協会の不服申立委員会における不服申立に関する事項

第 2条 〔対象者〕

本規程に基づき懲罰の対象となる者は次のとおりとする。

(1)個人 (以下、「選手等」という)

①選手

②監督

③コーチ

④審判

⑤役職員

⑥その他の関係者

(2)団体 (以下、「加盟団体」という)

①加盟チーム

②地域サッカー協会

③都道府県サッカー協会

④各種の連盟

⑤Jリ ーグ

⑥準加盟チーム

第 3条 〔都道府県サッカー協会等における懲罰〕

基本規程202条に基づき、本協会の規律委員会及び裁定委員会は、都道府県協会
等の規律委員会に、その所管する加盟団体又は選手等に関する懲罰問題を本協会懲罰
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規程にしたがつて処理し、懲罰を決定・適用する権限を委任する。ただし、次の各号

のいずれかに該当する場合、都道府県協会等の規律委員会には決定権はなく、懲罰案

を本協会に通知し本協会の規律委員会又は裁定委員会が懲罰を決定・適用するものと

する。

(1)6ヶ月以上の出場停止処分、公的職務の停止・禁止・解任又はサッカー関連
活動の停止・禁止

(2)罰金
(3)没収
(4)下位ディビジョンヘの降格
(5)除名
(6)競技会への参加資格の剥奪
(7)新たな選手の登録禁止
(8)前各号に掲げるもののほか、懲罰効果において実質的に前各号のいずれかと
同等か又はそれ以上と判断される処分

第4条 〔懲罰の種類〕

1.選手等に対する懲罰の種類は次のとおりとする。

(1)警 告

主審が試合中に競技者に対し、競技規則に基づきイエローカー ドを示す

(2)退場・退席

主審が試合中に競技者 (退場の場合)又は監督その他の関係者 (退席の場合)

に対し、試合中にフィール ド及びその周辺から立ち去るように命じる

(3)戒 告

口頭をもつて戒める

(4)譴 責
始末書をとり、将来を戒める

(5)罰 金

一定の金額を本協会に納付させる

(6)没 収

取得した不正な利益を剥奪し、本協会に帰属させる

(7)賞の返還

賞として獲得した全ての利益 (賞金、記念品、 トロフィー等)を返還させる
(8)一定数、一定期間、無期限又は永久的な公式試合の出場停止

一定数、一定期間、無期限又は永久的に、公式試合について、フィール ド、

ベンチ、ロッカールーム等の区域に立ち入ることを禁止する

(9)公的職務の一時的、無期限又は永久的な停止・禁止・解任

本協会又は加盟団体における一切の公的職務を一定期間、無期限又は永久的

に停止し、禁止し、又は解任する
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(10)一定期間、無期限又は永久的なサッカー関連活動の停止・禁止

サッカーに関する一切の活動を一定期間、無期限又は永久的に停止し又は禁

止する

(11)除 名
本協会の登録を抹消する

2.加盟団体に対する懲罰の種類は次のとおりとする。

きい場合には、大きい方を有効とする)

(9)観衆のいない試合の開催

(10)中立地における試合の開催

(11)一定数、一定期間、無期限又は永久的な公式試合の出場停止

(12)一定期間、無期限又は永久的な公的業務の全部又は一部の停止

(13)下位ディビジョンヘの降格

(14)競技会への参加資格の剥奪

(15)新たな選手の登録禁止

(16)除 名
3.前 2項各号の懲罰は、併科することができる。

第 5条 〔無期限の懲罰の解除〕

1.前条第 1項第 8号から第 10号並びに第 2項第 11号及び第 12号の懲罰のうち、
3年を超える懲罰、又は無期限の懲罰を受けた個人又は団体 (以下個人、団体と

もに「当事者」という)は、処分開始日から3年が経過した後に、以下の手続に

より解除の申請を行うことができる。

(1)当事者 (団体の場合はその代表者)は、解除の嘆願書、活動状況報告書及び反

省文 (以下「当事者申請書類」という)を次のいずれかの組織に提出する。

なお、懲罰を受けたときに所属した組織 (複数に属する場合はそのいずれか)

に申請することを原則とするが、万が一その原則に添えない特段の事由があ

る場合はその旨を当事者申請書類に明記する。

① 都道府県サッカー協会
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② 地域サッカー協会
③ 第71条第2項各号に列挙する各種連盟
④ Jリーグ

(2)前号に基づき申請を受けた組織は、調査・審議の上、解除が適切・妥当と判断

した場合、当該組織としての嘆願書を作成し、当事者申請書類を添付して本

協会事務局に申請する。

(3)本協会事務局は、当該懲罰案を決定した委員会 (規律委員会又は裁定委員会の

いずれか。以下「担当委員会」という)に前号の書類一式を回付する。

(4)担当委員会の委員長又は委員長から委嘱を受けた者は、当事者から事情を聞き、

その聴聞結果を担当委員会にはかり、担当委員会にて解除について審議・決

定する。

2.前条に従い、解除が認められた当事者は、処分解除日として定められた日から復

権する。なお、担当委員会において解除が留保された場合、当事者は留保された

原因が消失した後に、再度解除の申請を行なうことができる。

第 6条 〔選手等に対する罰金〕

1.特段の定めのない限り、アマチュア選手等に対しては、罰金を科さないものとす

る。

2.プロ選手等に対して罰金を科す場合は、次の基準による。

(1)Jlリ ーグの場合、出場停止処分 1試合あたり金 10万円以下
(2)その他の場合、出場停止処分 1試合あたり金 5万円以下

第7条 〔共犯等〕

他の者を教唆若しくは需助し、又は他の者と共謀して若しくは他の者を利用して違

反行為を行わせた加盟団体又は選手等には、自ら違反行為を行つた場合に準じて懲罰

を科するものとする。

第 8条 〔役員及び監督等の加重〕

役員、監督その他の管理・監督関係者が違反行為を行った場合には、特段の定めが

ない限り、その違反行為について定められた懲罰の 2倍以下の範囲内において、懲罰

を加重して適用することができる。

第9条 〔両罰規定〕

加盟団体に所属する個人が違反行為を行つた場合には、その個人に対して懲罰を科

するほか、その個人が所属する加盟団体に対しても懲罰を科すことができる。ただし、

その加盟団体に過失がなかつたときは、この限りではない。
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第 10条 〔罰金の合算〕

同時に複数の違反行為が罰金の対象となつた場合には、各々について定められた罰

金の合算額をもつて、罰金の金額とする。

第 11条 〔違反行為の重複による加重〕

同種の違反行為を重ねて行った場合には、その違反行為について定められた懲罰の

2倍以下の範囲内において、懲罰を加重することができる。

第 12条 〔情状による軽減〕
1.違反行為が行われた場合においても、その情状において酌量すべき事情があると

きは、その懲罰を軽減することができる。

2.前条により懲罰を加重すべき場合においても、なお前項の規定を適用することが

できる。

第 13条 〔言 語〕
1.規律委員会、裁定委員会及び不服申立委員会の手続及び書面における言語は日本

語を使用するものとする。

2.当事者又は関係者が外国語を使用する場合には、口頭の陳述については日本語の

通訳を同行し、文書については日本語の訳文を添付しなければならない。

第 14条 〔代理人〕

規律委員会、裁定委員会及び不服申立委員会における手続に関して、以下の者を除

いては当事者の代理人になることはできない。

(1)当事者が所属する団体に属する者の中から当事者が指定した者

(2)弁護士

(3)法定代理人 (当事者が未成年の場合)

(4)その他規律委員会、裁定委員会又は不服申立委員会が承認した者

第 15条 〔手続の非公開〕

規律委員会、裁定委員会及び不服申立委員会における懲罰の手続及び記録は非公開

とする。ただし、規律委員会、裁定委員会又は不服申立委員会は、手続の公正が害さ

れるおそれがなく、かつ、相当の理由があると認めるときは、関係者の傍聴を許すこ

とができる。
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第 2節 規律委員会及び裁定委員会における調査及び審議の手続

第 16条 〔調査及び審議の手続〕

本協会、都道府県協会、各種連盟、Jリ ーグ又は公式競技会の規律委員会又は規律・

フェアプレー委員会 (以下、本規程においては単に「規律委員会」という)及び本協

会の裁定委員会における懲罰の調査、審議及び懲罰の決定の手続は、本節に定めると

ころによる。

第 17条 〔所管事項〕
1.競技及び競技会に関連する違反行為に対する懲罰については、第 3節の定めると
ころにより所管の規律委員会が調査、審議及び懲罰の決定を行う。

2.前項に定めるものを除く違反行為については第4節の定めるところにより本協会

の裁定委員会が調査・審議を行う。

第 18条 〔裁定委員会の手続の開始〕

本協会裁定委員会は、以下の場合に、調査・審議を開始するものとする。

(1)第 3条に従い都道府県協会等の規律委員会より懲罰案の通知があつた場合

(2)裁定委員会の委員長が調査・審議が必要と判断した場合

第 19条 〔聴 聞〕
規律委員会及び裁定委員会は、原則として当事者に対し事情聴取を行い、その意見

を聞くものとする。ただし、当事者の同意がある場合又は対象者が事情聴取を拒否若

しくは無断欠席した場合はこの限りではない。

第20条 〔証拠の評価〕
1.懲罰の審議においては、主審・副審・第 4の審判員・マッチコミッショナー及び

審判インス トラクターの報告、当事者及び目撃者の供述及び文書、音声又は画像

の記録、専門家の意見その他一切の証拠を参照することができる。

2.審判及びマッチコミッショナーの報告書に含まれる事実は、正しいものと推定す

る。

第21条 〔議 決〕
規律委員会及び裁定委員会の議事は、出席者の過半数をもつて決する。可否同数の

ときは、委員長の決するところとする。
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第22条 〔懲罰の通知〕
1.規律委員会及び裁定委員会は決定した懲罰を当事者に書面にて通知するものとす

る。

2.当該通知には以下の項目を含めなければならないものとする。

(1)当事者の氏名 (団体の場合は団体名及び代表者名)並びに住所

(2)代理人があるときは、その氏名及び住所

(3)主文 (判断の結論。効力発生日を含む)

(4)判断の理由 (必ず、根拠となる条文を記載すること)

(5)作成年月日

(6)不服申立手続の可否及びその手続きの期限 (第 35条参照)

第 3節 競技及び競技会における違反行為

第23条 〔競技及び競技会における違反行為〕

加盟団体又は選手等の違反行為のうち、本協会又は都道府県協会等が主催する公式

試合及び公式競技会に関するものに対しては、本節の定めるところにより、所管の規

律委員会の調査・審議を経て懲罰を適用する。

第24条 〔公式競技会における懲罰〕

公式競技会においては、それぞれ規律委員会を設置し、本規程に従い、その競技会

に関する規律問題を処理しなければならない。この場合、第 3条 〔都道府県サッカー

協会等における懲罰〕を準用する。

第25条 〔主審の下す懲罰〕

試合中は主審が懲罰の決定を下すものとし、その決定は最終的なものとする。

第 26条 〔警 告〕
主審による警告処分の対象となる違反行為及びこれに対する懲罰は、別紙 1『競技

及び競技会における懲罰基準』第 1項のとおりとする。

第27条 〔退場・退席〕

主審による退場・退席処分の対象となる違反行為及びこれに対する懲罰は、別紙 1

『競技及び競技会における懲罰基準』第2項のとおりとする。
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第28条 〔その他の違反行為〕

競技及び競技会における違反行為のうち前 2条に定めるものを除く行為に対する懲

罰は、別紙 1『競技及び競技会における懲罰基準』第 3項以下のとおりとする。

第29条 〔出場停止処分を繰り返した場合〕

同一競技会において繰り返し出場停止処分に相当する違反行為を行つた場合、出場

停止処分の原因が同一でなくとも、処分の件数に応じて出場停止試合数を加算し、罰

金を科すことができる。

第30条 〔懲罰基準の運用細則〕

本協会の規律委員会は、理事会の承認を得て、懲罰基準の運用に関する細則を定め

ることができる。

第 4節 その他の違反行為

第31条 〔裁定委員会の調査・審議〕

加盟団体又は選手等の違反行為のうち、前節に定めるもの (競技及び競技会におけ

る違反行為)を除くものに対しては、本節の定めるところにより、本協会裁定委員会

又は第 3条 〔都道府県サッカー協会等における懲罰〕所定の都道府県サッカー協会等

が、調査・審議し、懲罰を決定する。

第32条 〔違反行為〕

加盟団体又は選手等が次の各号のいずれかに該当する行為を行った場合には、第4

条 〔懲罰の種類〕第 1項各号 (第 1号及び第 2号を除く)及び第 2項各号の懲罰を科

す。

(1)本規程又は本規程に付随する諸規程に違反したとき

(2)本協会の指示命令に従わなかつたとき

(3)本協会、加盟団体又は選手等の名誉又は信用を毀損する行為を行つたとき

(4)本協会又は加盟団体の秩序風紀を乱したとき

(5)刑罰法規に抵触する行為を行つたとき

(6)加盟団体又は選手等に対し、その職務に関して不正な利益を供与し、申込み、

要求し又は約束したとき

(7)加盟団体又は選手等が、方法のいかんを問わず、また直接・間接を問わず試

合結果に影響を及ぼすおそれのある不正行為に関与した場合

(3)加盟団体又は選手等が、その職務に関して脱税その他不正な経理を行つた場
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第 5節 不服申立

第33条 〔総 則〕
本協会の規律委員会若しくは裁定委員会又は都道府県協会等の規律委員会 (以下、

本節においては「第一審委員会」とする)によって科された懲罰 (以下、「原懲罰」
という)について、当該懲罰を科された個人又は団体は、本節の定めに従い、本協会

の不服申立委員会に対し不服申立を行うことができる。

第34条 〔不服申立可能な懲罰〕
1.不服申立委員会への不服申立は、原懲罰が以下のいずれかに該当する場合に限り

可能なものとする。

(1)3試合以上の出場停止処分、公的職務の停止 口禁止・解任又はサッカー関連
活動の停止 口禁止

(2)2ヶ月以上の出場停止処分、公的職務の停止・禁止・解任又はサッカー関連
活動の停止・禁止

(3)100万円以上の罰金
(4)下位ディビジョンヘの降格

(5)2点以上の勝点の減点
(6)没収

(7)賞の返還

(3)観衆のいない試合の開催
(9)中立地における試合の開催
(10)競技会への参加資格の剥奪

(11)新たな選手の登録禁止

(12)除名

(13)前各号に掲げるもののほか、懲罰効果において実質的に前各号のいずれかと

同等か又はそれ以上と判断される処分

2.原懲罰が前項各号に満たない場合、原懲罰は確定するものとする。

第35条 〔不服申立にかかる時間的制限〕
1.不服申立委員会に不服申立を行おうとする個人又は団体 (以下、申立人とする)
は、原懲罰の伝達を受けた日から3日 以内 (通知を受けた日を含む)に、不服申
立を行う意思を書面 (以下、「不服申立書」)により、本協会不服申立委員会事

務局まで通知しなければならない。

2.申立人は、原懲罰の伝達を受けた日から10日以内に (通知を受けた日を含む)
不服申立の理由を書面 (以下、「理由書」とする)により、本協会事務局まで通

知しなければならない。
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3.前 2項にかかる不服申立書及び理由書は、FAX又 は郵送にて提出されなければ

ならない。

4.前 3項に定める手続きが満たされない場合、当該申立は無効となり、原懲罰が確

定する。

5.不服申立委員会の委員長は、緊急性を要する場合、第 1項及び第 2項に定める期

間を短縮する決定を行うことができる。

第36条 〔不服申立の理由〕

申立人は、原懲罰が懲罰の決定に影響を与え得る重大な事実認定の誤りに基づくも

のである場合又は原懲罰の決定において規程の適用に誤りがある場合に、不服申立を

行うことができるものとする。

第37条 〔理由書〕

1.第 35条 2項に定める理由書は、書面によるものとする。

2.理由書の内容には、不服申立の意思とその理由を含むものとする。

第38条 〔事情聴取〕

不服申立委員会の手続きは、原則として、書面のみによつてなされ、当事者等に対

する事情聴取は行わないものとする。ただし、以下の各号に該当する場合はこの限り

ではなく、事情聴取を行うことができるものとする。

(1)不服申立委員会の委員長が必要と判断した場合

(2)第 3条の各号に該当する場合で、当事者が事情聴取の実施を希望した場合

第39条 〔手数料〕

1.申立人は、不服申立にかかる手数料として、第35条 2項に定める期日内に 1万

円を本協会に納付しなければならない。

2.不服申立の結果として、不服申立委員会が原懲罰を無効とするか又はこれを減じ

る決定を行つた場合は、当該手数料は申立人に返還され、当該手数料は第一審委

員会の団体 (本協会又は都道府県サッカー協会等)によつて負担されるものとす

る。

第 40条 〔不服申立委員会の決定の効力発生日〕

不服申立委員会の決定の通知は書面にてこれが当事者に到達したときから有効とな

る。
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第 41条 〔出場停止処分等における不服申立の効果〕
1.原懲罰が出場停止処分等 (第 34条第 1項第 1号及び第 2号)の場合、不服申立
は当該原懲罰の適用を中断する効果を持たないものとする。

2.前項の場合、不服申立委員会が原懲罰を無効とするか又はこれを減じる決定をし
た場合であつても、不服申立委員会の当該決定は前条に定める効力発生日から将

来にわたつて有効となるものであり、その効力発生日までに既に適用された原懲

罰は回復されないものとする。

第42条 〔その他処分における不服申立の効果〕
1.原懲罰が前条 1項に該当するもの以外の懲罰の場合、原懲罰の適用は、第40条
に定める不服申立委員会の決定の効力発生日までの期間、中断されるものとする。

2.前項の規定にもかかわらず、前項に該当する懲罰が不服申立委員会の決定に先立
って適用された場合に、不服申立委員会が原懲罰を無効とするか又はこれを減じ

る決定をした場合は、第一審委員会の団体 (本協会又は都道府県サッカー協会等)

は、原懲罰の既に適用された部分について原状回復義務を負うものとする。

第43条 〔都道府県協会等の義務〕
1.第 35条 1項に基づき、不服申立書が当事者から本協会事務局に通知された場合、
本協会は速やかに第一審委員会にこれを通知するものとする。

2.前項の本協会からの通知を受けた第一審委員会は、通知を受けた日から7日 以内
(通知を受けた日を含む)に原懲罰の決定にかかる全ての資料を本協会事務局に提

出しなければならない。

3.前項に定める期日を過ぎて都道府県協会等の規律委員会より提出された資料は、
原則として不服申立委員会における審査において考慮されないものとする。

第44条 〔追加的調査〕
1.第 35条及び第43条にかかわらず、不服申立委員会の委員長は、申立人又は第
一審委員会若しくはその両方に対して、追加の資料を請求することができる。

2.前項に基づき適法に提出された資料等は、不服申立委員会における審査において
考慮することができる。

第 45条 〔証拠の評価〕

不服申立委員会は、本節の規定に基づき適法に提出された全ての証拠を考慮し、懲

罰を決定するものとする。
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第46条 〔議 決〕
1.不服申立委員会の議事は出席者の過半数をもって決する。可否同数のときは、委

員長の決するところとする。

2.不服申立委員会の委員長は、原懲罰が以下の各号に該当する場合は、単独で懲罰
の決定を行うことができる。ただし、委員長が通常の委員会の開催を必要と判断

した場合はこの限りではない。

(1)3試合の出場停止処分、公的職務の停止・禁止・解任又はサッカー関連活動
の停止・禁止

(2)2ヶ月の出場停止処分、公的職務の停止・禁止・解任又はサッカー関連活動
の停止・禁止

3_委員長に事故があるときは、副委員長がその職務を代行する。
4.前項の場合で、副委員長に事故があるときは、委員のうちで互選された者が、委

員長の職務を代行する。

第 6節 附則

第47条 〔改 正〕
本規程の改正は、理事会の議決を経て、これを行う。

第48条 〔施 行〕
本規程は、2014年 4月 1日 から施行する。

〔改正〕

2014年 12月 18日 (2015年  1月  1日施行)
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1.警 告

〔別紙 1〕 競技及び競技会における懲罰基準

1-1.

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

以下(1)から(9)号のいずれかに該当する場合には、主審は警告を命じ、かつ規

律委員会は以下①から②号のとおり懲罰を科す。

反則行為

危険な行為

主審、副審の判定に対する非難、抗議等

主審、副審、他の競技者、その他競技に立ち会つている人々に対する非難

不正な行為

反スポーツ的な行為 (シ ミュレーションを含む)

策略的な行為 (時間稼ぎ、露骨なハンド等を含む)

主審に無断で一時的にフィール ドを離れる行為

その他スポーツマンらしくない行為 (観客への無礼な仕種、差別発言その他の

差別的行為等を含む)

①繰り返した場合 (同一競技会において、前の試合で既に警告されている競技者ヘ

の警告。内容は同一でなくてもよい):同一競技会において最低 1試合の出場停止。

②同一競技会において、上記①の処分に該当する行為を重ねて行つた場合 :

同一競技会において最低2試合の出場停止。

1-2.同一試合中に2度警告を受け、退場を命ぜられた場合
よい)には、規律委員会は以下のとおり懲罰を科す。

① l回 目の場合 :最低 1試合の出場停止。

②繰り返した場合 :最低2試合の出場停止及び罰金。

(内容は同一でなくても

2.退 場

以下の2-1(1)か ら(10)号又は2-2から2-6のいずれかに該当する場合には、
主審は退場を命じ、かつ規律委員会は、各項①号以下の定めにより懲罰を科す。

2-1.以下のいずれかに該当する場合
(1)著 しい反則行為

(2)きわめて危険な行為
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(3)乱暴な行為

(4)主審、副審の判定に対する執拗な抗議

(5)他の競技者、その他の競技に立ち会つている人々に対する侮辱

(6)警告を与えられた後、さらに不正な行為を繰り返す

(7)きわめて反スポーツ的な行為

(8)策略的な行為を繰り返す (1-1.(7)号参照)

(9)主審に無断で抗議のためにフィール ドを離れる行為

(10)その他、きわめてスポーツマンらしくない行為 (1-1.(9)号参照)

① l回目の場合 :最低1試合の出場停止

②繰り返した場合 (内容は同一でなくてもよい):最低2試合の出場停止及び罰金

2-2.選手等に対する暴行・脅迫及び一般大衆に対する挑発行為
① l回目の場合 :最低2試合の出場停止及び罰金

②繰り返した場合 :最低4試合の出場停止及び罰金

2-3.選 手等に対してつばを吐きかける行為

①l回目の場合 :最低6試合の出場停止及び罰金

②繰り返した場合 :最低12か月の出場停止及び罰金

2-4.主審及び副審に対する侮辱又は公然の名誉毀損行為
① l回目の場合 :最低2試合の出場停止

②繰り返した場合 :最低4試合の出場停止及び罰金

2-5.主審及び副審に対する傷害の意図のない乱暴な行為
① l回目の場合 :最低4試合の出場停止及び罰金

②繰り返した場合 :最低8試合の出場停止及び罰金

2-6.主審及び副審に対する暴行・脅迫
① l回目の場合 :最低6か月の出場停止及び罰金。

②繰り返した場合 :最低12か月の出場停止及び罰金

2-7.主審及び副審に対してつばを吐きかける行為
① l回目の場合 :最低12か月の出場停止及び罰金。

②繰り返した場合 :無期限の出場停止
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3.その他の違反行為

3-1-1.試 合放棄

① チーム又は選手等が試合継続を拒否し、又は試合の全部若しくは一部を放棄し
た場合、当該チームに対して、当該試合の没収処分及び2試合以上の出場停止

処分を科す。ただし、Jリーグについては、Jリ ーグの規約による。

② 当該違反行為が重大な場合は、前項に加え、3-6に従い追加的な懲罰を科す
ものとする。

3-1-2.選 手等による競技場又はその周辺関連施設における故意による器物破損行

為

① l回目の場合 :最低1試合の出場停止

② 繰り返した場合 :最低2試合の出場停止及び罰金

3-1-3.乱 闘、喧嘩
乱闘又は喧嘩に関与した者に対する処分は以下の通りとする。ただし、乱闘又は

喧嘩を防ぎ、これに関与している他の者を隔て又は分離するだけのことをしようと

した者は懲罰を受けない。

① l回目の場合 :最低6試合の出場停止

② 繰り返した場合 :最低12か月の出場停止

3-2-1.公 文書の偽造・変造
サッカーに関連して、公文書 (住民票、パスポー トなど。選手証はこれに該当し

ない)を偽造・変造した場合

罰 則 :最低 12ヶ月のサッカー関連活動の停止

3-2-2.選 手証等の偽造・変造
選手証、メンバー表、その他選手の出場資格に関する文書を偽造又は変造した場合

罰 則 :処分決定日から1ケ 月の出場停止

3-3.出 場資格の無い選手の公式試合への不正出場 (未遂を含む )

出場させた者 :処分決定日から lヶ月間の出場停止

出場した選手 (本協会の登録選手の場合のみ):処分決定日から
止
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チーム :得点を3対 0と して負け試合扱いとする (ただし、すでに獲得された得失

点差の方が大きい場合には、大きい方を有効とする)。 なお、得点又は勝

ち点の減点又は無効処分については、年度当初の競技会規程で別途定める

ことができる。

3-4.チ ームによる違反行為
① l試合において同一チームの 5名 以上の選手等が、警告又は退場 (又は退席)処

分となった場合、当該チームに対して罰金が科される。

②同一チームの何人かの選手等が審判等に集団で詰め寄って、脅しをかけるような

言葉や態度を用いた場合、又は、見苦しい抗議を執拗に繰り返し行なった場合、

当該チームに対して罰金が科される。

③前 2項についての罰金は以下の通りとする。

(1)Jlの場合 :金 50万円

(2)J2及び3の場合 :金 25万円

3-5.差 別
人種、肌の色、性別、言語、宗教、又は出自等に関する差別的あるいは侮辱的な

発言又は行為により、個人あるいは団体の尊厳を害した場合、以下のとおり懲罰を

科すものとする。但し、軽度の違反の場合は、譴責若しくは戒告、その他軽度の懲

罰に留めることができる。

(1)違反者が選手等 (アマチュア選手を含む)の場合は、違反当事者に対して、

原則として最低 5試合の出場停止処分及び 10万円以上の罰金を科す。

(2)同一のチームに所属する複数の個人が同時に本条に違反した場合は、当該チ

ームに勝点の減点処分 (初回の違反は3点、三度目の違反は6点 )を科す。

さらなる違反の場合は、下位ディビジョンヘの降格処分を科す。なお、勝点

が伴わない競技会の場合は当該チームの競技会への参加資格を剥奪するもの

とする。

(3)違反者がサポーターの場合は、その有責性にかかわらず、当該チームに対し

て40万円以上の罰金を科す。重大な違反には、観客のいない試合の開催、

試合の没収、勝点の減点、又は競技会の資格剥奪などの追加的な懲罰を科す。

(4)違反者が観客 (サポーターを含む)の場合は、最低 2年間、スタジアムヘの

入場を禁止される。

3-6.チ ーム又は選手等による著しい違反行為
本規程に該当条文がない場合で、チーム又は選手等が基本規程及び本規程の趣旨

に明らかに反すると判断される行為を行つた場合、当該チーム又は選手等に対して、

本規程第4条に定める各懲罰のうちから適切と判断される懲罰を科すことができる。

205



ただし、都道府県協会等の規律委員会が本規定を適用して懲罰を適用する場合、事

前に本協会規律委員会の委員長の承認を得なければならないものとする。

4.罰 金

4-1.選 手等に対する罰金

本規程に特段の定めのない限り、選手等に対する罰金は以下のとおりとする。

(1)Jlの場合 :出場停止処分 1試合あたり金 10万円

(2)J2の場合 :出場停止処分 1試合あたり金 5万円

(3)J3及びJFLの 場合 :出場停止処分 1試合あたり金 5万円 (ただし、アマ

チュアの選手等は除く)

(4)地域リーグその他の場合 :出場停止処分 1試合あたり金 5万円 (ただし、ア

マチュアの選手等は除く)

4-2.加 盟チームに対する罰金
加盟チームには、本規程に従い、罰金が科されるものとする。
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〔別紙 2〕 懲罰基準の運用に関する細則

第 1条 〔6ヶ 月以上等の懲罰を科す場合の運用について〕

1.都道府県サッカー協会、地域サッカー協会、各種連盟及びJリ ーグ (以下本条に

おいて「都道府県協会等」という。)の規律委員会は、本協会の懲罰基準に基づ

き、懲罰を決定する。

2.前項の定めにかかわらず、「6ヶ 月以上の出場停止処分、公的職務の停止・禁止・

解任又は公的職務の停止・禁止・解任」、「罰金」、「没収」、「6ヶ 月以上の

公的職務の停止・禁止・解任」、「6ヶ月以上のサッカー関連活動の停止・禁止」、

「下位ディビジョンヘの降格」、「除名」又は「懲罰効果において実質的にこれ

らのいずれかと同等と判断される処分」 (基本規程第202条及び本規程第3条
参照)については、都道府県サッカー協会等には決定権はないものとし、懲罰案

を本協会規律委員会又は裁定委員会に連絡した上で、本協会規律委員会又は裁定

委員会が決定するものとする。

3.期間を定めず、特定の試合数の出場停止処分を科す場合であっても、その期間が

6ヶ 月を超える可能性がある場合は、前項と同様とする。

第 2条 〔警告の累積による出場停止試合数〕

1.警告の累積による公式試合の出場停止試合数は以下のとおりとする。なお、同一

試合で 2回の警告を受けて退場処分を受けた場合には、その2回の警告は累積に

加算しない。

(1)1チームの最大試合数が9試合以下の競技会の場合 :

警告の累積が 2回に及んだ選手は、当該競技会の次の 1試合を出場停止処分

とする。

(2)1チームの最大試合数が 10試合以上 19試合以下の競技会の場合 :

警告の累積が 3回に及んだ選手は、当該競技会の次の 1試合を出場停止処分

とする。

(3)1チームの最大試合数が 20試合以上の競技会の場合 :

警告の累積が 4回に及んだ選手は、当該競技会の次の 1試合を出場停止処分

とする。

2.前項各号の場合において、当該競技会で警告の累積による出場停止を繰り返した

場合には、2回 日以降については、2試合の出場停止処分とする。

3.警告の累積による公式試合の出場停止処分は、同一競技会 (大会規程等により同
一競技会とみなされるものを含む。以下同じ)のみに適用されるものとし、他大

会に影響しない。
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【例】(1)の競技会では、2回目で 1試合、4回 日で2試合、6回 日で2試合の

出場資格停止となる。

第3条 〔出場停止処分の適用範囲〕

1.選手、監督、コーチ、役員、職員その他の関係者 (以下、「選手等」という)が

出場停止処分を受けた場合、フィール ドのほか、ベンチ、ロッカールーム等の区

域 (ADカー ド等の入場証が使用される競技会の場合、そのカー ド等によつて立

ち入りが制限される区域)に立ち入ることはできないものとする。

2.出場停止処分を受けた選手等は、観客席で試合を観戦することができるが、携帯

電話等の機器を使用する等の一切の方法により他の選手等へ指示・助言等を行う

ことはできないものとする。

第4条 〔退場による公式試合の出場停止処分の消化対象試合について〕

退場による公式試合の出場停止処分は、同一競技会における直近の試合に適用され

るものとする。処分が複数試合の場合は、順次、当該同一競技会におけるその次の試

合において適用されるものとする。

第 5条 〔警告の累積による公式試合の出場停止処分と退場による公式試合の出場停止処分

の関係について〕

警告の累積による公式試合の出場停止処分と退場による公式試合の出場停止処分は

併科する。この場合、退場による公式試合の出場停止処分を先に消化するものとする。

第6条 〔同一競技会にて消化しきれなかつた出場停止処分の持ち越し〕

1.第 4条による出場停止処分が、同一競技会において消化しきれなかつた場合、残存

の出場停止処分は、当該出場停止処分を受けたチームが出場する直近の公式試合に

おいて、その処分を消化するものとする。

2.前項に従う、残存の出場停止処分の存否の情報についての異なる競技会間の伝達に

関しては、当該処分の通知を受けた選手等及びその所属するチームが連帯して責任

を負うものとする。

3.第 1項に違反して試合に出場した場合、当該選手等及びその所属チームに対し本規

程に従い懲罰を科すものとする。

第7条 〔選手の移籍に伴う出場停止の消化〕

1.出場停止処分が未消化の状態で他のチームヘ移籍 (学校のチームに所属する選手が、

卒業によつて新たなチームに所属変更する場合を含む)した選手については、移籍先

のチームにて未消化の出場停止処分を消化するものとする。
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2.前項に従う、残存の出場停止処分の存否の情報についての伝達に関しては、当該
処分の通知を受けた選手等、その移籍元チーム及び移籍先チームが連帯して責任を

負うものとする。

3.第 1項に違反して試合に出場した場合、当該選手等に加え、その移籍元チーム若
しくは移籍先チーム、又はその双方に対し本規程に従い懲罰を科すものとする。

第 8条 〔出場停止処分の消化に関する特別規定〕

第4条の規定にかかわらず、出場停止処分の消化に関するJリ ーグにおける取扱い

については、別途 Jリ ーグが定めるところによる。

第9条 〔複数のチームで競技会に出場する場合の退場による公式試合の出場停止処分の消

化〕

選手等が、複数のチーム (選抜チームや年齢制限付チーム等)にて競技会に出場する場

合も前各条が適用され、出場停止処分は同一競技会にて順次消化されるものとする。この

場合、一方のチームの選手として受けた出場停止処分は、当該チーム以外のチームの出場

には影響しないものとする。

第 10条 〔試合が中止等となつた場合の懲罰の消化〕
1.試合がいずれのチームの責にも帰すべからざる事由により開催不能又は中止とな
つた場合には、当該試合中に出された警告・退場・退席の処分は効力を失わない

ものとする。

2.試合が一方又は両方のチームの責に帰すべき事由により開催不能、中止、無効試
合又は没収試合となつた場合には、当該試合中に出された警告・退場・退席の処

分の効力については次のとおりとする。

(1)再試合を実施する場合には、退場・退席の処分は有効とし、警告の処分は効力を

失うものとする。

(2)再試合を実施しない場合及び没収試合の場合には、責に帰すべき事由のあるチー

ムが受けた処分のみ有効とし、両方のチームに責に帰すべき事由がある場合には

両チームの受けた処分を有効とする。

3.出場停止処分が試合数をもつて科されている場合には、開催不能、中止、無効試

合又は没収試合となつた試合については、出場停止試合に算入する。但し、試合

が開催不能、中止、無効試合又は没収試合となつたことにつき責に帰すべきチー

ム及び選手等に対しては、出場停止試合に算入しないものとする。

第 11条 〔競技規則と懲罰基準の関係〕

競技規則及び懲罰基準については、下表に従い、読み替えて運用する。
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競技規則と懲罰基準 (JFA基本規程 〔別紙 1〕 競技及び競技会における懲罰基準)の対比

〔警告〕 2004.6.20 正

2004.6.20

競技規則 懲罰基準

1-1 (5) 不正な行為

:-1 (6) 反スポーツ的な行為 (シミュレーションを含む)

1-1 (7) 策略的な行為 (露骨なハンド等)

反スポーツ的行為を犯す

1-1 (9) その他スポーツマンらしくない行為

(観客への無礼な仕種、

差別発言その他の差別的行為等を含む)

1-1 (3) 主審、副審の判定に対する非難、抗議等言葉又は行動によつて異議を示す

1-1 (4) 主審、副審、他の競技者、その他競技に立ち会つている

人々に対する非難

繰り返し競技規則に違反する 1-1(1) 反則行為

プレーの再開を遅らせる 1-1 (7) 策略的な行為 (時間稼ぎ等)

コーナーキック、又はフリーキックでブ

レーを再開するとき、規定の距離を守ら

ない

1-1 (7) 策略的な行為 (時間稼ぎ等)

主審に無断で一時的にフィールドを離れる行為主審の承認を得ずに意図的にフィール

ドに入る、又は復帰する

1-1 (8)

主審の承認を得ずに意図的にフィール

ドから離れる

1-1 (8) 主審に無断で一時的にフィールドを離れる行為

※ ラフプレー (上記 7項目に加え審判報告

書の警告理由に加えられている)

1-1 (2) 危険な行為

競技規則

著しく不正なプレーを犯す 2-1(1) 著しい反則行為

|

1最低 1試合

2-1(3) 乱暴な行為

|

1最低 1試合

2-2 選手等に対する暴行・脅迫及

する挑発行為

|

び一般大衆に対1最低

|

2試合及び罰金

主審及び副審に対する傷害の意図のない

乱暴な行為

|

1最低

|

4試合及び罰金2-5

2-3 選手等に対する著しい暴行・脅迫 (乱闘、

嘩等を含む)

|

喧1最低

|

6試合及び罰金

乱暴な行為を犯す

2-6 主審及び副審に対する暴行・脅迫

|

1最低 6ヶ月及び罰金
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相手競技者あるいはその他の

者につばを吐きかける

2-3 選手等に対してつばを吐きかける行為

|

1最低

|

6試合及び罰金

2-7 主審及び副審に対してつばを吐きかける

為

|

行1最低

|

12ヶ 月及び罰金

競技者が意図的に手でボール

を扱つて、相手チームの得点、

あるいは決定的な得点の機会

を阻止する

2-1(1) 著しい反則行為 1最低 1試合

フリーキックあるいはペナル

ティキックとなる違反で、ゴー

ルに向かっている相手競技者

の決定的な得点の機会を阻止

する

2-1(l) 著しい反則行為 最低 1試合

攻撃的な、侮辱的な、あるいは

下品な発言や身振りをする

2-1(5) 他の競技者、その他の競技に立ち会ってい

人々に対する侮辱

|

る1最低 1試合

|

2-4 主審及び副審に対する侮辱又は公然の

名誉毀損行為

l

1最低 2試合
|

|

同じ試合の中で二つ目の警告

を受ける

2-1(6) 警告を与えられた後、さらに不正な行為

り返す

|

を繰1最低 1試合

|

2-1(8) 策略的な行為を繰り返す

|

1最低 1試合

(参考資料 1)事情聴取での必要な情報

1.大会名等
・ X県選手権 P地区予選 トーナメント第 3回戦 (出場 16チーム)、 a対 f

2.日時、場所、ピッチコンディション等の条件

・1999年 M月 D日  13:35キ ックオフ 前半25分頃
・ X県総合競技場、芝生 (一部はげ)、 前日の雨により滑りやすかつた

3.案件に関わつた人の名前、所属等
・主審 ;R(チーム r、 3級)、 副審 :S(チーム r、 4級 )、 T(チーム r、 3級 )
・A選手 (チームa)、 F選手 (チーム f)

・会場責任者 (等の客観的第二者);M(X県 P地区社会人連盟事務局)
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4.審判報告書、審判報告書 (重要事項)
・主審が記入し、署名のあるもの (退場があった場合、審判は審判報告書 (重要事項)

に詳細に記入して報告しなければならない)

5.案件の客観的事実とそれを確認した人
・詳細かつ客観的な事実 (選手役員のとつた行動、発言した内容等を、それぞれ具体

的に記載し、個別に誰が確認したかも明記する)

・案件の背景 (事実上の決勝戦、前回の対戦でも小競り合いがあつた)

・確認した人は客観的に事実を見ることの出来た第二者であることがのぞましい

6.事情聴取を実施した日付等
・事情聴取担当者 ;N(X県規律委員長)、 0(同委員)、 P(同委員、P地区規律
委員長)

7.事情聴取の結果
・客観的な事実でない場合 (主審Rはそう聞いた、副審 Tにはそう見えた)や、それ

ぞれで意見が分かれる場合 (副審Sは「タックルされた」が選手 Fは「近づきすぎ

て接触した」)はその発言者名を明記し、個別に記載する

・「覚えていない」というような場合では、その旨を明記する

・報告書が出来た段階で、意見が記載の通りで間違いが無いかを当事者に直接確認す

る

8.処分案
・ 6ヶ 月以上の処分を課す方針となつた場合には、本委員会に即刻報告し、本協会の

規律委員会又は裁定委員会が最終決定を行う

・その際、被処分者には確認がなされるまで暫定的な処分であることを通知する

9.その他の特記事項
・情状酌量に値する事項等については、客観的事実を具体的に記載する

(参考資料2)不服申立手続きに関する書類の送付先

く本規程第35条 関連>

【不服申立を行う場合の不服申立書及び理由書の送付先】

〒113-8311

東京都文京区本郷サッカー通り (3-10-15) JFAハ ウス

公益財団法人日本サッカー協会 不服申立委員会事務局
FAX: 03-3830-2005

※郵送 (必着)又は FAXに て送付のこと
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プロサッカー選手の契約、登録及び移籍に関する規則

本規則は、プロサッカー選手の契約、登録及び移籍に関して定めた規則であり、公益財団法人日本

サッカー協会 (以下「本協会」という)基本規程のこれらに関する条項を補完するものである。本協
会に加盟又は登録するすべてのクラブ又はチーム及び選手は、本規則を遵守しなければならない。

1.プロ契約制度

1-1対 象
本協会に登録するすべての選手を対象とする。

1-2プ ロ選手
① 本規則においてプロ選手とは、その所属クラブとの書面による契約を有しており、当該選手の

サッカー活動の対価として当該選手が被る費用を実質的に上回る支払いを受ける者をいう。

② プロ選手は、次の各号の事項を遵守しなければならない。

(1)満 16歳以上で、かつ、本協会の加盟チームに所属し、本協会の認定を受けていること
(2)本協会及び選手の所属するクラブの加盟するリーグ又は連盟等の統括組織 (以下総称して

「加盟リーグ等」という)が自らのために広告・宣伝活動を行う場合は、原則として無償で
協力すること

(3)国内・国外を問わず、本協会主催以外の試合に出場する場合は、事前に本協会の承認を得る

こと

(4)競技会の会場においては、本協会又は「加盟リーグ等」の承認なくしては、いかなる広告・

宣伝活動も行わないこと

③ 契約の最長期間は5年間とする。ただし、18歳未満の選手は最長3年間とする。
④ 契約の最短期間は、原則として、当該契約の効力発生日からシーズン終了時までとする。

⑤ 契約の効力は、医学上の検査が良好であること、又は、査証等選手の就業に関する行政による

認可の可否を条件としてはならない。

⑥ プロ選手は、同一期間について二つ以上の契約を締結してはならない。

⑦ いかなるチームも、その契約の相手方又は第二者に対して、選手の役務提供もしくは移籍に関

連する事項又はチームの独立性、方針もしくは運営に関連する事項に影響を及ぼす力を付与す

る条項を含む契約を締結してはならない。

③プロ契約を締結した選手は原則として登録しなければならない。

1-3プ ロA契約・プロB契約  ([別紙]表-1参 照)
① 契約締結条件

次のいずれかを満たすことをプロA契約及びプロB契約の締結条件とする。
(1)試合出場

◆   Jl  :  450分
◆   J2  :  900分
◆ J3・ JFL:1,350分
この場合において、試合出場時間は公式記録によるものとする。ただ し、出場時間が 1分未

満の場合は、 1分 としてカウン トする。 ([別紙]表 -2参 照 )
(2)プロC契約 3年経過
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② 対象となる試合

(1)リ ーグ別対象試合

◆  Jl  : リーグ戦、リーグカップ戦、スーパーカップ、天皇杯
◆  J2  : リーグ戦、リーグカップ戦、スーパーカップ、天皇杯
◆ J3・ JFL: リーグ戦、スーパーカップ、天皇杯
※1 天皇杯の出場実績は、Jl、 J2又はJ3`JFLに 所属するクラブの第1種チー
ムのメンバーとして出場した場合に限り、カウントする。

※2 JFLに加盟している大学チームに所属する選手の出場実績は、上記いずれの大会
においてもカウントしない。

※3 特別指定選手が上記のリーグ別対象試合にJク ラブの選手として出場した場合、プ
ロA契約及びプロB契約締結条件の出場実績としてカウントする。

(2)Jlの対象試合と同様にカウントする試合及び大会
◆ 日本代表Aマッチ (FIFAが認定する代表チーム同士の試合)
◆ オリンピックサッカー競技及びオリンピックサッカー競技アジア地区2次予選、最終予選

◆ アジア競技大会

◆ FIFA U-20ワ ール ドカップ本大会

◆ AFCチャンピオンズリーグ
◆ 上記以外にFIFA又 はAFCが主催するチャンピオンクラブを出場対象とした大会
(3)その他本協会が認めた試合

(4)海外のプロリーグ

海外のプロリーグにおける実績評価については、別途定めるものとする。

③ 試合出場時間換算方法

移籍及びクラブの昇降格により選手の所属するリーグが変更となる場合、既に出場している時

間は、次のように換算する。

(1)Jl から J2 へ変更の場合   :Jl  での出場時間を 2.0倍  :こ換算
(2)Jl から J3・ JFLへ 変更の場合 :Jl  での出場時間を 3.0倍 に換算
(3)J2 から J3・ JFLへ 変更の場合 :J2 での出場時間を 1.5倍  :こ換算
(4)J2 から Jl へ変更の場合   :J2 での出場時間を 1/2 に換算
(5)J3・ JFLか ら Jl へ変更の場合 :JFLで の出場時間を 1/3 に換算
(6)J3・ JFLか ら J2 へ変更の場合 :JFLで の出場時間を 2/3 に換算
④ プロA契約の報酬
(1)プロA契約の基本報酬は年額 460万 円以上とする。原則としてその他の制限はないが、初
めてプロA契約を締結する場合に限り、その基本報酬は年額 670万 円を超えてはならず、
変動報酬は本制度の主旨を逸脱しない範囲で設定しなければならない。年度 (2-l⑤に定
めるもの。以下「年度」という)途中でプロA契約に変更した場合には、当該年度の残存期
間における契約が年額670万円の制限対象となる。なお、以下本規則における金額の表示
については、別段の定めがない限り、全て消費税を除くものとする。

(2)プ ロC契約締結時にプロA契約 2年目以降の報酬について約束してはならない。

⑤ プロB契約の報酬
(1)プ ロB契約の基本報酬は年額460万円を超えてはならない。
(2)プ ロB契約においては変動報酬は自由に設定できる。ただし、出場プレミアムを設定する場
合は1試合あたり47, 620円 以下とする。

1-4プロC契約  ([別紙]表-1及び図-1参照)
① プロC契約の締結
1-3①の試合出場時間を満たしていないアマチュア選手又は社員選手がプロ契約を締結す
る場合、必ずプロC契約を締結しなければならない。
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② 契約可能期間

(1)プロC契約を締結できる期間は、アマチュア選手又は社員選手が初めてプロC契約を締結し

てから3年間とする。3年を経過した後に引き続きプロ契約を締結する場合は、プロA契約

又はプロB契約を締結しなければならない。

(2)プ ロC選手が契約3年未満で他のクラブヘ移籍する場合、それまでのプロC契約経過年月日

は移籍後も引き継がれるものとする。

③ プロC契約の報酬
(1)プロC契約の基本報酬は年額460万円を超えてはならない。
(2)プロC契約においては変動報酬は出場プレミアム及び勝利プレミアムに限り設定すること

ができる。ただし、出場プレミアムは 1試合あたり47,620円 以下とし、勝利プレミア
ムはクラブにおけるプロA契約の勝利プレミアムの最低金額を上回ってはならず、本制度の

主旨を逸脱するものであつてはならない。

1-5外 国籍選手
① 登録数

外国籍選手の登録可能人数に関しては以下のとおり定める。

(1)Jリ ーグ以外のチーム

プロ契約を締結した外国籍選手の登録は 1チームにつき3名以内とする。ただし、下記イ

又は口に該当する場合は、この3名 を超えて登録できるものとするが、いずれの場合も、外

国籍選手の登録人数の総数は5名 を超えてはならない。

イ.アマチュア選手
口.プロC契約でかつ、当該登録年度の2月 1日の前日における年齢が 20歳未満の選手
(2)Jl及びJ2のチーム
プロ契約を締結した外国籍選手の登録は 1チームにつき3名以内とする。ただし、下記イ、

日、ハ又は二に該当する場合は、この3名 を超えて登録できるものとするが、いずれの場合

も、外国籍選手の登録人数の総数は5名 を超えてはならない。

イ.アマチュア選手
口.プロC契約でかつ、当該登録年度の2月 1日 の前日における年齢が20歳未満の選手
ハ.アジアサッカー連盟 (AFC)加盟国の国籍を有する選手 (ただし1名のみ)
二.Jリ ーグが別途定める国の国籍を有する選手

(3)J3の チーム

外国籍選手の登録は 1チームにつき 2名 以内とする。ただし、Jリ ーグが別途定める国の

国籍を有する選手 1名 については、この 2名 を超えて登録できるものとする。

② 登録数の例外措置

(1)アマチュア又はプロC契約の外国籍選手が年度途中でプロC契約以外の契約に移行する場

合、外国籍選手の登録人数の関係においては、当該選手は、その年度に限り、引き続きアマ

チュア又はプロC契約の外国籍選手とみなすことができるものとする。ただし、その場合、

事前に所属するリーグに承認を得るものとする (「外国籍選手枠 対象外認定申請書」(書式

F)により申請)。
(2)ケガ、疾病等により年度中の復帰が不能と認められた選手については、事前に所属するリ

ーグの承認を得た場合 (「外国籍選手 登録抹消申請書 (契約を保持したままの抹消の場合)」

(書式J)により申請)、 その年度に限り、プロ契約を保持したまま登録を抹消することが
できる。ただし、当該選手はその年度内において再ぴ登録することはできない。

③ 契約書式

クラブは、外国籍選手とプロ契約を締結する場合、統一契約書式又はそれに準じる契約書式に

より契約を締結しなければならない。
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④ 外国籍選手とプロC契約を締結する際の注意事項
本条①及び②に規定されるプロC選手の登録に関する優遇措置は、実績のない若年層選手と契
約することを容易にするために例外的取扱いとして認められたものである。よって、その契約の
ために契約金・移籍補償金・その他多額の経費を要するものであってはならない。

1-6選手の登録数  ([別紙]表-1参照)
① プロA選手の登録数
(1)選手登録できるプロA選手は、第 2種 (ユース)登録選手も含め、クラブ全体で25名以内
(以下「25名枠」という)と する。
(2)外国籍選手は「25名枠」の対象とする。ただし、外国籍のアマチュア選手及びプロC選手
は除く。

(3)AFCチ ヤンピオンズリーグに出場するクラブは、当該年度に限り、プロA契約選手の「2
5名枠」を「27名枠」とする。

② プロA選手以外の登録数
プロB選手、プロC選手、社員選手及びアマチュア選手の登録数には制限がないものとする。
③ 「25名枠」の例外

(「プロA契約25名枠 対象外認定申請書」(書式G)に より所属リーグに申請)
(1)年度途中のプロA契約への変更
アマチュア又はプロC選手が年度途中でプロA契約に移行した場合は、その年度に限り「2
5名枠」の対象外とする (外国籍選手も同様)。 プロB選手が年度途中でプロA契約に移行し
た場合は、「25名枠」の対象とする。
(2)自クラブの育成組織出身及び在籍選手

自クラブの第 3種又は第 2種の育成組織のチームに3年以上在籍した選手は、同クラブの
チームに在籍する場合、「25名枠」の対象外とする。ただし、外国籍選手はこれに含まない。
在籍期間が 1年を超え、超えた期間が 1年に満たない場合は、当該超過期間は、本条の関係
では、 1年とみなして計算する。

(3)ケガ・疾病等

ケガ・疾病等により年度中の復帰が不能と認められた選手は、その年度は「25名枠」の
対象外とする (ただし、医師の診断書を必要とする)。

(4)海外研修からの帰国

海外研修している選手が所属リーグに事前に通知し日本の年度途中に帰国し再登録する場

合、その年度に限り「25名枠」の対象外とする。ただし、年度最初の公式試合前に帰国し
た場合は、「25名枠」の対象とする。
(5)期限付移籍の選手

期限付移籍の選手は、移籍先クラブでは「25名枠」の対象とし、移籍元クラブでは対象外
とする。

(6)「 25名枠」の対象外となつているプロA選手が他のクラブヘ移籍する場合、移籍先クラブ
においては「25名枠」の対象となるものとする。
(7)その他

上記のいずれにも該当しない場合は、Jリ ーグ理事会でその措置を決定する (JFLに も
関係する場合は、本協会理事会で決定する)。

1-7他 のクラブの育成組織の選手への接触
① 育成組織の選手の育成及びプロ契約締結に関する妨害の禁止

クラブによる当該クラブの育成組織の選手の育成及びプロ契約締結については、他のクラブは
それを妨げてはならない。
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② クラブの承諾
クラブが他のクラブの育成組織の選手へのスカウト活動を行う場合は、活動を始める前に必ず
当該選手が所属するクラブの承諾を得なければならない。

1-8契 約更新 ([別紙]図 -2及び図-3参 照)
① 他のクラブとの契約

他のクラブに在籍するプロ選手との間でプロ選手としての契約を締結しようと意図している

クラブは、当該プロ選手との交渉に入る前に書面により当該プロ選手がその時点で在籍するクラ
ブに通知しなければならない (「他クラブ在籍プロ選手との契約交渉開始に関する通知」(書式 1)

により通知。写しを所属リーグに提出)。 当該プロ選手は、当該プロ選手のその時点のクラブと

の契約期間が満了したか、又は期間満了前 6ヶ月間に限り、他のクラブと契約を締結することが
できるものとする。かかる規定に違反したクラブ又は選手に対しては、以下の懲罰が科されるこ

とがある。

(1)違反当事者がクラブの場合 :最大 2つの登録ウインドー期間について、新たな選手の追加
登録の禁止

(2)違反当事者が選手の場合 :最大 6ヶ 月の出場停止処分

② クラブから選手への契約更新通知

クラブは、その所属選手に対し、新たな契約を締結する意思及びその契約条件を「契約更新に
関する通知書」(書式A)により、遅くとも以下の期日までに通知しなければならない。
(1)1月 1日から1月 31日の間に契約期間が満了する契約を締結している場合 :リーグ戦が
終了した日の翌日から5日後まで

(2)(1)以外の日を期間満了日とする契約を締結している場合 :契約期間満了の2週間前まで
③ クラブと選手の契約交渉

クラブは、上記②の通知後すみやかに選手との交渉の場を設定し、以下の期日までに新たな契
約の条件についての交渉を終えなければならない。当該期日までに更新通知に対する選手からの

回答がなかつた場合、選手は、契約更新を承諾したものとみなされる。

(1)1月 1日から1月 31日の間に契約期間が満了する契約を締結している場合 :12月 31
日まで

(2)(1)以外の日を契約期間満了日とする契約を締結している場合 :契約期間満了日まで
④ 選手契約の締結

クラブと選手が新たな契約の条件について合意した場合、両当事者は、すみやかに当該契約を
締結し、クラブは、その写しを所属リーグに提出しなければならない。

⑤ 最終提示額証明書の発行

クラブと選手との交渉が決裂し、契約を更新しないことが確定した場合、クラブは、当該選手
に対し、交渉の場において最終的に提示した報酬額を明記した「最終提示額証明書」(書式C)

をただちに発行し、同書類を所属リーグに提出しなければならない。

⑥ 移籍リストヘの登録

(1)上記③にて定められた期日までにクラブと選手との交渉が決裂して契約更新しないことが

確定した場合、クラブは、ただちに当該選手を移籍リストに登録しなければならない。
(2)上記③にて定められた期日までに契約更新の最終合意に至らなかつた場合であつて、選手に

契約更新の意思があるときは、選手とクラブの合意があれば、移籍リストヘの登録を延期す
ることができる。

(3)移籍リストヘの登録申請は「移籍リスト登録申請書」(書式第14号)により行う。
(4)移籍リストに登録された選手は、上記①号に定める通知を行うことなしに、自由に他クラブ

と契約することができる。

(5)移籍リストに登録された選手に関して、当該選手がいずれかのクラブと契約を締結した場合
もしくは引退を表明した場合、又は当該選手が移籍リストからの抹消を希望した場合、クラ
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ブは当該選手を移籍リストから抹消するための申請を「移籍リスト登録申請書」(書式第14

号)により行うものとする。
(6)(5)にかかわらず、選手が移籍リストに掲載された日より8か月が経過した場合、当該選手

は移籍リストから自動的に抹消されるものとする。

② プロA契約を更新又は締結する場合の特記事項

クラブとの交渉が決裂し移籍リストに登録されたプロA選手は、当該クラブから申し入れがあ
つた場合に限り、当該クラブと再度交渉することができる。その場合、クラブは、当初提示した

報酬額 (最終提示額)よ りも減額した額を提示することができる。

③ プロB契約を更新する場合の特記事項
プロB契約の更新の場合、クラブは、選手と契約条件の交渉中であっても、当該選手が希望す

れば、ただちに移籍リストに登録しなければならない。その場合、クラブの当該選手に対する契

約締結義務は消滅する。また、当該選手は、移籍リストに登録後もクラブと交渉を続けることが

できる。その場合、クラブは、当初提示した報酬額よりも減額した額を提示することができる。

⑨ プロC契約を更新する場合の特記事項

(1)ク ラブがプロC契約を締結している選手に対し前年を下回る契約条件の更新通知をした場

合、更新手続きは、プロB契約を更新する場合 (上記①から⑥まで及び③)と同様とする。

(2)プロC契約3年が経過し、同時に契約期間も満了する場合の手続きは、次の通りとする。

イ.プロA契約に更新する場合の手続きは、プロA契約を更新する場合 (上記①から⑦まで)

と同様とする。

口.プロB契約に更新する場合の手続きは、プロB契約を更新する場合 (上記①から⑥まで

及び③)と同様とする。

1-9契 約更新しない場合の手続き ([別紙]図 -2及び図-3参 照)
① クラブから選手への通知

クラブは、契約を更新しない場合は、選手に対し、1-8②に定める期日までにその旨を「契
約更新に関する通知書」(書式A)に より通知しなければならない。
② 移籍リストヘの登録

クラブは選手への通知後、ただちに、当該選手を移籍リストに登録しなければならない。

1-10プ ロC選手の契約変更
プロC選手が契約期間満了前にプロA契約締結条件を満たした場合の手続きは、次のとおりと

する。また、プロB契約からプロA契約への変更は、クラブと選手の合意があれば随時行うこと

ができる。ただし、1-6③にいう「25名枠」の例外に当てはまらない場合、当該選手は「2
5名枠」の対象とする。

① クラブから選手への契約変更通知

(1)プ ロC選手が契約期間満了前にプロA契約締結条件を満たした場合、クラブは、選手に対し、

条件を満たした試合日の翌日から3日以内に、プロA契約又はプロB契約への変更及びその

契約条件を「契約変更に関する通知書」(書式E)により通知しなければならない。
(2)(1)にいう契約の条件は、プロC契約時の契約条件を下回ってはならない。

② クラブと選手の契約交渉

(1)プロC選手が上記①にいう変更通知を受け取つた日の翌日から起算して原則として7日間

をクラブと当該選手との交渉期間とする。

(2)プ ロC選手及びクラブは、契約形態をプロC契約からプロA契約又はプロB契約に切り替え

るものとする。

③ 契約日

クラブとプロC選手が新たな契約に合意した場合、その契約の効力発生日は、当該選手がプロ

A契約締結条件を満たした試合日の翌日であるものとする。
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1-11契 約変更月の報酬の計算方法 ([別紙]図 -4参 照)
① 契約変更月の基本報酬の考え方 (図-4)
契約変更月の基本報酬は、契約日を起点に新・旧の報酬をそれぞれ日割り計算する (当月暦日

数による)。

② 新・旧報酬の差額の支払い

契約の合意が、当月の報酬の支払いに間に合わなかった場合は、翌月にその差額を支払う。

1-12プ ロB契約からプロA契約に変更する場合の手続き
プロB契約からプロA契約に変更する場合の手続きは、プロA契約を更新する場合 (1-8①か
ら⑦まで)と 同様とする。

1-13プ ロA契約からプロB契約に変更する場合の手続き
プロA契約からプロB契約に変更する場合の手続きは、プロB契約を更新する場合 (1-8①か
ら⑥まで及び③)と 同様とする。

2.登録

2-1本 協会への登録
① 登録

クラブは、本協会、地域サッカー協会及び都道府県サッカー協会が主催する試合並びにJリ ー

グを含む本協会の下に置かれる各種連盟が主催する試合に参加するために、チーム及びその所属

選手を本協会へ登録しなければならない。

② 加盟チームの種別

本協会に加盟登録するチームは、以下のとおり種別される。

(1)第 1種 : 年齢を制限しない選手により構成されるチーム

(2)第 2種 : 18歳未満の選手により構成されるチーム。ただし、高等学校在学中の選手に
は、この年齢制限を適用しない。

(3)第 3種 : 15歳未満の選手により構成されるチーム。ただし、中学校在学中の選手には、
この年齢制限を適用しない。

(4)第 4種 : 12歳未満の選手により構成されるチーム。ただし、小学校在学中の選手には、
この年齢制限を適用しない。

(5)女 子  : 女子の選手により構成されるチーム。ただし、12才未満の選手は、第4種チ
ームに登録するものとする

(6)シエア : 40歳以上の選手により構成されるチーム
上記に定める年齢は、当該年度開始日の前日 (3月 31日 )現在の年齢とする。
③ 選手の登録区分

(1)本協会に登録する選手は、アマチュアとプロに区分される。

(2)年度の初めにプロの選手として登録する場合、次の書類を本協会に提出し、2-l④の申請
料を支払う。

イ。「選手登録区分申請書」(書式第 1号 )
口.選手契約書の写し (Jク ラブはJリ ーグに提出する。本協会はJリ ーグからこれを受け取
り、保管する。)

(3)年度の途中にアマチュアからプロに変更する場合、次の書類を本協会に提出し、2-l④の
申請料を支払う。

イ.「選手登録区分申請書」(書式第 1号 )
口。選手契約書の写し (Jク ラブはJリ ーグに提出する。本協会はJリ ーグからこれを受け取
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り、保管する。)

(4)プロからアマチュアに変更する場合、「選手登録区分申請書」(書式第 1号 )を本協会に提出

し、2-l④の申請料を支払う。
④ 選手登録区分申請料

選手は、次に定める選手登録区分申請料を本協会に支払わなければならない。

(1)プロ選手 :各年度あたり10, 000円
(2)アマチュア選手からプロ選手への区分変更 :1回あたり10, 000円
(3)プ ロ選手からアマチュア選手への区分変更 :1回あたり5, 000円
⑤ 登録年度 (登録有効期間)

(1)Jリーグ又はJFLの第1種チーム及び所属選手 :2月 1日から翌年 1月 31日までの 1
年間

(2)上記 (1)以外のチーム及び所属選手 : 4月 1日 から翌年 3月 31日 までの 1年間
⑥ Jリーグ及びJFLの第1種チーム及び選手の登録手続き
(1)ク ラブは、本協会が指定した申請期日までに、チームの「継続登録申請」及び「追加登録申

請」を行う。

(2)ク ラブは、都道府県サッカー協会が定める登録料 (分担金)を同協会に支払う。
(3)都道府県サッカー協会は、上記申請に不備がないことを確認し、承認する。

(4)プ ロ選手を登録する場合は、2-l③ (2)に定めるところによる。
② その他のチーム及び選手の登録手続き

(1)ク ラブは、毎年所属都道府県サッカー協会の指定する期日までに、保有するチームの「継続

登録申請」を行う。

(2)ク ラブは、都道府県サッカー協会が定める登録料 (分担金)を同協会に支払う。
(3)都道府県サッカー協会は、上記申請に不備がないことを確認し、承認する。

(4)プ ロ選手を登録する場合は、2-l③ (2)に定めるところによる。
(5)本協会主催の競技会に参加するためには、上記(1)から(3)までにかかわらず、その競技会が

定める期日までに登録手続きを完了し、本協会の承認を得なければならない。

③ 外国籍選手の登録

(1)外国のサッカー協会に登録している外国籍選手を登録する場合は、5-l②に基づき手続き
を行う。

(2)外国のサッカー協会に登録していない外国籍選手を日本で初めて登録する場合、クラブは次

の書類を本協会に提出しなければならない。

イ。「外国籍選手登録申請書 (外国で登録していなかつた選手)」 (書式第 7号 )
口.在留カー ド (又は特別永住者証明書)若 しくは住民票の写し

⑨ 本協会基本規程第76条に該当する選手の登録
(1)日 本で生まれ、次のいずれかに該当する選手は、日本国籍を有しない場合でも、外国籍選手

とはみなさない。ただし、 1チームにつき1名 に限る。

イ.学校教育法第 1条に定める学校において、教育基本法第 5条に定める義務教育中の者又は
義務教育を終了した者

口.学校教育法第 1条に定める高等学校又は大学を卒業した者
(2)外国籍扱いしない選手を登録する場合、クラブは、次の書類を本協会に提出し、理事会の承

認を得なければならない。

イ。「外国籍選手登録申請書 (第76条に該当する選手)」 (書式第 8号 )
口。在留カー ド (又は特別永住者証明書)若 しくは住民票の写し

⑩ シーズン

(1)シーズンは、各チームが属するリーグの最初の公式試合の日から最終の公式試合の日までの

期間とする。

(2)Jリーグ又はJFLの第 1種チームについては、選手は、1つのシーズンにおいて最大3つ
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のチームに登録されることができる。この期間中、選手は、最大 2チームのために公式試合
に出場する資格を有する。

(3)選手は、同期間中に同じ国内選手権 (リーグ戦は除く)あるいはカップ戦において2チーム

以上のために公式試合に出場してはならず、個々の競技会規則を遵守しなければならない。

① 登録ウインドー

(1)Jリ ーグ又はJFLの第1種チームについては、選手は、本協会が定めた年2回の移籍を認
める期間 (以下「登録ウインドー」という)においてのみ登録されることができる。
(2)年 2回の登録ウインドーは以下の通り定められ、本協会がFIFAに報告するものとする。
イ.初回の登録ウインドーは、シーズンの終了後に始まり12週間を超えない。
口.2回 目の登録ウインドーは、シーズン中に設定され、4週間を超えない。
(3)上記 (1)に関して、選手は、登録ウインドー中に当該チームから本協会に対し有効に登録申

請がなされた場合に限り、登録されることができる。

(4)本条の規定は、アマチュア選手が主として参加することを意図した大会には適用されない。
かかる大会については、関連する大会におけるスポーツ上の秩序を十分配慮したうえで、個

別に登録されるべき期間が設定されるものとする。

⑫ 登録ウインドーの例外

(1)①にかかわらず、登録ウインドーの終了前に契約が終了したプロ選手は、当該登録ウインド
ー終了後においても登録されることができるものとする (「登録ウインドーの適用例外に関

する申請書」(書式 H-1)により本協会に申請)。

(2)ゴールキーパーの選手であり、かつ、当該追加登録を望むチームに既に登録されている他の
ゴールキーパーの選手について、怪我等により試合に出場することができない特別な事情が

あり、かつ、所属リーグが認めた場合は、①にかかわらず、登録ウインドー外においても登

録されることができるものとする (「登録ウインドーの適用例外に関する申請書」(書式 H-2)

により所属リーグに申請)。

(3)以下のイからハに定める全ての条件を満たす期限付移籍 (「育成型期限付移籍」)については、

①にかかわらず、登録ウインドー外においても登録されることができるものとする (「登録

ウインドーの適用例外に関する申請書」(書式 H-3)により所属リーグに申請)。

イ.23歳以下の日本国籍を有する選手の期限付移籍であること (選手の年齢は、当該シー
ズンの2月 1日 の前日における満年齢とする)

口。当該期限付移籍契約の途中解約に関して移籍元チーム、移籍先チーム及び当該選手の三

者が予め合意していること

ハ.移籍元チームのリーグより下位のリーグのチームヘの期限付移籍であること
(4)本協会への選手登録を伴わない形式により当該チーム(Jリ ーグ又はJFLの第 1種チーム)
の選手として試合に出場する場合 (特別指定選手制度による場合、協会又はリーグの規程に

より当該チームの育成組織のチームに登録したまま当該チームの試合への出場が認められ

る場合等)は、①の適用対象とはならない。

2-2リ ーグヘの届出
チームが所属するリーグヘの選手、スタッフ等の届出は、それぞれのリーグが定める手続きに従
つて行う。

3.国内移籍

3-1移 籍の種類
① アマチュア選手がアマチュア選手として移籍する場合

アマチュア選手がアマチュア選手として移籍先クラブヘ移籍したい旨を申し出た場合、移籍元
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クラブは当該移籍を承諾しなければならず、かつ、名目のいかんを問わず、当該移籍に関し対価

を請求することはできない。

② プロ選手がアマチュア資格を再取得する場合

プロ選手がアマチュア資格を再取得するに際しては、いかなる対価も支払われないものとする。

当該プロ選手がアマチュアとしての資格を再取得した後30ヶ 月以内にプロ選手として再登録さ

れた場合には、当該選手の新たなチームは、本規則に従い「 トレーニング費用」又は「 トレーニ

ングコンペンセーション」を支払うものとする。

③ アマチュア選手がプロ選手として移籍する場合

アマチュア選手がプロ選手として移籍先クラブヘ移籍したい旨を申し出た場合、移籍元クラブ

は、当該移籍について異議を申し立てることができない。ただし、移籍元クラブは、本規則に定

められた「トレーニング費用」を請求することができる。

④ プロ選手がプロ選手として移籍する場合

(1)プ ロ選手との間でプロ選手としての契約を締結しようと意図しているクラブは、当該プロ選

手との交渉に入る前に書面により当該プロ選手がその時点で在籍するクラブに通知しなけ

ればならい (「他クラブ在籍プロ選手との契約交渉開始に関する通知」(書式 I)により通知。

写しを所属リーグに提出)。 当該プロ選手は、当該プロ選手のその時点のクラブとの契約が

期間満了したか、又は期間満了前 6ヶ 月間に限り、他のクラブと契約を締結することができ

るものとする。かかる規定に違反したクラブ又は選手に対しては、 1-8①に従い懲罰が科
される。ただし、7(「 トレーニングコンペンセーション」)の定めに従い、移籍元クラブは、

移籍先クラブに対して、「トレーニングコンペンセーション」を請求することができる。

(2)契約期間が満了した選手及び移籍リストに登録された選手の移籍に関しては、選手とクラブ

は、前項に定める通知を行うことなしに自由に交渉し、新たな契約を締結することができる。

(3)プ ロ選手契約の期間満了前であっても、移籍先クラブと移籍元クラブとが移籍にともなう補

償 (移籍補償金)につき合意し、かつ、当該選手も移籍を承諾した場合は、移籍を行うこと
ができる。

3-2移 籍補償金
① プロ選手がプロ選手として契約の期間満了前に移籍する場合、移籍元クラブは移籍先クラブに

移籍補償金を請求することができる。

② 移籍補償金の金額は、移籍元クラブと移籍先クラブの合意によつて決定する。

③ 上記②の合意がなく契約の期間満了前に移籍が行われた場合、違反当事者には以下の通り懲罰

が科されることがある。

(1)違反当事者がクラブの場合 :最大2つの登録ウインドー期間について、新たな選手の追加登

録の禁止。

(2)違反当事者が選手の場合:最大6か月の出場停止処分

④ 上記②の合意がなく当該移籍が行われた場合、違反当事者は賠償金を支払わなければならない。

当該賠償金の金額は本協会が指定するしかるべき紛争処理機関によつて決定されるものとする。

⑤ 別段の定めがない限り、移籍補償金又は賠償金の金額には一切の税金が含まれる。

⑥ 契約が満了した後の移籍については、移籍補償金は発生しない。

⑦上記④の定めにかかわらず、賠償金の金額は、選手と移籍元クラブの間の契約において予め規

定することができる。

3-3国内移籍の手続き
① 登録抹消申請

(1)移籍元クラブは「登録抹消申請」を行う。

(2)都道府県サッカー協会は、毎週水曜日の 12:00ま でにクラブから申請のあつた登録抹消
に対して、不備がないことを確認し、承認する。
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(3)本協会が最終確認の上、承認する。

② 移籍の申請 口承認

(1)移籍先クラブは、「追加登録申請」を行う。

(2)ク ラブは、都道府県サッカー協会が定める登録料 (分担金)を同協会に支払う。
(3)年度の初めにプロ選手が移籍する場合は、2-l③ (2)の定めるところによる。
(4)年度途中にプロ選手が移籍する場合、移籍先クラブは、選手契約書の写しを本協会に提出す

る (Jク ラブはJリ ーグに提出する。本協会はJリ ーグよりこれを受け取り、保管する)。

(5)プロ選手がプロ選手として移籍する場合、移籍先クラブ及び移籍元クラブは、次の書類を本
協会に提出する。

イ.移籍先クラブ
ロ「移籍補償金通知書」(書式第13-1号) ※当該移籍が原契約の期間満了前か満了後かにか
かわらず必ず提出

・移籍に関する合意書の写し (移籍補償金の金額が明示されたもの)※当該移籍が原契約の
満了前の場合に提出

口。移籍元クラブ
。原契約の中途解除に関する合意書等の写し ※当該移籍が原契約の期間満了前の場合に提出

(6)プ ロ選手がアマチュア選手として移籍する場合、移籍先クラブ及び移籍元クラブは、次の書

類を本協会に提出する。

イ.移籍先クラブ
・「選手登録区分申請書」(書式第 1号)(2-l④の申請料を支払う)
口.移籍元クラブ
・原契約の中途解除に関する合意書等の写し ※当該移籍が原契約の満了前の場合は提出
(7)都道府県サッカー協会は毎週水曜日の 12:00までにクラブから申請のあった移籍及び追
加登録に対して、不備がないことを確認し、承認する。本協会は、同週の金曜日に登録を承

認し、移籍先クラブ及び所属リーグヘ通知する。

4.国内の期限付移籍

4-1期 限付移籍の手続き
① 期限付移籍契約書の締結

期限付移籍を行う場合、移籍元クラブ、移籍先クラブ、選手の三者は、本協会所定の「期限付

移籍契約書」によって契約を締結する。

② 移籍先クラブと選手との選手契約の締結

(1)移籍先クラブと選手は、移籍元クラブと選手が締結している選手契約 (以下「原契約」とい

う)の期間内で、新たな選手契約 (以下「移籍先クラブ選手契約」という)を締結する。
(2)移籍先クラブ選手契約の種類は、原契約と同じ種類とする。

(3)移籍先クラブ選手契約の基本報酬は、原則として原契約と同条件とする。

(4)期限付移籍の最短期間は、本協会基本規程に定める2つの登録ウインドー間の期間とする。

③ 移籍手続き

移籍先クラブヘの移籍の手続きは、3-3と 同様とするが、移籍先クラブが「移籍先クラブ
選手契約」の写しを本協会に提出する際に、「期限付移籍契約書」の写しを添付しなければなら

ない。

④ 移籍元クラブヘの再移籍

(1)年度終了時に期限付移籍の期間が満了した場合、選手は自動的に移籍元クラブヘ再移籍され
る。

(2)年度途中に期限付移籍の期間が満了した場合、移籍先クラブは登録抹消手続きを行い、移籍
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元クラブは追加登録の手続きを行わなければならない。

(3)期間を延長する場合や完全移籍に変更する場合は、期間満了前に移籍元クラブ、移籍先クラ

ブ、選手の三者が合意し、署名、捺印した書面にて本協会へその旨を通知する。

(4)海外の期限付移籍については、上記 (1)から(3)までに定める限りではない。

⑤ 出場制限に関する取り決めの公表義務

期限付移籍の契約において、移籍元クラブとの試合における選手の出場について何らかの制

約条件を設ける場合、移籍先クラブはその条件を公表する義務を負う。

4-2期 限付移籍に関する補償金 (期限付移籍補償金)
① 期限付移籍補償金

選手の期限付移籍に関しては、移籍元クラブは、移籍先クラブに対し補償金 (以下「期限付移

籍補償金」という)を請求することができる。期限付移籍補償金の金額は、移籍先クラブと移籍

元クラブの合意によつて決定される。移籍先クラブは「期限付移籍補償金通知書」(書式第13-3

号)を本協会に提出するものとする。
② 期限付移籍の期間満了後における移籍先クラブヘの完全移籍の場合

期限付移籍期間満了後において選手が移籍先クラブに完全に移籍する場合、当該移籍が移籍元

クラブと選手との間の契約期間満了前であれば、3-2の定めに従い移籍補償金が発生する。移
籍元クラブと選手との契約期間が満了している場合には、移籍補償金は発生しない。

4-3原 契約の更新手続き
移籍期間中に原契約の更新手続きを行う時期が到来した場合、移籍元クラブが必要な更新手続

きを行う。ただし、4-2②にいう完全移籍が既に合意されている場合は、移籍先クラブが行う。

4-4期 限付移籍中の契約変更手続き
(1)移籍期間中にプロC選手がプロA契約締結条件を満たした場合、 1-10に基づき、移籍元
クラブがその手続きを行う。

(2)上記 (1)に より、原契約が変更された場合、移籍先クラブにおいても、移籍先クラブ選手契約

を同様に変更する。

5。 国際移籍

5-1海 外からの国際移籍の手続き
① 国際移籍証明書の発行

(1)移籍先クラブ (国内)は、当該国のサッカー協会に「国際移籍証明書」を発行させるために、

本協会に次の書類を提出し、申請料 (10,000円 +消費税)を支払う。
イ.「国際移籍証明書発行申請書」 (書式第 9号 )
口.選手の経歴書
ハ。選手契約書の写し

(2)本協会は、当該国のサッカー協会に「国際移籍証明書」発行依頼を打電する.

(3)当該国のサッカー協会は、当該移籍について移籍元クラブ (海外)へ確認後「国際移籍証明

書」を発行し本協会へ送付する。

② 移籍の申請・承認

(1)移籍先クラブは、「継続登録申請」又は「追加登録申請」を行い、次の書類を都道府県サッ

カー協会に提出する。

イ.「国際移籍選手登録申請書」(書式第6号 )
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口。「国際移籍証明書」の写し

ハ.パスポートの写し
二.在留カード (又は特別永住者証明書)若 しくは住民票の写し
ホ.在留資格が識別できる査証の写し (日本国籍を有する選手を除く)
(2)ク ラブは、都道府県サッカー協会が定める登録料 (分担金)を同協会に支払う。
(3)都道府県サッカー協会は、上記(1)の書類を受け付け、申請を本協会に送付する。

(4)当該選手の登録については、2-l③による。
(5)本協会は、当該国のサッカー協会が発行した「国際移籍証明書」及びクラブからの書類が全

て届いた後、承認を行う。本協会の承認手続きについては、3-3② (7)に よる。

5-2海 外への国際移籍の手続き
① 国際移籍証明書の発行

(1)移籍元クラブ (国内クラブ)は、国際移籍証明書発行のために、「国際移籍証明書発行申請
書」 (書式第 9号)を本協会に提出する。
(2)本協会は、当該国のサッカー協会からの要請に基づいて、「国際移籍証明書」を当該国のサ

ッカー協会へ発行する。

② 契約途中で国際移籍する場合の補償金の通知

契約途中で国際移籍した場合、移籍元クラブ (国内クラブ)は、「契約途中での国際移籍に関
する補償金通知書」(書式第13-2号)を本協会に提出する。

6.「 トレーニング費用」

6-1適 用
アマチュア選手がプロ選手として移籍する場合の「トレーニング費用」の請求は、以下に定める

ところによる。

6-2「 トレーニング費用」
「トレーニング費用」の上限は、選手が在籍したチームにおける満15歳の3月 31日翌日の4
月1日から満22歳の3月 31日 までの在籍期間 1年につき、次に定める金額とする。なお、いず
れの金額も消費税を含むものとする。

4年まで 5年以降

直前の在籍団体 30万円 15万円
2つ前以前の在籍団体 15万円 15万円

(1)「 トレーニング費用」の請求権を持つチームは、営利法人、財団法人、社団法人、NPO法
人又は学校教育法第 1条に定める学校 (これに準じる団体で本協会が認定したものを含む)に

限るものとする。

(2)在籍期間が 1年を超え、超えた期間が 1年に満たない場合は、当該超過期間は、本条の関係

では、 1年とみなして計算する。

(3)在籍期間の合計が 1年未満のチームは、「トレーニング費用」の請求をすることはできない。

(4)プ ロ契約締結前の在籍団体は、上記金額の請求権を有するが、プロ契約締結の拒否権を有す

るものではない。

(5)プロ契約締結前の在籍団体への連絡は、プロ契約を締結したクラブが行う。

6-3『 トレーニング費用」の請求手続き
「トレーニング費用」の請求手続きは、本協会が別途定める「トレーニング費用に関する運用基

準」によるものとする。
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7「 トレーニングコンペンセーション」

7-1適 用
選手がプロ選手として所属したクラブにおいて施された トレーニングに対して支払われるべき補

償金 (本規則において「 トレーニングコンペンセーション」という)は、以下の通りとする。

7-2ト レーニング期間
下記に定める期間を以て「トレーニングコンペンセーション」が発生する期間 (以下「トレーニ

ング期間」という)とする。
・当該選手の初めてのプロ契約の有効期間開始日を含む年度の 2月 1日 から当該選手の満21歳
の 1月 31日 までの期間

7-3『 トレーニングコンペンセーション」の請求権
下記に定める期日までに移籍が行われる場合に限り、移籍元クラブは、移籍先クラブに対し、「ト

レーニングコンペンセーション」を請求することができる。

・当該選手の満23歳の 1月 31日の直前の 1月 1日

7-4「 トレーニングコンペンセーション」に関する特記事項
(1)本条に定める「トレーニングコンペンセーション」は、プロ選手がプロ選手として移籍した

場合に直前のクラブに対してのみ支払われるものとする。

(2)プロ選手がアマチュアとして移籍する場合、「トレーニングコンペンセーション」は発生しな

いものとする。ただし、プロ選手がアマチュア選手として移籍し、その移籍が行われた日から

30カ 月以内にプロ契約をした場合、移籍元クラブはプロ契約を締結したクラブに対し、「ト
レーニングコンペンセーション」を請求することができる。

(3)移籍元クラブの第 3種チーム、第2種チーム及び第 1種チームに (その他のチームに移籍す

ることなしに)連続して登録された選手に関しては、当該第 3種チーム及び第 2種チームにア

マチュアとして登録された期間を「トレーニング期間」に加えて「トレーニングコンペンセー

ション」を算出し、移籍先クラブに対して請求することができる。

(4)特段の合意がない限り、移籍補償金には「トレーニングコンペンセーション」は含まれない

ものとする。

(5)プ ロ選手としての在籍期間が 1年を超え、超えた期間が 1年に満たない場合は、当該超過期

間は、トレーニングコンペンセーション」の金額の計算との関係では、1年とみなして計算す

る。ただし、在籍期間の合計が 1年未満のクラブの場合は、「トレーニングコンペンセーション」

の額は、日割り計算によるものとする。

(6)算出された「トレーニングコンペンセーション」の金額に千円未満の端数が生じたときは、

千円に切り上げる。

(7)「 トレーニングコンペンセーション」の金額には一切の税金が含まれる。

(3)「 トレーニングコンペンセーション」の請求及び支払いに関する手続きは、本協会が別途定

める「トレーニングコンペンセーションに関する運用基準」によるものとする。

7-5期限付移籍した選手に関する「トレーニングコンペンセーション」
(1)選手が期限付移籍される場合、当該期限付移籍に際しては、「トレーニングコンペンセーショ

ン」は発生しないものとする。

(2)選手が期限付移籍した期間は、期限付移籍元クラブの「トレーニング期間」に算入されるも

のとし、期限付移籍の終了後に選手が期限付移籍元クラブから他のクラブ (期限付移籍先クラ
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ブを含む)へ移籍する際、期限付移籍元クラブは、期限付移籍した期間を含めた「トレーニン

グ期間」に応じた額の「トレーニングコンペンセーション」を当該他のクラブに対して請求す

ることができる。ただし、期限付移籍元クラブと期限付移籍先クラブとの間に別段の合意があ

る場合には、期限付移籍先クラブは、「期限付移籍した期間」に応じた額の「トレーニングコ

ンペンセーション」の全部又は一部を期限付移籍元クラブより受け取ることができる。

7-6『 トレーニングコンペンセーション」の金額  ([別紙]表-1参照)
移籍元クラブが移籍先クラブに請求することができる「トレーニングコンペンセーション」の

金額は、移籍元クラブにおける契約の種類、及び、移籍元クラブが契約更新時に当該選手に提示

した金額等により、以下に従うものとする。

① プロA選手/プロB選手
(1)契約期間満了前の移籍の場合 : 「トレーニングコンペンセーション」算出基準 (下記フー
フに定めるもの)による
(2)契約更新時に移籍元クラブがプロA契約を提示した場合 :「 トレーニングコンペンセーショ
ン」算出基準による。ただし、提示した次期基本報酬が現基本報酬の50%未満の額である
場合は、30万円X在籍年数とする。
(3)契約更新時に移籍元クラブがプロB契約を提示した場合 :30万円X在籍年数
(4)契約更新時にクラブが契約更新の意思がない旨提示した場合 :な し

② プロC選手

(1)契約期間満了前の移籍の場合 :「 トレーニングコンペンセーション」算出基準による

(2)契約更新時に移籍元クラブが次期基本報酬として、現基本報酬を下回らない条件のC契約を

提示した場合 :「 トレーニングコンペンセーション」算出基準による

(3)契約更新時に移籍元クラブが次期基本報酬として、現基本報酬を下回る条件のC契約を提示
した場合 :30万円X在籍年
(4)契約更新時に移籍元クラブがプロA契約を提示した場合 :「 トレーニングコンペンセーショ
ン」算出基準による

(5)契約更新時に移籍元クラブがプロB契約を提示した場合 :30万円X在籍年数
(6)契約更新時にクラブが契約更新の意思がない旨提示した場合 :な し

③ 社員選手 (社員選手 (プロ区分)と して本協会に登録している選手をいう)
30万円X在籍年数

7-7「 トレーニングコンペンセーション」算出基準
(1)「 トレーニングコンペンセーション」の金額は、原則として以下の表に示された金額 (単年)

に当該クラブにおける選手の所属年数を乗じた額として算出されるものとする。この関係で、

地域リーグ又は都道府県リーグのクラブは、表中のJFLに等しい扱いとする。
移籍先クラブ

移籍元クラブ
Jl J2 J3・ JFL

Jリー・グ・JFL 800万円 400万円 100万円

(2)第 3種チームに関する「トレーニングコンペンセーション」(満 12歳 3月 31日 翌日の 4月
1日から満 15歳 3月 31日 までの期間に関する「トレーニングコンペンセーション」)は、
以下の金額に当該チームにおける所属年数を乗じた額として算出されるものとする。この関

係で、地域リーグ又は都道府県リーグのクラブは、表中のJFLに 等しい扱いとする。

移籍元クラブ
Jl J2 J3・ JFL

Jリー`グ
・・JFL 100万 円
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8.支度金

8-1支 度金
クラブは、新規採用した選手又は移籍した選手に対し、Jリ ーグ理事会が制定する「支度金支給

基準規程」の金額を上限として、支度金を支払うことができる。なお、いずれの金額も消費税を含

むものとする。

8-2支 度金支給基準規程
(単位 :万円)

費目＼支払対象 独身者 妻帯者(配偶者のみ) 妻帯者(同居扶養家族有)

住居費 80(lDK) 100(2DK) 150(3LDK)

子供用品等 0 0 50

家具等
電化製品 100

その他の家具等 100

自動車 100

合計 380 400 500

① 支給時期

(1)初めてプロ契約選手として、統一契約を締結するとき。

(2)プ ロ契約選手として移籍するとき。ただし、支度金に該当する費用が伴う場合のみ。

② 支払対象区分

(1)独身者

(2)妻帯者 (配偶者のみ)

(3)妻帯者でかつ同居の扶養家族がいる場合

③ 支度金該当費目

(1)住居費

(2)家具等

(3)子供用品等

(4)自動車

④ その他
クラブは、選手に対し、引越し費用及び引越しに関わる交通費、宿泊費の実費を支給すること

ができる。

9.改正

本規則の改正は、本協会の理事会の決議に基づきこれを行う。

10.施 行

本規則は、2014年  2月 1日 より施行する。

11.改 正
2012年 11月 22日
2012年 12月 20日
2013年 12月 19日 (2014年 2月 1日施行)
2014年 12月 18日
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[別紙]

表-1 <契 約の種類の違いについて>(本規則 1-3、 1-4、 1-6及び7-6関 連)

※報酬には、消費税を除く、所得税、住民税その他の税金を含むものとする。

登録
区分

選手種類 人数制限
契約締結
条件

報酬 トレーニングコンペンセーション

プ

ロ

統

契

約

選

手

プロ

^昌
手

契約書の色

ホワイト

右記の契約
締結条件を
満たし、クラ
ブとプロA契
約を締結し
た選手

25名
以内

規定試合
出場
又はプロC
契約を3年
経過

区玉亜國
460万円/年以上
ただし、A契約初締結時
は670万円/年以下とす
る
国 唖固
制限なし。

プロA契約提示時 :
算出基準による

プロB契約、又は、現報酬の5%未
満のA契約提示時 :

30万円X在籍年数

クラブに契約更新する意思がない
場合 :

無し

プロB選手

契約害の色
プルー

プロA契 約
締結条件を
満たしたが、
プロA契 約
を締結しな
いプロ契約
選手

制限
なし

同上

医玉亜國
460万円/年以下
匡団亜酬
制限なし。ただし、出場プ
レミアムを設定する場合
は47.620円 /試合以下
とする

プロC選手

契約書の色

ク
・
リーン

プロA契 約
締結条件を
満たしてい
ないプロ契
約選手

制限
なし

なし

医玉亜國
460万円/年以下
医亜亜國
出場プレミアム(47.620
円/試合以下)・勝利プレミ
アムのみ可

現基本報酬を下回らないC契約、
又はA契約提示時 :

算出基準による

現基本報酬を下回るC契約、又は
B契約提示時 :

30万円X在籍年数

クラブに契約更新する意思がなか
つた場合 :

無し

その他

続―契約以外の契約を締結
した外国籍選手

プロA選
手として
扱う

なし

法人と雇用契約のみを締結
した選手(社員選手)

制限なし 30万円X在籍年数

ア
マ
チ

ア

アマチュア
選手

報酬又は利益を目的とする
ことなくプレーする選手

制限
なし

※「トレーニング費用」
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菫二2≦1毬全旦揚l壁型型2二左立上生回二⊇いて>(杢盤則 1-3_園⊇
試合状況 実時間(経過時間 ) 公式配録の時間表巳 OUT選手の出場時間

N選手の出場時間
(∞分試合)

N選手の出場時間
(120分試合)

前半

0分 (1分未満 ) 0∝01 ～ CЮ59

“

119

1分～

“

分

lЮ0 89 119

010: ～ 0159 88 1:8

2:00 88 118

0201 ～ 0259 87 117

“

:∝)

“ “

40 76

“

分1秒以降 44,1 ～ 4459 45

“

46 76

アデ″ョナル%ム

樹 ∝) 45

“

40 76

4501 ～ 45:59 4"1

“

α) 4,卜 1

4001 ～ 40:59 45+2

前半終了後/ハーフタイム 46* 45 45 75

後半

0分 (1分未満 ) 450: ～ 45:59 46 46 44 74

40分 ～

“

分
“

:∝)

“

46

“

74

4001 .‐  40:59 47 47 43 73

89ま20

89分01秒以降 8901 ～ 89:59 90 89 31

アデルョナル%ム

90ま 30 90

89 1 3:

90:01 ～ 90:59 9,卜 1

0■00 90キ :

9101 ～ 91:59 ∞+2

後半終了後/延長開始前 91中 90 ∞

延長前半

0分 (1分未満 ) 9001 ～ 9059 91 91 29

91分 ～104分

91:00 9: 9: 20

91Юl ～ 91:59 92 92 28

103:42 :04 104

1“:∝ ) lC埓 :04 :6

104分01秒以降 10401～ :04:59 :05 :04 :6

万
‐
ィカナル%ム

10500 i(5

104 16

105Юl～ :05:59 105+1

1∞:00 lC)5+1

100Ю l～ 100:59 105+2

延長前半終了後/延長後半開始前 106■ :05 15

延長後半

0分 (1分未満 ) 10501 ～ :05:50 100 100 14

100分～119分

:00130 !06 :00 14

:060: ～ :06:59 107 :07 :3

114:18 115 115

119:00 119 :19

119分01秒以降 11901 ^, 119:59 120

"マ
ショナル%ム

12000 120

1

120:01 ～ 12059 120}1

12■00 120+:

:2101 ～ :21:59 120+2

延長後半終了後
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※フル出場選手の出場時間 :∞分 (延長の場合は:20分 )
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|
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図-1 <ア マチュアから初めてプロ契約を締結する時の流れ> (本規則 1-4関 連)

Aアマチュア選手

契約締結時に

規定試合出場時間を

満たしている

クラブにプロAの
意思あり

BC

YES YES

NO NO

図-2 く契約更新に関する更新通知期限と交渉期間> (本規則 1-8及び 1-9関 連)

i/1～ 1/3上に満了する契約 (図 -2-1)

11月 最終戦 12月 1月
イ■5正∋
∠
´~ヽ

12∠ 31

契約満了日

更新通知期限

■
＝
一

交渉期間

1/!=2:11/、
:l:1__112」 [」!lLll::L[:1_1」 E二llili::::_:::1::_|`6_:::こ :!〔 ::1___1:1::1_二 :2122_

例)6/30に満了する契約の場合

5月 6月  (2遅堡m   7月
_=:=:=:=:=、 L________

6/30
契約満了日更新通知期限 |

更新通知

交渉期

図-3 <契 約更新の流れ> (本規則 1-8及び 1-9関 連)

無 し

有 り

回答なし 決裂

合意

※上記にかかわらず、契約満了6カ月前以降において、クラブヘの通知があれば、他クラブは選手と交渉・新たな契約の締結が可能。

※B契約の更新又は前年を下回る条件でのC契約更新時は、交渉中であっても選手の希望により移籍リストヘ掲載。

で

る

・移籍リス トヘの掲載 (書式第 14号 )

[選手]
・他のクラブと自由に交渉、契約締結が可能

クラブの契約

更新の意思

(書式 A)

で

選手との交渉

ι規定の期間]

・最終提示額証明書の提出
・移籍 リス トヘの掲載 (書式第 14号 )

[選手 ]
・他のクラブと自由に交渉、契約締結が可能

クラ
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図-4 <契 約変更月の基本報酬計算方法 (試合日が 5月 5日の場合)>(本規則 1-11関連)

以上

30万円× 5日 /.31日 = 48,388円
三Ω2EL日2La2EL∠ニニユ」ヨ

==三

_=生lpュ_ニユEL日¨
合計            467,743円

30万円 30万円 50万円 50万円 50万円

2月 4月 8月3月 7月5月    6月

基本報酬360万円/年 基本報酬600万円/年
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http://m.」 fa.or.jp/jfa/rules/に て確認のこと

日本サッカー協会選手契約書
〔プロA契約書〕

(以下「クラブ」という)と (以下「選手」という)とは、選手が

クラブのためにプロ選手としてサッカー活動を行うことに関し、次のとおり契約を締結する。

第 1条  〔誠実義務〕
① 選手は、公益財団法人日本サッカー協会 (以下「協会」という)およびクラブが加盟するリーグ、連盟等 (以下「リーグ等」という)の諸規程を遵

守するとともにクラブの諸規則を遵守し、本契約を誠実に履行しなければならない。

② 選手は、プロ選手として自己の全ての能力を最大限にクラブに提供するため、常に最善の健康状態の保持および運動能力の維持・向上に

努めなければならない。

③ 選手は、プロ選手として公私ともに日本サッカー界の模範たるべきことを認識し、日本サッカーの信望を損なうことのないよう努めなければな

らない。

第 2条  〔履行義務〕
選手は、次の各事項を履行する義務を負う。

(1)クラブの指定するすべての試合への出場
(2)クラプの指定するトレーニング、合宿および研修への参加
(3)クラプの指定するミーティング、試合の準備に必要な行事への参加
(4)クラブにより支給されたユニフォームー式およびトレーニングウェアの使用
(5)クラブの指定する医学的検診、注射、予防処置および治療処置への参加
(6)クラブの指定する広報活動、ファンサービス活動および社会貢献活動への参加
(7)協会から、各カテゴリーの日本代表選手に選出された場合のトレーニング、合宿および試合への参加
(8)協会、リーグ等の指定するドーピングテストの受検
(9)合宿、遠征等に際してのクラブの指定する交通機関、宿泊施設の利用
(10)居住場所に関する事前のクラブの同意の取得
(11)副業に関する事前のクラプの同意の取得
(12)その他クラブが必要と認めた事項

第 3条  〔禁止事項〕
選手は、次の各事項を行ってはならない。

(1)クラブ、協会およびリーグ等の内部事情の部外者への開示
(2)試合、トレーニングに関する事項 (試合の戦略・戦術・選手の起用・トレーニングの内容等)の部外者への開示
(3)協会のドーピング防止規程に抵触する行為
(4)クラブ、協会およびリーグ等の承認が得られない広告宣伝。広報活動への参加または関与
(5)本契約履行の妨げとなる第二者との契約の締結
(6)クラブの事前の同意を得ない、第二者の主催するサッカーまたはその他のスポーツの試合等への参加
(7)試合の結果に影響を与える不正行為への関与
(8)その他クラブにとって不利益となる行為

第4条  〔報 酬〕
クラブは選手に対し、次の報酬を支払う。ただし、当該報酬には消費税を除く、所得税、住民税その他一切の税金を含むものとする。

(1)基本報酬
・総額 金       円 (  ヶ月分)
(月 額 金        円 ただし、  月は         円)
(2)変動報酬、その他の報酬についてはクラブと選手が別途合意した基準による。

第 5条  〔費用の負担〕
選手がクラブのために旅行する期間の交通費および宿泊費はクラブが負担する。

第 6条  〔休 暇〕
選手は、競技シーズン終了後に連続して2週間以上の休暇を受けることができる。ただし、選手は、休暇を休養の目的に利用しなければな
らない。

第 7条  〔疾病および傷害〕
① 選手は疾病または傷害に際しては速やかにクラブに通知し、クラブの指示に従わなければならない。

② 本契約の履行に直接起因する選手の疾病または傷害につき、クラブの指定する医師が治療ないし療養を必要と認めた場合、その治療に要

する費用は、社会保険の自己負担分に限リクラブが負担する。

③ 前項の疾病または傷害により、選手が一時的に競技不能となった場合、クラブは、その競技不能の期間中、基本報酬を支払わなければなら

ない。ただし、競技不能の期間中に本契約が期間満了その他の理由により終了したときは、その時点でクラプの支払義務は消滅する。

第 8条  〔選手の肖像等の使用〕
① クラブが本契約の義務履行に関する選手の肖像、映像、氏名等 (以下「選手の肖像等」という)を報道・放送において使用することについて、

選手は何ら権利を有しない。

② 選手は、クラブから指名を受けた場合、クラブ、協会およびリーグ等の広告宣伝・広報・プロモーション活動 (以下「広告宣伝等」という)に原

則として無償で協力しなければならない。

③ クラブは、選手の肖像等を利用してマーチャンダイジング(商品化)を自ら行う権利を有し、また協会、リーグ等に対して、その権利を許諾す

ることができる。

④ 選手は、次の各号について事前にクラブの書面による承諾を得なければならない。

(1)テレビ・ラジオ番組、イベントヘの出演
(2)選手の肖像等の使用およびその許諾 (インターネットを含む)
(3)新聞・雑誌取材への応諾
(4)第二者の広告宣伝等への関与
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⑤ 第3項において、選手個人単独の肖像写真を利用した商品を製造し、有償で頒布する場合、または前項の出演もしくは関与に際しての対

価の分配は、クラブと選手が別途協議して定める。

第9条  〔クラブによる契約解除〕
① 次の各号のいずれかに該当する事由が選手において発生した場合、クラブは、選手に対し書面で通知することにより、本契約を直ちに解除

することができる。

(1)本契約の定めに違反した場合において、クラブが改善の勧告をしたにもかかわらず、これを拒絶または無視したとき
(2)疾病または傷害によリサッカー選手としての運動能力を永久的に喪失したとき
(3)刑罰法規に抵触する行為を行ったとき
(4)自 らの責に帰すべき事由により、本契約の目的に支障をきたす 6ヶ月以上の試合出場停止処分を受けたとき
(5)クラブの秩序風紀を著しく乱したとき
② 前項に基づき本契約を解除したクラブは、選手に対し、解除通知の発信した日の属する月までの基本報酬を支払うものとする。

第 10条  〔選手による契約解除〕
① 次の各号のいずれかに該当する事由がクラブにおいて発生した場合、選手は、クラブに対し書面で通知することにより、本契約を直ちに解

除することができる。

(1)本契約に基づく報酬等の支払いを約定日から14日 を超えて履行しないとき
(2)リーグ等が出場を義務づける試合に正当な理由なく連続して3試合以上出場しなかったとき

(3)リ ーグ等から除名されたとき

② 前項に基づき本契約を解除した選手は、本契約の残存期間分の基本報酬を受け取ることができる。

第11条  〔制 裁〕
選手につき次の各号のいずれかに該当する事由が発生した場合、クラブは、選手に対し、戒告もしくは制裁金またはこれらの双方を課する

ことができる。
(1)出場した試合において警告、退場または出場停上の処分を受けたとき
(2)クラブの指示命令に従わなかったとき
(3)クラブの秩序風紀を乱したとき
(4)刑罰法規に抵触する行為を行ったとき

第12条  〔有効期間および更新手続き〕
① 本契約の有効期間は、_年 _月 _日 から_年 _月 _日 までとする。
② クラブは、協会の規則に定められた期限までに、選手に対し更新に関する通知を書面により行わなければならない。

③ 前項の通知を怠った場合、クラブには契約を締結する意思がないものとみなし、選手はクラブに対し、移籍リストヘの登録を請求することが

できる。

第 13条  〔修 正〕
本契約は、クラブおよび選手の署名または押印ある文書によつてのみ修正され得るものとし、日頭による修正は効力をもたないものとする。

第14条  〔準拠法〕
本契約は、日本法によつて解釈されるものとする。

第15条  〔紛争の解決〕
① 本契約の解釈または本契約の履行に関してクラブと選手との間に紛争が生じたときは、クラブおよび選手が、その都度、誠意をもって協議の

上解決する。

② 前項の協議を申し入れた後 30日 を経過しても紛争が解決しないときは、クラブまたは選手は、リーグ等または協会の規程の定めにより、リー

グ等または協会に紛争解決を求めることができる。

第 16条  〔保 管〕
本契約書は同時に正本2通を作成し、クラブの代表者および選手が署名し、それぞれ1通ずつを保管する。

契約締結日:_年 _月 _日

(住所)                     (住 所)

(クラブ名)                     (選 手)

(代表者)                     (生 年月日)    年    月    日

※選手が未成年者の場合、法定代理人 (親権者または後見人)の署名/選手エージェントが関与する場合、その選手エージェントの署名

(住所)                    (住 所)

(氏名)                        (氏 名)
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日本サッカー協会選手契約書
〔プロB契約書〕

(以下「クラブ」という)と (以下「選手」という)とは、選手が

クラプのためにプロ選手としてサッカー活動を行うことに関し、次のとおり契約を締結する。

第 1条  〔誠実義務〕
① 選手は、公益財団法人日本サッカー協会 (以下「協会」という)およびクラブが加盟するリーグ、連盟等 (以下「リーグ等」という)の諸規程を遵
守するとともにクラプの諸規則を遵守し、本契約を誠実に履行しなければならない。

② 選手は、プロ選手として自己の全ての能力を最大限にクラブに提供するため、常に最善の健康状態の保持および運動能力の維持・向上に

努めなければならない。

③ 選手は、プロ選手として公私ともに日本サッカー界の模範たるべきことを認識し、日本サッカーの信望を損なうことのないよう努めなければな
らない。

第 2条  〔履行義務〕
選手は、次の各事項を履行する義務を負う。

(1)クラプの指定するすべての試合への出場
(2)クラブの指定するトレーニング、合宿および研修への参加
(3)クラブの指定するミーティング、試合の準備に必要な行事への参加
(4)クラブにより支給されたユニフォームー式およびトレーニングウェアの使用
(5)クラブの指定する医学的検診、注射、予防処置および治療処置への参加
(6)クラブの指定する広報活動、ファンサービス活動および社会貢献活動への参加
(7)協会から、各カテゴリーの日本代表選手に選出された場合のトレーニング、合宿および試合への参加
(8)協会、リーグ等の指定するドーピングテストの受検
(9)合宿、遠征等に際してのクラブの指定する交通機関、宿泊施設の利用
(10)居住場所に関する事前のクラブの同意の取得
(11)副業に関する事前のクラブの同意の取得
(12)その他クラブが必要と認めた事項

第 3条  〔禁止事項〕
選手は、次の各事項を行ってはならない。

(1)クラブ、協会およびリーグ等の内部事情の部外者への開示
(2)試合、トレーニングに関する事項 (試合の戦略・戦術。選手の起用・トレーニングの内容等)の部外者への開示
(3)協会のドーピング防止規程に抵触する行為
(4)クラブ、協会およびリーグ等の承認が得られない広告宣伝。広報活動への参加または関与
(5)本契約履行の妨げとなる第二者との契約の締結
(6)クラブの事前の同意を得ない、第二者の主催するサッカーまたはその他のスポーツの試合等への参加
(7)試合の結果に影響を与える不正行為への関与
(8)その他クラブにとつて不利益となる行為

第4条  〔報 酬〕
クラブは選手に対し、次の報酬を支払う。ただし、当該報酬には消費税を除く、所得税、住民税その他一切の税金を含むものとする。
(1)基本報酬
。総額 金_________旦 ( ヶ月分)
(月 額 金_____F]た だし、__』 は_______旦 )

(2)変動報酬、その他の報酬についてはクラブと選手が別途合意した基準による。
第 5条  〔費用の負担〕
選手がクラブのために旅行する期間の交通費および宿泊費はクラブが負担する。

第 6条  〔休 暇〕
選手は、競技シーズン終了後に連続して2週間以上の体暇を受けることができる。ただし、選手は、休暇を休養の目的に利用しなければな
らない。

第 7条  〔疾病および傷害〕
① 選手は疾病または傷害に際しては速やかにクラブに通知し、クラブの指示に従わなければならない。

② 本契約の履行に直接起因する選手の疾病または傷害につき、クラブの指定する医師が治療ないし療養を必要と認めた場合、その治療に要
する費用は、社会保険の自己負担分に限リクラブが負担する。

③ 前項の疾病または傷害により、選手が一時的に競技不能となった場合、クラブは、その競技不能の期間中、基本報酬を支払わなければなら
ない。ただし、競技不能の期間中に本契約が期間満了その他の理由により終了したときは、その時点でクラブの支払義務は消滅する。
第8条  〔選手の肖像等の使用〕
① クラブが本契約の義務履行に関する選手の肖像、映像、氏名等 (以下「選手の肖像等」という)を報道。放送において使用することについて、
選手は何ら権利を有しない。

② 選手は、クラブから指名を受けた場合、クラブ、協会およびリーグ等の広告宣伝・広報・プロモーション活動 (以下「広告宣伝等」という)に原
則として無償で協力しなければならない。

③ クラブは、選手の肖像等を利用してマーチャンダイジング(商品化)を自ら行う権利を有し、また協会、リーグ等に対して、その権利を許諾す
ることができる。

④ 選手は、次の各号について事前にクラブの書面による承諾を得なければならない。
(1)テレビ。ラジオ番組、イベントヘの出演
(2)選手の肖像等の使用およびその許諾 (インターネットを含む)
(3)新聞・雑誌取材への応諾
(4)第二者の広告宣伝等への関与

236

!‐

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ~‐ ‐ ~‐ ~~~‐ ~~‐ ~~‐ ~~‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ~‐ ‐ ‐ ‐ ~‐ ‐ ~~‐ ~‐ ~~~‐ ~~‐ ~‐ ‐ ~~‐ ‐ ~‐ ~‐
1

1主碩lttgげ11生tllP_:″:聖|■受a_1%二上/_1■∠型_1::型 F_1_警:贅9_二生:



⑤ 第3項において、選手個人単独の肖像写真を利用した商品を製造し、有償で頒布する場合、または前項の出演もしくは関与に際しての対
価の分配は、クラブと選手が別途協議して定める。

第9条  〔クラブによる契約解除〕
① 次の各号のいずれかに該当する事由が選手において発生した場合、クラブは、選手に対し書面で通知することにより、本契約を直ちに解除

することができる。
(1)本契約の定めに違反した場合において、クラブが改善の勧告をしたにもかかわらず、これを拒絶または無視したとき
(2)疾病または傷害によリサッカー選手としての運動能力を永久的に喪失したとき
(3)刑罰法規に抵触する行為を行ったとき
(4)自 らの責に帰すべき事由により、本契約の目的に支障をきたす 6ヶ月以上の試合出場停止処分を受けたとき
(5)クラブの秩序風紀を著しく乱したとき
② 前項に基づき本契約を解除したクラブは、選手に対し、解除通知の発信した日の属する月までの基本報酬を支払うものとする。

第10条  〔選手による契約解除〕
① 次の各号のいずれかに該当する事由がクラブにおいて発生した場合、選手は、クラブに対し書面で通知することにより、本契約を直ちに解

除することができる。
(1)本契約に基づく報酬等の支払いを約定日から14日 を超えて履行しないとき
(2)リーグ等が出場を義務づける試合に正当な理由なく連続して3試合以上出場しなかったとき
(3)リーグ等から除名されたとき

② 前項に基づき本契約を解除した選手は、本契約の残存期間分の基本報酬を受け取ることができる。

第11条  〔制 裁〕
選手につき次の各号のいずれかに該当する事由が発生した場合、クラブは、選手に対し、戒告もしくは制裁金またはこれらの双方を課する
ことができる。
(1)出場した試合において警告、退場または出場停上の処分を受けたとき
(2)クラブの指示命令に従わなかったとき
(3)クラブの秩序風紀を乱したとき
(4)刑罰法規に抵触する行為を行ったとき

第12条  〔有効期間および更新手続き〕
① 本契約の有効期間は、_年 _月 _日 から_年 _月 _日 までとする。
② クラブは、協会の規則に定められた期限までに、選手に対し更新に関する通知を書面により行わなければならない。

③ 前項の通知を怠った場合、クラブには契約を締結する意思がないものとみなし、選手はクラブに対し、移籍リストヘの登録を請求することが

できる。
第 13条  〔修 正〕
本契約は、クラブおよび選手の署名または押印ある文書によってのみ修正され得るものとし、日頭による修正は効力をもたないものとする。

第 14条  〔準拠法〕
本契約は、日本法によつて解釈されるものとする。

第 15条  〔紛争の解決〕
① 本契約の解釈または本契約の履行に関してクラブと選手との間に紛争が生じたときは、クラブおよび選手が、その都度、誠意をもって協議の

上解決する。

② 前項の協議を申し入れた後 30日 を経過しても紛争が解決しないときは、クラブまたは選手は、リーグ等または協会の規程の定めにより、リー

グ等または協会に紛争解決を求めることができる。

第16条  〔保 管〕
本契約書は同時に正本2通を作成し、クラブの代表者および選手が署名し、それぞれ 1通ずつを保管する。

契約締結日:   年  月  日

(住所)                     (住 所)

(クラブ名)                      (選 手)

(代表者)                     (生 年月日)    年    月    日

※選手が未成年者の場合、法定代理人 (親権者または後見人)の署名/選手エージェントが関与する場合、その選手エージェントの署名

(住所)                    (住 所)

(氏名)                        (氏 名 )
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http://mは jfa.or.″ ra/rules/に て確認のこと

日本サッカー協会選手契約書
〔プロC契約書〕

(以下「クラブ」という)と (以下「選手」という)とは、選手が

クラブのためにプロ選手としてサッカー活動を行うことに関し、次のとおり契約を締結する。

第 1条  〔誠実義務〕
① 選手は、公益財団法人日本サッカー協会 (以下「協会」という)およびクラブが加盟するリーグ、連盟等 (以下「リーグ等」という)の諸規程を遵

守するとともにクラプの諸規則を遵守し、本契約を誠実に履行しなければならない。

② 選手は、プロ選手として自己の全ての能力を最大限にクラブに提供するため、常に最善の健康状態の保持および運動能力の維持・向上に

努めなければならない。

③ 選手は、プロ選手として公私ともに日本サッカー界の模範たるべきことを認識し、日本サッカーの信望を損なうことのないよう努めなければな

らない。

第 2条  〔履行義務〕
選手は、次の各事項を履行する義務を負う。

(1)クラブの指定するすべての試合への出場
(2)クラブの指定するトレーニング、合宿および研修への参加
(3)クラブの指定するミーティング、試合の準備に必要な行事への参加
(4)クラブにより支給されたユニフォームー式およびトレーニングウェアの使用
(5)クラプの指定する医学的検診、注射、予防処置および治療処置への参加
(6)クラプの指定する広報活動、ファンサービス活動および社会貢献活動への参加
(7)協会から、各カテゴリーの日本代表選手に選出された場合のトレーニング、合宿および試合への参加
(8)協会、リーグ等の指定するドーピングテストの受検
(9)合宿、遠征等に際してのクラプの指定する交通機関、宿泊施設の利用
(10)居住場所に関する事前のクラブの同意の取得
(11)副業に関する事前のクラブの同意の取得

(12)その他クラブが必要と認めた事項

第3条  〔禁止事項〕
選手は、次の各事項を行ってはならない。

(1)クラブ、協会およびリーグ等の内部事情の部外者への開示
(2)試合、トレーニングに関する事項 (試合の戦略・戦術。選手の起用。トレーニングの内容等)の部外者への開示
(3)協会のドーピング防止規程に抵触する行為
(4)クラブ、協会およびリーグ等の承認が得られない広告宣伝。広報活動への参加または関与
(5)本契約履行の妨げとなる第二者との契約の締結
(6)クラブの事前の同意を得ない、第二者の主催するサッカーまたはその他のスポーツの試合等への参加
(7)試合の結果に影響を与える不正行為への関与
(8)その他クラブにとつて不利益となる行為

第4条  〔報 酬〕
クラブは選手に対し、次の報酬を支払う。ただし、当該報酬には消費税を除く、所得税、住民税その他一切の税金を含むものとする。

(1)基本報酬
・総額 金       円 (  ヶ月分)
(月 額 金________旦  ただし、__星は_________旦 )

(2)変動報酬、その他の報酬についてはクラブと選手が別途合意した基準による。
第 5条  〔費用の負担〕
選手がクラブのために旅行する期間の交通費および宿泊費はクラブが負担する。

第 6条  〔休 暇〕
選手は、競技シーズン終了後に連続して2週間以上の休暇を受けることができる。ただし、選手は、休暇を休養の目的に利用しなければな
らない。

第 7条  〔疾病および傷害〕
① 選手は疾病または傷害に際しては速やかにクラブに通知し、クラブの指示に従わなければならない。

② 本契約の履行に直接起因する選手の疾病または傷害につき、クラブの指定する医師が治療ないし療養を必要と認めた場合、その治療に要

する費用は、社会保険の自己負担分に限リクラブが負担する。

③ 前項の疾病または傷害により、選手が一時的に競技不能となった場合、クラブは、その競技不能の期間中、基本報酬を支払わなければなら

ない。ただし、競技不能の期間中に本契約が期間満了その他の理由により終了したときは、その時点でクラブの支払義務は消滅する。

第 8条  〔選手の肖像等の使用〕
① クラブが本契約の義務履行に関する選手の肖像、映像、氏名等 (以下「選手の肖像等」という)を報道。放送において使用することについて、

選手は何ら権利を有しない。

② 選手は、クラブから指名を受けた場合、クラブ、協会およびリーグ等の広告宣伝・広報・プロモーション活動 (以下「広告宣伝等」という)に原

則として無償で協力しなければならない。

③ クラブは、選手の肖像等を利用してマーチャンダイジング(商品化)を自ら行う権利を有し、また協会、リーグ等に対して、その権利を許諾す

ることができる。

④ 選手は、次の各号について事前にクラブの書面による承諾を得なければならない。

(1)テレビ。ラジオ番組、イベントヘの出演
(2)選手の肖像等の使用およびその許諾 (インターネットを含む)
(3)新聞・雑誌取材への応諾
(4)第二者の広告宣伝等への関与
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⑤ 第3項において、選手個人単独の肖像写真を利用した商品を製造し、有償で頒布する場合、または前項の出演もしくは関与に際しての対

価の分配は、クラブと選手が別途協議して定める。

第9条  〔クラブによる契約解除〕
① 次の各号のいずれかに該当する事由が選手において発生した場合、クラブは、選手に対し書面で通知することにより、本契約を直ちに解除

することができる。
(1)本契約の定めに違反した場合において、クラブが改善の勧告をしたにもかかわらず、これを拒絶または無視したとき
(2)疾病または傷害によリサッカー選手としての運動能力を永久的に喪失したとき
(3〉 刑罰法規に抵触する行為を行ったとき

(4)自 らの責に帰すべき事由により、本契約の目的に支障をきたす6ヶ月以上の試合出場停止処分を受けたとき
(5)クラプの秩序風紀を著しく乱したとき
② 前項に基づき本契約を解除したクラブは、選手に対し、解除通知の発信した日の属する月までの基本報酬を支払うものとする。

第 10条  〔選手による契約解除〕
① 次の各号のいずれかに該当する事由がクラブにおいて発生した場合、選手は、クラブに対し書面で通知することにより、本契約を直ちに解

除することができる。
(1)本契約に基づく報酬等の支払いを約定日から14日 を超えて履行しないとき
(2)リーグ等が出場を義務づける試合に正当な理由なく連続して3試合以上出場しなかったとき

(3)リーグ等から除名されたとき

② 前項に基づき本契約を解除した選手は、本契約の残存期間分の基本報酬を受け取ることができる。

第 11条  〔制 裁〕
選手につき次の各号のいずれかに該当する事由が発生した場合、クラブは、選手に対し、戒告もしくは制裁金またはこれらの双方を課する

ことができる。
(1)出場した試合において警告、退場または出場停止の処分を受けたとき
(2)クラブの指示命令に従わなかったとき
(3)クラブの秩序風紀を乱したとき
(4)刑罰法規に抵触する行為を行ったとき

第12条  〔有効期間および更新手続き〕
① 本契約の有効期間は、_年 _月 _日 から_年 _月 _日 までとする。
② クラブは、協会の規則に定められた期限までに、選手に対し更新に関する通知を書面により行わなければならない。

③ 前項の通知を怠った場合、クラブには契約を締結する意思がないものとみなし、選手はクラブに対し、移籍リストヘの登録を請求することが

できる。
④プロC契約の締結期間は3年 (他クラブとのプロC契約実績がある場合はそれを合算する)を条件とし、当該期間を超えてプロ選手として契約

をする場合、プロA契約またはプロB契約を締結するものとする。
⑤選手がプロA契約締結条件を満たした場合、選手とクラブは本契約 (プロC契約)を破棄し、新たにプロA契約またはプロB契約を締結するも
のとする。

第13条  〔修 正〕
本契約は、クラブおよび選手の署名または押印ある文書によってのみ修正され得るものとし、日頭による修正は効力をもたないものとする。

第 14条  〔率拠法〕
本契約は、日本法によつて解釈されるものとする。

第15条  〔紛争の解決〕
① 本契約の解釈または本契約の履行に関してクラブと選手との間に紛争が生じたときは、クラブおよび選手が、その都度、誠意をもって協議の

上解決する。

② 前項の協議を申し入れた後 30日 を経過しても紛争が解決しないときは、クラブまたは選手は、リーグ等または協会の規程の定めにより、リー

グ等または協会に紛争解決を求めることができる。

第 16条  〔保 管〕
本契約書は同時に正本2通を作成し、クラブの代表者および選手が署名し、それぞれ1通ずつを保管する。

契約締結日:_年 _月 _日

(住所) (住所)

(クラブ名) (選手)

(代表者) (生年月日) 年 月

※選手が未成年者の場合、法定代理人 (親権者または後見人)の署名/選手エージェントが関与する場合、その選手エージェントの署名

(住所) (住所)

(氏名) (氏名 )
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期 限 付 移 籍 契 約 書

〔日本サッカー協会指定書式〕

(以下「移籍元クラブ」という)、 (以

下「選手」という)と (以下「移籍先クラブ」という)と は、選手の

期限付移籍に関し、次のとおり契約を締結する。

第 1条 〔移籍〕

移籍元クラブと移籍先クラブとは、選手の同意に基づき、 日から

______=生___二L___旦までの期間、選手を移籍先クラブに期限付移籍させる。

第2条 〔移籍先クラブ選手契約の優先〕

選手が移籍先クラブに移籍している期間 (以下「移籍期間」という)については、移籍先クラブと

選手の間に締結される契約 (以下「移籍先クラブ選手契約」という)が、移籍元クラブと選手の間に

締結される契約 (以下「原契約」という)に優先し、移籍先クラブ選手契約のみが適用されるものと

する。なお、原契約の有効期間はこれによつて影響を受けないものとする。

第3条 〔移籍期間中の報酬等〕

① 移籍期間中の報酬等について移籍先クラブと選手とは、移籍先クラブ選手契約を締結する。
② 移籍先クラブ選手契約に定める基本報酬額は、原則として原契約と同条件とする。
③ 選手は、交通費、宿泊費および引っ越し費用の実費を、移籍するときは移籍先クラブに、再移
籍するときは移籍元クラブにそれぞれ請求することができる。

第4条 〔移籍補償金〕

移籍期間満了後、選手が移籍先クラブに完全に移籍する場合、移籍元クラブが移籍先クラブに請求

することができる移籍補償金は、次の各号のとおりとする。

(1)原契約の期間満了前に完全移籍する場合  :移籍元クラブと移籍先クラブとが合意した額
(2)原契約の期間満了後に完全移籍する場合  :移籍補償金は発生しない

第 5条 〔原契約の更新手続き〕

移籍期間中に原契約の更新手続きを行う時期が到来した場合、移籍元クラブが必要な諸手続きを行

う。ただし、移籍元クラブ、移籍先クラブおよび選手の三者において完全なる移籍に関する合意が既

に為されている場合は、移籍先クラブが行うものとする。

第6条 〔移籍期間中の契約変更〕

移籍期間中にプロA契約締結条件を満していない選手が、当該締結条件を満たした場合、以下の内

容の契約に変更する。尚、変動報酬は移籍元クラブおよび移籍先クラブと選手との間において別途定

めるものとする。

(1)契約書式

(2)基本報酬 (年額)

契約書

年   月
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ただし、上記報酬には消費税を除く、所得税、住民税その他一切の税金を含むものとする。



第7条 〔メディカルチェック〕

① 移籍先クラブは、選手を移籍期間開始前に移籍元クラブが同意する医師によるメディカルチェ
ックを行うことができ、選手が移籍先クラブ選手契約の義務を充分に果たせないと判断した場合は、

本契約を即刻解約することができる。

② 移籍元クラブは、移籍期間満了前に移籍先クラブが同意する医師によるメディカルチェックを
行うことができる。

第8条 〔選手の傷害 口疾病等〕

移籍期間中における選手の健康管理、傷害 。疾病予防および治療については、移籍先クラブがその

責任を負う。

第 9条 〔再移箱〕

① 移籍期間中選手が移籍先クラブにおいてサッカー選手としての運動能力を著しく喪失したこと
が第 7条第 2項のメディカルチェックにより判明した場合、移籍元クラブの選択により選手を再移

籍させないことができる。

② 移籍元クラブが前項の選択を行った場合、原契約残存期間の移籍元クラブの基本報酬支払い義
務は、移籍先クラブが移籍元クラブに代わって履行する。ただし、移籍元クラブが支払うべき成果

プレミアム等の報酬については、この限りではない。

第 10条 〔選手肖像の使用〕

移籍期間中においても移籍元クラブは選手の肖像を使用することができる。ただし、移籍元クラブ

のユニフォームを着用しているもの、または移籍前に撮影した映像、スチル写真等に限る。

以上、本契約締結の証として本書 3通を作成し、各当事者が記名捺印のうえ各 1通ずつを保有する。

年   月   日

移籍元クラブ

移籍先クラブ

[印 ]

[印 ]

選 手

[印 ]
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[書式第1号 ]

選手登録区分申請書
チーム名

種別 チーム登録番号

代表者名

住所 T

(公財)日本サッカー協会基本規程に基づき、選手登録区分を下記のとおり、申請します。

※1の場合、年度途中に移籍する際の提出は必要ありません。

※期限付移籍の場合は、「期限付移籍契約書」も併せてご提出ください。

※必ず振込明細書を添付してください。

書理番号 申請日:西暦   年  月  日

印

フリガナ

選手名

選手登録番号

生年月日 19   年   月 日 [   ]才

登録区分 (いずれかにO) 申請料 添付書類

1
プロ選手

続―契約 ( A B C  )、 非統一契約

*年度あたり
10,000円

契約書の写し

2 ア
マチュア選手 ⇒ プロ選手 への変更

統一契約 ( A  ・ B  ・ C  )、 非統一契約
*1回あたり
10,000Fl

契約書の写し

3
プロ選手 ⇒ アマチュア選手 への変更 *1回あたり

5,000円

【日本サッカー協会記入欄】

処理日:西暦   年  月  日   担当者

写し)都道府県サッカー協会
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[書式第 6号 ]

国際移籍選手登録申請書
チーム名   フリガナ

漢字 :

英字 (必須):

種別 :

代表者名 :

連絡担当者  氏名 :

住所

メールアドレス 修須)

チーム登録番号 :

印

※携帯メール不可

下記、国際移籍選手の登録を申請します。

フリガナ

選手名

選手登録番号
l

|※
番号がある場合のみ記入

生年月日 19   年   月 日 [   ]才

国籍

入国 (帰国)年月日 20   年   月 日

前所属チーム名 (国名 )

登録区分
(いずれかにO)

1 1 アマチュア

2 1 プロ(統一契約)        プロA ・ プロB ・ プロC

3 1 プロ(非統一契約)

※以下の書類を必ず添付し、提出すること
① 国際移籍証明書の写し (前所属サッカー協会発行のもの)
② パスポートの写しく顔写真のページおよび在留資格が記載されている部分)
③ 外国人登録証明書 (両面)、 在ロカード (両面)、 特別永住者証明書 (両面)、
住民日、査証+上国昨可証のうち いずれかの写し

申請曰 :20 年  月  日

【都道府県サッカー協会記入欄】

承認日 年  月  日

処理日 年  月  日 担当者

印
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【日本サッカー協会記入欄】

選手登録番号



[書式第 7号 ]

外国籍選手登録申請書
(外国で登録していなかつた選手)

チーム名

種別

代表者名

第1種 チーム登録番号

印

下記、外国籍選手の登録を申請します。

[本人記入欄](1)の場合のみ記入

私は外国でサッカー選手として登録していなかつたことを誓います。

l hereby con■ rπl and dec:are that l have never boon registered as a footbaii p:ayer

with any national associa」 on other than JFII′ 、.

年月日 :
Day/Month/Year

/  /
本人署名 :
Signature

[添付書類]

※(1)(2)の場合・・・(i)在留カード(両面)、 (li)特別永住者証明書(両面)、 (■)外国人登録証明書(両面)、

(市)住民票、(v)査証+上陸許可証のうち L」曇Lかの写し
※上記書類に記載のものとは異なる氏名での登録を希望する場合は、当該氏名の使用実績を

証明する書類 (例 :住民寮、社員証、公共料金領収書、他)の写しを添付すること

※ (3)の場合・・・ 住民票写しまたはパスポート写し

受付整理番号 申請日 :口膳 年    月    日

フリガナ

選手名

選手登録番号
:   l

l   l※
番号がある場合のみ記入

生年月日 西暦 年    月 日 [   ]才

国箱

入国(帰国)年月日 西暦 年    月 日

登録区分
(いずれかに0)

11

21

31

アマチュア

プロ(統一契約) プロA プロB プロc

プロ(非統一契約)

申請の種類

(1)1日 本で初めてサッカー選手登録をする選手です

(2)1国籍区分を変更する選手です 日本国籍 → 外国籍

(3)1国籍区分を変更する選手です     外国籍 日本国籍(帰化)

【都道府県サッカー協会記入欄】

承認日 :西層 年  月  日

2“ 処理日 年  月  日 担当者

印

【日本サッカー協会記入欄】

選手登録番号

:1醸



外国籍選手登録申請書
[書式第 8号 ]

印

(第 76条に該当する選手)

チーム名

種別:  第1種 チーム登録番号

代表者名

(公財)日本サッカー協会基本規程第76条に基づき、下記選手の登録を申請します。

※以下の書類を添付すること
①外国人登録証明書 (両面)、 在留カード (両面)、 もしくは特別永住者証明書の写し
②在学・卒業証明書の写し
③自己出生地宣誓書 (選手本人の署名入りのもの)

申請日:20 年  月  日

フリガナ

選手名

選手登録番号
:    :    l

l   l   l※
番号がある場合のみ記入

生年月日 19   年   月 日 [   ]才

出生地 (日本 ) 都 ・ 道 ・ 府 ・ 県

国籍

在学 ・ 卒業

(↑ いずれかに0)

都

道

府

県

小学校

中学校

高等学校

大学

【都道府県サッカー協会記入欄】

承認日 :西暦   年  月  日 印

【日本サッカー協会記入欄】

選手登録番号

処理日 年  月  日 担当者
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[書式第 9号 ]
〈J・ JFLクラフ・用)

国際移籍証明書発行申請書
チーム名    フリガナ

漢字 :

英字 (必豹 :

種別 :

代表者名 :

連絡担当者  氏名 :

住所 :

メールアドレス (必須):

チーム登録番号

印

T

※携帯メール不可

口日本から海外へ移籍する、下記選手の国際移籍証明書発行を申請します。   口"・口・・・ ①
□海外から日本へ移箱する、下記選手の国際移籍証明書発行依頼の打電を申請します。 ・ロロ ②
↑該当する方にチェックをつけてください。

①出国の場合 登録抹消申請すること
申請料  不要

②入国の場合 選手経歴書、契約書または覚書の写しを添付すること (日本でプロとして登録する場合)
申請料の振込明細書の写しを添付すること

申請料 1口 ,000円十消費税
振込先 三菱東京UFJ銀行 渋谷支店
普通 1440195 公益財団法人日本サッカー協会

申請日:20  年  月  日

【日本サッカー協会記入欄】

処理日:20 年  月  日  担当者

■■■■■■■

選手名

フリガナ

澳字

英字

選手登録番号

生年月日 19   年   月 日 [   ]才

国籍

登録区分
(いずれかにO)

:

:

l―

l

l

「

1 1 アマチュア
日本での
登録区分 _生」_■口_g害型寒警⊇_生 :F_・_p_
3 1 プロ(非統一契約)

海外での
登録区分

1 1 アマチュア

2 プロ

移箱元チームとの
契約満了日 20    年    月 日 ※プロの場合のみ記入

相手国協会名

①移籍先
②移籍元

チーム名

フリガナ

英字
(必須)

TMS
Roforonco Number

※プロ選手として移籍する場合は必ず記入のこと
(アマチュア選手として移籍する場合は不要 )

備考
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[書式第13-1号 ]

移籍補償金 通知書
[移籍先]  チーム名

代表者名 印

住所 : 〒

[移籍元]  チーム名

代表者名

住所 : 〒

選手名

選手登録番号

生年月日 19   年   月 曰 [   ]才

上記選手の移籍補償金に関し、下記のとおり合意しましたので、通知します。

記

1.移籍補償金の額 金 円

2.合 意日 20   年 月 日

3.原 契約の契約満了日 20   年   月 日

4.支 払条件 □  20   年   月   日に一括支払い
口 その他

5.JFAへ の通知日 20   年   月 日

以上

※当該移箱が原契約の期間満了前か満了後かにかかわらず必ず提出すること

※当該移籍が原契約の期間満了前の場合は、以下の書類を必ず添付すること

① 当該移箱に関する合意書の写し (当該移箱補償金の金額が明示されたもの)
② 原契約の中途解除に関する選手との合意書の写し ※移籍元クラブが添付

印
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[書式第13-2号 ]

国際移籍に関する移籍補償金通知書

[移籍先] チーム名

外国協会名

[移籍元]  チーム名

チーム登録番号

代表者名

住所

選手名

生年月日 19   年   月 日 [   ]才

選手登録番号

上記選手の移籍補償金に関し、下記のとおり合意しましたので、通知します。

一 言己 ―

1.移 籍補償金の額 金

2.支 払条件 □  20   年   月   日に一括支払い

□ その他

3.通 知日 20   年   月 日

印

一Ｔ

円
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[書式第13-3号 ]

期限付移籍補償金 通知書
[期限付移籍先]  チーム名

代表者名 印

住所 : 〒

[期限付移籍元]  チーム名

代表者名

住所

印

T

３

　

　

　

４

選手名

選手登録番号

生年月日 19   年   月 [   ]才

上記選手の期限付移籍補償金に関し、下記のとおり合意しましたので、通知します。

―
記

―

1.期限付移籍補償金の額 金 円

2.合 意日 20   年   月 日

期限付移籍期間 年    月 日 から 日 まで

支払条件 □  20   年   月   日に一括支払い
口 その他

5.JFAへの通知日 20   年   月 日

以上

※以下の書類を必ず添付し提出すること

① 期限付移籍に関する合意書の写し (当該期限付移籍補償金の金額が明示されたもの)

② 期限付契約書の写し ※Jクラプの場合はJリーグヘ提出

③ 選手契約書の写し ※Jク ラブの場合はJリーグヘ提出

年    月
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[書式第14号 ]

移籍リスト登録申請書

[申請人]  チーム名

代表者名

住所 : 〒

移籍リストの登録に関し、下記のとおり申請いたします。

記

<申請の対象となる選手>

<申請の目的>

□新規登録

チーム登録番号 :

印

□既登録事項の抹消

[抹消の理由〕 :  □
ロ

引退 (引退日 :   年
移籍 (移籍日 :    年
(移籍先クラブ :

その他 :(

日)

日)

申請日 : 20   年  月  日

月

月

選手名

生年月日 19   年   月 [   ]才

選手登録番号

契約の種類 プロA ロ プロB ロ プロC ・ その他

契約の終了日 20   年   月

250

年   月   日 受付番号

以上

【日本サッカー協会記入欄】

申請書受付日 20

d゙
lバヨ

| | | | | | |



[書式第15号 ]

トレーニングコンペンセーション通知書

[移籍先] チーム名

代表者名

住所

印

T

[移籍元] チーム名

代表者名

住所 T

選手名

選手登録番号

生年月日 19 年    月 日 [   ]才

上記選手の トレーニングコンペンセーションに関し、下記のとおり支払うことを通知 します。

1.トレーニングコンペンセーションの金額: 金 円

2.移籍先クラブとの選手契約締結日:   20   年 月

3.支払条件 20   年   月   日に一括支払い
その他

20   年 月 日

以 上

※トレーニングコンペンセーションの発生対象となる全ての移籍に関して提出すること

(金額が0円であつても提出)

印

4.JFAへの通知日
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書式A

(選手名)

貴殿と当クラブとの

つきましては、

年

年   月

1.契約の種類(下記(1)から(4)のいずれかを0で囲む。)

|(1)下記の条件をもって貴殿と『プロA契約』を締結いたしたい。

(2)下記の条件をもつて貴殿と『プロB契約』を締結いたしたい。

(3)下記の条件をもって貴殿と『プロC契約』を締結いたしたい。

(4)以降、貴殿と契約を締結する意思はありません。

2.契約条件

殿

住 所

クラブ名

代表者名

契約更新に関する通知書

月   日以降の契約条件について、下記のとおりご通知申し上げます。

日までにご返答願います。

年   月   日

(印 )

記

現在の契約の内容 新規の契約の内容

(1)契約期間

年 月 日から

日まで年 月

年 月 日から

日まで年 月

(2)基本報酬

(年額)金 円 (年額)金 円

※「(1)契約期間」が1年未満の場合は、契約期間に応じた金額も記入する

金 円 金 円

※上記金額には趙階臨睦圏く、所得税、住民税その他―切の税金を含むものとする。

以上

[正本⇒選手 写し⇒クラブ、リーグ]
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書式0

(選手名)

年   月   日

殿

住  所

クラブ名

代表者名

最終提示額証明書

(印 )

以上

当クラブは、貴殿との次期(     年

最終的に提示したことを証明いたします。

月   日以降)契約に関する交渉について、下記の報酬を

記

1.現在の契約

2.最終提示

契約の種類 プロA・ プロB・ プロC

契約の終了時期 年 月 日

基本報酬(年額) 金 円

※上記金額には,豊宣数を除く、所得税、住民税その他―切の税金を含むものとする。

[注]:契約種類はいずれかを0で囲む。

契約の種類 プロA・ プロB・ プロC

契約の終了時期 年 月 日

基本報酬(年額) 金 円

[正本⇒選手 写し⇒クラブ、リーグ]

2013年 11月改訂
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書式E

(選手名)

住 所

クラブ名

代表者名

契約変更に関する通知書

貴殿は     年   月   日に行われた

年   月   日

殿

(印 )

の試合において、プロA契約の締結条件

月   日締結した契約を、を満たされました。つきましては、貴殿と当クラブとの間に 年

年 月 日より下記のとおり変更いたしたく、ご通知申し上げます。

1.変更する契約の種類(下記(1)、 (2)のいずれかを0で囲む。)

(1)下記の条件をもつて貴殿と『プロA契約』を締結いたしたい。

つきましては、     年   月   日までにご返答願います。

(2)下記の条件をもって貴殿と『プロB契約』を締結いたしたい。

つきましては、     年   月   日までにご返答願います。

2.契約条件

記

現在の契約の内容 新規の契約の内容

契約期間

年 月 日から

日まで年 月

年 月 日から

日まで年 月

基本報酬

(年額)金 円 (年額)金 円

※契約期間が1年未満の場合は、契約期間に応じた金額も記入する

金 円 金 円

2013年 11月改訂

※上記金額には消費霊盗陰く、所得税、住民税その他―切の税金を含むものとする。

以上
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書式F

年   月   日

選手氏名 (本名) (通称)

生年月日 年 月 日(歳 )1塁拿瑾鶴纏轟弊会

(所属リーグ) 御中

住 所

クラブ名

代表者名

外国籍選手枠 対象外認定申請書

下記の選手を、外国籍選手枠の対象外として認定願いたく、申請いたします.

申請理由

「プロサッカー選手の契約、登録および移籍に関する規則」1-5に基づき、上記の外国籍選手の登録区分が

年度途中にプロA契約またはプロB契約(統一契約以外のプロ契約も含む)に移行するため、当該選手は

本年度に限り、引き続きアマチュアまたはプロC契約の外国籍選手として、登録人数の関係上はカウントすることを

申請したい。

※ 出場実績報告書を添付すること。

2.対象外とする期間(終了日は年度末となる)

年   月  日から 年  1 月 31日 まで

(印 )

以上

[注]

》 本申請書は、『正本』および『写し』を各1通ずつ作成し、双方とも所属リーグ事務局に提出する。

≫ 『正本』は所属リーグ事務局において保管し、『写し』は所属リーグの承認印を押捺後、

申請元クラブに返還する。

》 本申請書が承認された場合、所属リーグは速やかにJFAに報告する。

所属リーグ
承露欄

2013年 11月 改訂
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書式G

(所属リーグ)

年   月   日

御中

住 所

クラブ名

代表者名 (印 )

プロA契約25名枠 対象外認定申請書
下記の選手を、プロA契約25名枠の対象外として認定願いたく、申請いたします。

1.申請理由(下記 (1)から(5)のいずれかを0で囲む。)

(1)アマチュアまたはプロC契約の選手で、年度途中にプロA契約に移行する。

※ 出場実績報告書を添付すること。

(2)自クラプの第3種または第2種の育成組織のチームに3年以上在箱した選手が、同クラブのチームに在籍する場合

(外国籍選手を除く。在籍期間が1年を超え、超えた期間が1年に満たない場合は、当該超過期間は、1年と見なして

計算する。)

履
歴

ク

ラ
ブ
内

チーム名 所属開始日 所属終了日

年   月   日 年   月   日

年   月   日 年   月   日

(3)ケガ、疾病等により、今年度は試合出場できないため、本申請が承認された場合、速やかにJFA登録を株消し、

また、この選手は年度内において再びJFA登録をすることはできない。

※ 医師の診断書を添付すること。選壬上塗日璧』出四ピコ▲』壁ヨ2豊室圭1団塾Jピ
=2:ュ

※ 外国籍選手の場合は、書式Fにて申請すること。

選手署名

(4)海外研修していた選手が、日本の年度途中に帰国し、再登録する。

選手氏名 (本名) (通称)

生年月日 年   月   日 (   歳) 日本サッカー協会
選手登録番号

研修
期間

年   月   日～ 年   月   日 帰国
予定

年   月   日

※ 国際移籍証明書発行依頼の写しを添付すること。

(5)その他

2.対象外とする期間 年    月   日から 年   月   日まで

以上

['ヨ

》 本申請書は、『正本』および『写し』を各1通ずつ作成し、双方とも所属リーグ事務局に提出する。

》 『正本』は所属リーグ事務局において保管し、『写し』は所属リーグの承認印を押捺後、

申請元クラブに返還する。

》 本申請書が承認された場合、所属リーグは速やかにJFAに報告する。

2009年 11月 1日改訂

所属リーグ
承認欄
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書式H-1

公益財団法人日本サッカー協会 御中

年   月   日

住  所

クラブ名

代表者名 (印 )

登録ウインドーの適用例外に関する申請書
(契約が終了したプロ選手)

下記の選手は、登録ウインドーの終了前に契約が終了したプロ選手であるため、登録ウインドーの例外を適用いたしたく、

申請いたします。

記

※ 契約が終了していることを証明する書面を添付すること。

※ 選手に対する説明を行い、選手の署名を記入すること。

選手署名

以上

選手氏名 (本名) (通称 )

生年月日 年 月 日(歳)1藁渕 会

前契約終了日 年   月   日

[正本⇒JFA写し⇒クラブ、リーグ]

2012年 11月 22日改訂
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年   月   日

(所属リーグ) 御中

住  所

クラブ名

代表者名

登録ウインドーの適用例外に関する申請書
(ゴールキーパー選手の例外)

当クラブ所属のゴールキーパーの選手が、ケガ・疾病等により、試合に出場することができない特別な事情があるため、

下記ゴールキーパーの選手を登録ウインドーの例外として認定願いたく、申請いたします。

なお、本申請が承認された場合、試合に出場できないゴールキーパー選手は契約の継続・非継続に関わらず、

速やかに日本サッカー協会および所属リーグの登録を抹消いたします。

記

1.登録ウインドーの例外を適用する選手

2.特別な事情により、試合に出場することができない選手

※ 怪我・疾病のばあいは、医師の診断書を添付すること。提出する診断書が外国語で記載されている場合には、

日本語の訳文を添付すること。

※ 選手に対する説明を行い、選手の署名を記入すること。

選手署名

以上

(印 )

所属クラブ

選手氏名 (本名) (通称 )

生年月日 年   月   日 (   歳) 日本サッ
カー協会

選手登録番号

選手氏名 (本名) (通称)

生年月日 年 月 日(歳)1轟渕 会
理由

[え日

》 本申請書は、『正本』および『写し』を各1通ずつ作成し、双方とも所属リーグ事務局に提出する。

》 『正本』は所属リーグ事務局において保管し、『写し』は所属リーグの承認印を押捺後、

申請元クラブに返還する。

》 本申請書が承認された場合、所属リーグは速やかにJFAに報告する。

2012年 11月 22日 改訂

所属リーグ
承認欄
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書式H-3

年   月   日

(所属リーグ) 御中

住 所

クラブ名

代表者名

登録ウインドーの適用例外に関する申請書
(育成型期限付移籍)

下記の選手について、「育成型期限付移籍」を適用し、登録ウインドーの例外として認定願いたく、申請いたします。

記

1.登録ウインドーの例外を適用する選手

2.申請理由(下記(1)、 (2)のいずれかを0で囲む。)

(1)原契約を有する移籍元クラブから移籍先クラブヘ期限付移籍する。

(2)期 限付移籍契約を解除し、原契約を有する移籍元クラブに再登録する。

※ 本移籍が「育成型期限付移籍制度」による期限付移籍であることについて、移籍元クラブ、移籍先クラブおよび

選手の三者が合意をしたことを証明する書面を添付すること。

(印 )

以上

現所属クラブ

選手氏名 (本名) (通称)

生年月日 年   月   日 (   歳) 日本サッカー協会
選手登録番号

[注 ]

》 本申請書は、『正本』および『写し』を各1通ずつ作成し、双方とも所属リーグ事務局に提出する。

》 『正本』は所属リーグ事務局において保管し、『写し』は所属リーグの承認印を押捺後、

申請元クラブに返還する。

》 本申請書が承認された場合、所属リーグは速やかにJFAに報告する。

所属リーグ
承認欄

2013年 11月改訂
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書式1

(クラブ名)

(代表者名)

住 所

クラブ名

代表者名

貴クラブ所属の (選手名)

年   月   日付で開始いたしますので、ご通知申し上げます。

年   月   日

他クラブ在籍プロ選手との契約交渉開始に関する通知書

(印 )

以上

殿 との次期契約交渉を、

[正本⇒宛先クラブ 写し⇒リーグ]
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書式J

年   月   日

(所属リーグ) 御中

住 所

クラブ名

代表者名

外国籍選手 登録抹消申請書
(契約を保持したままの抹消の場合)

下記の選手につき、プロ契約を保持したままJFA登録を抹消願いたく、申請いたします。

申請理由

ケガ、疾病等により、今年度は試合出場できないため、当該選手とのプロ契約を保持したまま登録を抹消したい。

本申請が承認された場合、速やかにJFA登録を抹消し、プロ契約外国籍選手枠の対象外とする。

また、この選手は年度内において再びJFA登録をすることはできない。

※ 医師の診断書を添付すること。ただし、提出する診断書が外国語で記載されている場合には、

日本語の訳文を添付しなければならない。

※ 選圧上重整L壼醜明圭■上ゝ 選E望匿聖壁臼記ム」∠返上ュ

選手署名

2.対象期間(終了日は年度末となる)

年   月  日から 年 1 月 31 日まで

以上

(印 )

選手氏名 (本名) (通称)

生年月日 年   月   日 (   歳) 日本サッカー協会
選手登録番号

[だ日

》 本申請書は、『正本』および『写し』を各1通ずつ作成し、双方とも所属リーグ事務局に提出する。

》 『正本』は所属リーグ事務局において保管し、『写し』は所属リーグの承認印を押捺後、

申請元クラブに返還する。

≫ 本申請書が承認された場合、所属リーグは速やかにJFAに報告する。

所属リーグ
承認欄
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